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ょっと奇異な感じがするんですけれども、町長はどのようにこの話を聞いておられて、これ

を読んで考えられますか。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） お答えします。 

  私は今議員の申された、ある首長の病院建設という話がありましたけれども、けさの新聞

を見て私も知りました。正直言って驚いております。我々は賀茂圏域に、医療圏の中での共

立湊病院という位置づけで、中核病院として老朽化に対して建てかえましょうという合意の

もとに今取り組んでいるまさに真っ最中でありまして、これをまた圏域の中で新たな病院建

設ということになると、これはいかがなものかなという、非常にゆゆしい問題ではないかと

いう思いが今正直しております。 

  しかし、これはまだ新聞報道であって、私は直接聞いた話ではございませんので、これに

ついては今後よく事実を確認しながら、それぞれの構成する市町と一緒になって取り組み、

対応していきたいというふうな今考えでおります。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） いろいろこれから確認をとるという状況だと思いますけれども、こう

いう新聞報道がされている中だと、やっぱり新聞報道で書いてあったとか何とかという話に

なる、それが先に勝手に走り出してしまう可能性もあるものですから、これに対しては、や

っぱり首長さんにしかと言わないと、それがまかり通って賀茂郡内に２つ目の、逆に言うと

この共立病院組合の病院がなくなってしまって、ある首長さんの町営病院ができるという形

も考えられないことではないのではないかと思いますし、まして、賀茂地域一円でやる首長

さんが一本にならないと、共立病院の問題もうまくいかないと思いますけれども、ある首長

さんに対してのまとめていく決意等を言っていただきたいと思いますが、あるいは注意をし

て、あるいは病院組合をつぶすつもりなのかという形で強く言うふうに、もう１回言ってい

ただきたいと思いますが。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） けさの新聞のことですので、今ここで清水君が言われたように直接
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首長にということではなくて、まず我々としてはそれぞれの市町の首長運営会議を開いて、

そこでこの問題については皆さんで話し合うべきじゃないかなという思いはしております。

これも早期に進めないと、我々が今取り組んでいる指定管理者の問題がありますので、すぐ

にでも日程調整しながら対応していきたいという思いでおります。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） そういう形でお願いいたします。 

  その中ですけれども、また共立病院の話なんですけれども、聖勝会から辞退の文書が12月

に来られた。それで、この書類を受け、念書を受け、町長はその後、聖勝会の代表者である

西川さんと、指定管理者の件で辞退の理由等の話を、文書だけでなく、西川さんのほうから

じかに事情聴取ではないけれども、話を聞かれたことがあるのかどうか。西川さんと。じか

に会って話をしたことがあるのかないのかお伺いいたします。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 昨年の12月18日に辞退届が郵送で出されました。これを受けて我々

は即座に対応を協議したわけですけれども、その後、ご本人とは会っておりません。それは、

辞退届はやはり弁護士を通じて提出されておりまして、この件に関しては、直接本人とでな

くて、必ず弁護士を通じて話し合いは持ってほしいというふうなことになっておりましたの

で、我々としてはそれをやるよりもまず対応協議が先だということで首長会議を開き、ある

いは病院の組合の全員協議会等を開いて対応してきたのが事実でありますので、直接ご本人

とは、私はいわゆる管理者としては会っておりません。ただ、ほかの組合議会等の場合はこ

れは別ですけれども、私のほうでは、そういう本人との面会は行っておりません。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） 西川さんとは、では会っていないという話なんですけれども、首長と

しては会っていないんですね。ということは、職員が会っているとか、あるいはほかの管理

者等が会っているとか、またあるいは会っていないとしても弁護士に会って話をするとかと

いうことはなかったのか。電話で弁護士と話をしただけなのか、あるいは弁護士と同席で一
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応話をしませんかという話も、依頼をしたけれども会えなかったのか、そこはどうなんでし

ょうか。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） ほかの方たちが会ったか会わないか、そこまでは私の知っている限

りではほとんど出てません。ただ、組合議会で設置した100条委員会、そちらのほうの案件

となると、私もここでちょっと具体的なことは申し上げられませんので、私の知り得る範囲

では、それは報告とか承知はしておりません。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） もう一つ、弁護士のほう、弁護士を通じて町長あるいは事務局のほう

で弁護士に話を委託すると思うんですけれども、西川さんの弁護士に対して。それで、その

中で弁護士に会うとか、あるいは弁護士と同席で会うなんていう依頼はしたことがないんで

しょうか。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 現在までそれもありません。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） いろいろ難しい問題はありますけれども、その中で、また選定前にま

たなるんですけれども、選定委員会というのが昔ありましたね。それで、その当時のオサ委

員長がおられましたけれども、そのオサ委員長は選定のほうは西川さんのところがいいので

はないかという話を言われて締結したという話なんですけれども、オサ委員長のほうと話は、

こういう結果になりましたからという話をして、どうだろうという相談は、町長なさいまし

たか。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） それはありません。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 



－11－ 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） わかりました。一応、その中でいろいろ新しい手を使って今の病院の

ほうをうまくやっていただくようお願いいたします。 

  続きまして、温泉を利用しての高齢者福祉ということで質問させていただきます。 

  下賀茂温泉、湯量豊富で大変いいお湯でございます。町民は町営温泉であります銀の湯あ

るいはみなと湯に500円等で入れる、みなと湯については300円で入れるという形になってお

ります。昼間だけでも高齢者に、みなと湯の金額で銀の湯を使えるような状況は考えられな

いか。また、あるいは老人会に入っている方に対しては無料券を月１枚あるいは２枚ぐらい

の無料券を配布して温泉に入ってもらうという形を考えられないか。 

  なぜこんなことを言うかというと、今老人会等入会する方が少なくなっている。老人会、

入会している方については温泉無料券がもらえるというメリットみたいなものがないと、や

っぱり今の方々はなかなか入らないでしょうから、老人会に入っていただくという状況をつ

くるためにも、温泉を利用してのこういう老人会もあることによって福祉の関係になります

し、そういうことを考えたらどうかなと考えるんですけれども、町長あるいは担当課長、こ

の件についてはどう考えておられますか。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） お答えします。 

  高齢者に対する温泉利用ということであります。これは、現在は町民の健康の保持増進及

び健康づくりの思想普及ということで、また医療費の抑制にも資することを目的として、南

伊豆町健康増進事業実施要綱に基づいて温泉を利用した健康増進事業を実施をしております。

この中で、特に高齢者に対しましてはヘルスアップ教室でありますが、これは温水プールで

の運動が非常に負担をかけないで脚力をつける効果があるということから、足腰に痛みがあ

る方や、あるいは転倒の不安がある方を対象にして実施をして効果を上げてきております。

あと、細かいことは、また担当課長から説明をさせます。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（松本恒明君） お答えいたします。 

  銀の湯の利用につきましては、以前にもこの議会で質問があったと思いますが、現在、70

歳以上の町民の方に、毎週月曜日、金曜日、入館料を町民500円のところ40％引きの300円で
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ご利用いただいております。銀の湯会館には温泉マイスターが常駐していますので、ぜひ 

利用をしていただきたいということであります。 

  それから、先ほど議員がおっしゃいました、銀の湯の無料券とかで老人会への加入してほ

しいということなんですが、それも一つの要因だとは思いますが、老人会の加入者が少ない

というのは、単にそのメリットがあるから逆にふえるとかという、そう単純な問題ではない

ような気がしますけれども、それはまた担当課と検討させていただきたいと思います。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） そういう温泉を使って、町民あるいは高齢者の方々が健康に過ごせた

らいいなと考えますし、老人会、非常に少なくなって、見ても男性の方が少なくなっている。

かえって動けなくなってきているような方々が老人会に入っているという形があるものです

から、やっぱり老人会活動がどうしても少なくなってきている。そうして見たときに、やっ

ぱり動いている方々について一生懸命老人会に入っていただけたほうがいいのではないかな

と考えますので、うまく考えていただきたいと思います。 

  それで、老人会があるんですけれども、やっぱり老人会というと南伊豆の老人会に入会す

る方々は、70歳あるいは75歳から入るという人が多いと思います。敬老給付金の関係、ある

いは敬老会の関係で、敬老会の会員になったから老人会に入るんだよという方々がほとんど

だと思います。ですが、そうやって見ますと、法律でいきますと老人会というのは60歳以上

だということになっておりますから、では60歳から、簡単に言いますと70歳までの約10歳、

60から70の間にちょうど団塊の世代が入り始めているわけでございますけれども、その団塊

の世代の方々が、やっぱり定年退職等された方々が何かやる会がないと。自分たちでまとま

ってやればいいと思うんですけれども、そういうきっかけとなる会がないという状況でもん

もんと過ごされているのではないかなと考えるんです。町等でそういう、中老会というとま

たちょっともっと若いことになるのかわかりませんけれども、老人会予備軍というか、実際

老人会だけれども、予備軍という形の団体が、団塊の世代があると書くんですけれども、そ

ういう団塊の世代等に何か新たな取り組み等考えていく予定があるのかどうかお伺いいたし

ます。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） お答えします。 



－13－ 

  この老人クラブにつきましてはいろいろ対応等、取り組んでおるわけですけれども、今言

われた団塊の世代、確かにそういう世代が今非常にふえてきておりまして、今言われるよう

なことももちろん理解はできます。そこで、では老人クラブと団塊の世代をどういう形で両

方を福祉の面で対応していくことがいいのかということになりますと、なかなかこれは難し

い問題でもあろうかと思います。老人クラブへの加入の問題等もいろいろ個人的な事情もあ

ったりして、例えば高齢者であっても１軒のうちを背負ってやっていくとなるとなかなかそ

ういったクラブへ入っても活動ができないということの中で入らない人もおるだろうし、そ

れぞれの事情があると思います。ですから、そういった実態をよく把握しながら、我々とし

ては可能な限り、高齢者の方々が一緒になってそういう福祉の面で活動できることはこれは

望ましいわけですから、今後、そういうことの中で、やはり指導、そして対応していくべき

ではないかなという思いがしております。 

  団塊の世代の対応については、これは一つの検討課題かなというふうには思っております

ので、きょうのところはそういうことでご理解いただきたいというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） なかなか難しい問題ですけれども、今老人会、老人クラブ等がやって

いる事業等がありますけれども、やっぱり年齢が違うという形で団塊世代だけでやっていた

だく会をつくったらどうかなと。それが70歳あるいは75歳になったから、それを抜けて老人

会へ入るんだという形を考えられると思うものですから、やっぱり歳が若い方は、若いとい

うと何かあれなんですけれども、老人会へなら老人の中では、老人と言ってもおかしいんで

すけれども、60歳以上の中では若い方の会を、団塊の世代、町民から見れば大きな人数おら

れるわけですから、その会をちょっと町で音頭をとって、老人クラブの若い版をつくってい

ただいて、それで事業内容はほとんど一緒でいいと思いますよ。桜を見る会とかいって散歩

して歩いたりとか手芸をやったりとか、あるいは草履をつくったりとか、手芸だ、絵をかい

たりとかという、あるいは運動やったりとかあるわけですから、そういうものを老人クラブ

等で新しいことを考えていただけたらなと私は考えますけれども、いろいろ答弁等難しいと

思いますけれども、それらしく考えていただけますでしょうか。質問いたします。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 



－14－ 

○町長（鈴木史鶴哉君） お答えします。 

  新しいテーマとして受けとめまして、今後検討させていただきます。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） わかりました。 

  では、次の質問をさせていただきます。 

  生活環境の整備についてでございます。 

  山間地域の荒廃した山林等によりまして、樹木が生い茂って道路にかぶさってきた場合、

町内の国道でさえ車に木が当たるという状況でございますし、また住宅あるいは農地等のほ

うにも樹木が育って日が当たりにくくなって、ちょっと生活するにも大変だなという形にな

ってきている地区がたくさんあると思います。町内にたくさんあると思うものですから、そ

ういうことをどういうふうにこれ、考えておられて、これからどういうふうにしていく予定

なのか。まず道が通れない、それで生活が大変であると。そういう状況をどうやって町とし

て考えられていくのか、その対策等を考えておられましたらご答弁願います。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） お答えします。 

  これにつきましては住宅、農地等、あるいは道路、それぞれの現状と対応につきましては、

担当課長より説明させます。 

○議長（漆田 修君） 建設課長。 

○建設課長（小坂孝味君） お答えいたします。 

  道路対策でありますが、樹木等が生い茂って道路の通行に支障が認められる場合には、国

県道につきましては土木事務所に連絡をし除去のほうをお願いしております。町道につきま

しては、緊急の場合には、先日もございましたが、職員が行ってすぐ対応、伐採したり、道

路に倒れたり、倒れそうなところにつきましては職員が緊急にバリアをやっております。ま

た、それ以外のときはシルバー等にお願いして実施をしております。 

  区長さんや通行者からの通報などがあった場合、また職員が通ったときに判断をして危険

と思われるときは、道路ののり面の場合には、通常の場合はシルバー等にお願いして除去を

しています。また、道端の道路に張り出している部分につきましては、どうしても個人財産
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になるものですから、地主の了解を得た中で樹木の伐採をやるように心がけております。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 産業観光課長。 

○産業観光課長（山田昌平君） 農地への関係でございますけれども、昨日も町長の横嶋議員

への答弁のとおり、産業観光課におきましては町内の荒廃森林を整理するために森の力再生

事業ですとか緊急雇用創出事業、また里山林整備事業等を実施しております。しかしながら、

現状では放置されておる状態が多うございます。したがいまして、森林整備計画、また先ほ

ど建設課長が申し上げましたけれども、樹木については地権者の同意がなければ切ることが

できないという形になっておりますので、地権者、山林所有者の同意のもとに林業認定事業

体、これらと計画を策定して各種事業を駆使しながら整備を進めていきたいなと考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） これ、やっぱり、民質の毎回話なるんですけれども、地主の了解が必

要だという形があるものですから大変なんですけれども、常時切ってもいいよという、そう

いう切るたびに了解をとるわけですけれども、切ってもいいよという話は、いつでも切って

もいいよという、そういう話は地主に対して行っておられるのか。たびに確認をとって、地

主さんに了解をとって切るのではなくて、いつでも切ってもいいよとかいう話はとられてお

られるのか。また、あるいは空中に出たものについてはみ出した分だけでもいいですよとい

う了解をとるような文書等でもらっていくような方策等も考えられておられるのか。それに

ついては建設課長等、あるいは産業課長のほうでそういう話はされておられるのかどうかお

伺いいたします。 

○議長（漆田 修君） 建設課長。 

○建設課長（小坂孝味君） 事前に了解を得ているかという質問ですけれども、それにつきま

しては、実際そのようなことはしておりません。そういう、枝がかぶっているよというよう

な話が出てきて、実際に現在動いております。 

○議長（漆田 修君） 産業観光課長。 

○産業観光課長（山田昌平君） 農地関係につきましても農地所有者が困っておるよという申

し出がありましたときには、全体を把握できていないものですから、そういうものにつきま
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しては地権者と交渉しまして対応しております。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） 地主の了解等、そういう樹木が張り出しているところにつきましては、

そういう土地についてはまた３年、あるいは５年たったときにまた同じようにはみ出してく

るのではないかなと考えます。また、そのたびに地主さんの了解をとるのではなくて、はみ

出した分については切らせていただくという了解等、その了解をとるときに、次のときも切

る場合がありますよという了解をとっておいたほうが仕事がやりやすいのではないかなと考

えますが、そういう方向、これから考えていただけますでしょうか。 

○議長（漆田 修君） 建設課長。 

○建設課長（小坂孝味君） 例えば、ある場所でそういう問題が出てきて地主に了解をとると

きには、その次のときにまた枝がかぶってきたら、また今回のように切らせてくださいとい

うようなお願いはすることはできると思いますけれどもね。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） そういうふうにやっておけば、事務的にも楽になってきて、あるいは

町民の要望にすぐこたえられるという状況があるものですから、そういうふうに考えていた

だきたいと思います。 

  そんなこともあるんですけれども、いつぞや私も言いましたけれども、やっぱり、そうい

う樹木の生い茂る土地というのは、どうしても南伊豆町内に住んでおられない不在地主の方

が多いのではないかなと。住んでおられればすぐお願いに行って、切っていいよとすぐ言っ

ていただけるんですけれども、不在地主の場合は、なかなかちょっと許可をとるのが難しい

のではないかなと思うものですから、そこについて、不在地主に対しての樹木の伐採、ある

いは管理等についてどのようにこれまでやってこられたのか。管理していただけますか、あ

るいは樹木を切っていただけますかというふうな、これまで不在地主に対して方策として何

かいい手を打ってきたと思いますけれども、それについてはどういう方策をこれまで打って

こられたのかお伺いいたします。 

○議長（漆田 修君） 産業観光課長。 

○産業観光課長（山田昌平君） 森林の、先ほども申し上げましたけれども、荒廃森林の整備
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につきましては、やはり森林整備計画という形に基づいておりまして、ゾーニングの中でや

っておるわけですけれども、そうしまして、先ほども、本来ですと山林の所有者が整備する

わけですけれども、18年度から森の力再生事業というのが始まりました。これは針葉樹、広

葉樹を対象に、これは土地の所有者と認定事業体が計画を立てまして、そうしまして県にそ

の計画を提出して、認定されますとその事業ができます。それが現在、町内のほうで既に天

神、川合野、二条等々でもう既に行われています。そういう形の森林税によるもの、またそ

のほかにも各種森林吸収源、それから静岡県林業プロジェクト事業等々７つぐらいの事業が

ありますものですから、それらを啓蒙しまして事業を示せると、進めておるというところで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） 今私の言いたかったのは、不在地主に対して草を刈ってください、あ

るいは木を切ってくださいよ、管理をしてくださいよという依頼文書みたいなものはやった

ことがあるのかないのかということなんですけれども、それによって、こういう事業がある

からそれを利用して管理したらどうですかという案はあると思うんですけれども、管理して

くださいという依頼みたいなことはされたことがあるのかないのかをお伺いいたします。 

○議長（漆田 修君） 産業観光課長。 

○産業観光課長（山田昌平君） 先ほども申し上げましたように、荒廃している森林整備につ

きましては、土地の所有者と林業認定事業体、その林業認定事業体が大体南伊豆町内を把握

しているわけですね。なものですから、そこでこの辺を整備したいとかという形は、地主と

のコンタクトというのはとっておると思います。ですから、町のほうから全体を見回しまし

て、農地の場合は、地主が地元に来られないという方等々には過去にも通知しまして、整備

をしてくださいよ、あるいは広報等々利用しまして農地を、荒地を改善してくださいという

ことをたびたびやってきましたんですけれども、森林保護につきましては、今言った形で森

林整備計画のゾーニングの中になければなりませんものですから、今のところはそういう地

主さんに報告したというのはありませんけれども、林業３事業体、今認定されておりますけ

れども、それが、認定事業体が全体を見回しまして、そして地主と計画をつくるという状態

でございます。 

  以上です。 
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○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） いつぞやも話をしたんですけれども、不動産を持っている方について

は、町では固定資産税の通知をするということがあります。その中に入れたらどうかという

話もおかしいということはございますけれども、固定資産税の通知の中に、封筒でもいいで

すから不動産を管理するのが国民の義務ですということを、あるいは民法の云々、文面でも

いいですけれども、財産管理者、所有者が管理する義務があるわけですから、そういうこと

を書いていただくような形をして、山林所有者については山林を管理してくださいと、農地

を所有されている方にも、あるいは土地を持っている方については、その土地を管理してく

ださいと、宅地でも草ぼうぼうの宅地があるわけですから、そういう方に対しても、不動産

をお持ちの方は自分の土地を管理してくださいねという方策を考えていかないと、やっぱり

町の中がどんどん荒れてくるという状況があるものですから、それは難しいと思いますけれ

ども、これは考えていかなければいけないと思うものですから、町長、それについては何か

うまくこれから考えていくというふうにご答弁いただけますか。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） お答えします。 

  今、議員の言われた、それぞれの土地について地主はしっかりと責任をもって管理してく

れというのは、これはもちろん原則でありまして、我々もいろいろな機会をとらえてそうい

うことについてはＰＲ等もしてきておりますけれども、今後さらに高齢化が進む中で、実際

はやはり管理が行き届かない、そういった土地が出てくると思います。ですから、こういっ

たことも考えながら町としても指導しＰＲしていきたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） 不動産所有者についてしっかりＰＲして、管理していただくようお願

いするという形になれば、管理する、草を刈る人はやっぱり町民でなければ草は刈れないで

すから、村おこし、あるいは雇用対策になるという状況になってくると思うものですから、

そこを思い切ってやっていただきたいと思います。 

  次の質問にまいります。 
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  町の貸借対照表の公表ということでございますけれども、この貸借対照表、バランスシー

トでございます。バランスシートをつくると、そういう貸借対照表も一緒にできてしまいま

すから、同じことなんですけれども、損益計算書ができてしまいますから、貸借対照表と損

益計算書はどちらかをつくればどっちもできてしまうという形になっていると思います。で

すから、この行政コスト計算書あるいはバランスシート等についてつくられておると思うも

のですから、私が２年ほど前に質問したときは、翌年にはできますと、その次は平成二十何

年までにはつくりますとかという話がございましたけれども、そろそろつくられてもいいの

ではないかなと、もう２年、３年ぐらい言っているものですから。法律の期限の取り決めも

来年の９月までにはつくりますなんていう話ではなくて、せめてことしの９月までにはつく

るという方向で考えていただきたいと思いますが、町長どうでしょうか。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） この件につきましては総務課長から答弁させます。 

○議長（漆田 修君） 総務課長。 

○総務課長（鈴木博志君） 清水議員のほうから今申されましたけれども、過去２回ほどご質

問をいただきました。ありがとうございます。 

  バランスシートとは、ある時点において資産、負債、資本のその残高を総括的に対照表示

しまして、財産状況を明らかにする報告書でございます。貸借対照表と同義でございます。

過去２回、平成19年９月と平成20年６月の定例会で清水議員のほうからご質問をいただきま

した。そのときも、県内他市町におくれをとらないように、公表の義務化までには作成でき

るよう前向きに努力いたしますという旨の回答を申し上げたところでございます。 

  また、平成18年８月31日付、総務事務次官の通知で、「地方公共団体における行政改革の

さらなる推進のための指針」というものには、町村は、平成23年秋までに財務４表の整備、

または作成に必要な情報の開示に取り組むよう依頼されておりますということです。 

  ところが、平成21年３月６日付、昨年の３月６日付の県の自治財政室長の通知を見まして、

改めて21年度までの整理を要請されました。その財務４表というのは、議員もおっしゃいま

したけれども、貸借対照表、これバランスシート、行政コスト計算書、損益計算書のことで

す。そのほかに資金収支計算書及び純資産変動計算書でございます。これが財務４表といい

ますけれども、いずれも関係団体等含む連結ベースで作成するということになってございま

す。 
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  ２月、先月末現在の県内の市町の作成状況でございます。県内35市町のうち、９団体が既

に公表済みでございます。残り26団体になりまして、この３月までに連結ベースの財務諸表

という部分を公表する予定でございます。今、職員が一生懸命、夜も残業しまして作業を

粛々と進めているところでございます。 

  次のご質問にも行政コスト計算書という部分がちょっとございます。そこもよろしいです

か、一緒に。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○総務課長（鈴木博志君） 行政コスト計算書、これも行政活動の中で大きな比重を占めると

いう人的サービスとか給付サービス、それらの資産の形成に頼らないと行政サービスについ

て、１年間の提供の状況を目的別、性質別にコスト面から把握をして、これらに要した財源

の状況を明らかにするための財務諸表ということでございます。この行政コスト計算書の対

象となると、コストの範囲というのは行政サービスに要する支出からバランスシートに計上

した資産形成のための支出を除き、その現金支出額を発生資料に基づいて調整し、さらに現

金支出を伴わない減価償却費を発生資料の観点から当期のコストに加えたものということに、

非常にちょっと難しい部分があります。こちらにつきましても、バランスシート同様に今年

度末の作成という部分が組み入れられています。県の通知にございます。当町におきまして

も、それにつきましても今作成中でございます。 

  手法として、20年のときにも申し上げましたけれども、資産の評価というのが一番のネッ

クということでございます。今年度、21年度、町有財産の台帳の整備を今行っていまして、

まだ納品がないような状態でございます。そこで、今年度につきましては総務省改定モデル

で行うということで、これは昭和44年、これ20年間ぐらい。決算統計ベースの普通建設事業、

その積み上げでこの評価を行うということで作業を今やってございまして、この３月末まで

に作成をして公表を行いたいと。公表につきましてはホームページ及び早くて５月１日号の

広報ということになろうかと思いますけれども、粛々と作業を進めるというところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） 一応、５月１日号では発表できるという形があるというふうな話は聞

きましたけれども、全国の市町村では４分の３以上の市町村がこれをしてきておられるとい
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う中で、静岡県のあとの26市町村があって、半分以上のところが出していないという話があ

るという話なんですけれども、総務省のもとでつくっていただいて本当の正確なやつはまた

これからつくると。今回つくったものについては総務省モデルで固定資産のやつは面積で、

その合算したやつでやりましたという形になると思いますけれども、土地の評価あるいは建

物の評価についてはその評価額を使いたいけれども使えないという状況だと思いますけれど

も、せめてモデルで行っていただいて、いつも言いますけれども、町の運営が行政運営でな

くて行政経営と、町の運営は経営なんだという感覚を持ってもらうために、これも貸借対照

表あるいは行政コスト計算書、そういう計算書のことですけれども、もつくって経営として

やっていただきたいなと、やってもらいたいし、やっていただきたいと思います。 

  ですから、これを早く公表して損益計算書あるいは貸借対照表の中身をよくまた勉強して

いただければ、町がどうなっていくのかというのがわかってくると思いますので、ぜひとも

これは早くつくって、それでこの表をみんなで確認してどうしたらいいのかという話をみん

なができるようにしていく中で、町が経営感覚で運営していくことによってもっといい町に

なってくると思いますが、町長、そんなような形で貸借対照表あるいは損益計算書について

はできてくると思うものですから、行政運営ではなくて行政経営という形を踏まえたいとい

うふうに言っていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） この貸借対照表等につきましては、いわゆる総務事務次官通知とい

うのが出されております、指針が。これが、いわゆる今清水議員が言われたようなことの観

点から通知されておるというふうに解釈しておりますので、我々はやはり行政体として経営

感覚を持って今後取り組むということからも、先ほど総務課長の説明で申し上げましたよう

に、早急にこれについては実施の方向で取り組んでいきたいというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 清水君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） そういう形で、やっぱり行政経営という形をやっていただいて、この

町をよくしていただきたいと思います。 

  以上で私の質問を終わりにします。ありがとうございました。 

○議長（漆田 修君） 清水清一君の質問を終わります。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第４号の上程、朗読、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） これより議案審議に入ります。 

  議第４号 監査委員の選任についてを議題とします。 

  朗読を求めます。 

  事務局。 

〔事務局朗読〕 

○議長（漆田 修君） 提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第４号の提案理由を申し上げます。 

  監査委員は、地方公共団体の財務等に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理等を監

査するため、地方公共団体に必ず置かなければならない執行機関であります。地方自治法第

196条で「監査委員の選任に当たっては、人格は高潔であり、普通地方公共団体の財務管理、

事業の経営管理、その他行政運営に関しすぐれた識見を有する者を議会の同意を得て専任す

る」と規定をされています。渡邉幸雄氏には、平成18年３月17日から代表監査委員として今

日に至るまでご熱心に職務に精励していただき、これらの諸要件を兼ね備えた方であると思

料されますので、引き続き監査委員として同意をいただきたく提案する次第であります。 

  なお、履歴につきましては別紙のとおりでありますので、ご審議のほどよろしくお願いを

申し上げます。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  これより討論に入ります。 
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〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第４号 監査委員の選任については、同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第４号議案は同意することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第５号 南伊豆町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を

改正する条例制定についてを議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第６号について提案理由を申し上げます。 

  本案は、南伊豆町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定でございます。

このたび、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令が改正され、介護補償に関

する事項が追加されたことに…… 

〔「議第５号や」と言う人あり〕 

  失礼しました。議第５号の提案理由を申し上げます。 

  本案は、南伊豆町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例制定につ

いてであります。 

  平成21年、人事院勧告を受けて、国は一般職の職員の費用に関する法律等の一部を改正す

る法律を昨年11月30日に公布、同法の中で地方公務員法についても一部改正が行われ、平成

22年４月１日から施行されることとなっております。この改正を受けて南伊豆町職員の勤務

時間、休暇等に関する条例、南伊豆町一般職の職員の給与に関する条例、南伊豆町職員団体

のための職員の行為の制限の特例に関する条例の３条例の一部改正を行うものであります。 

  詳細につきましては、総務課長から説明をさせますので、ご審議のほどよろしくお願いを
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申し上げます。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（鈴木博志君） それでは、議第５号議案の内容説明を申し上げます。 

  本案は、今提案理由の中で町長も申し上げましたとおり、平成21年の人事院勧告を受けて

の条例改正であります。３条例の一部を改正するものでございます。 

  第１条では、南伊豆町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の第７条の休息時間の設置を

規定する条項を削除をいたします。 

  第８条の３として、任命権者は給与条例の規定により月60時間を超える時間外勤務に係る

時間外勤務手当の支給割合を引き上げて、時間外勤務手当を支給すべき職員に対して、規則

で定めるところにより時間外勤務手当の一部の支給にかわる措置の対象となるべき期間とし

て、規則で定める期間内である勤務日等に割り振られた勤務時間の全部または一部を規定す

ることができるということでございます。60時間を超える部分につきましては、代休で対応

できるようにというようなことになります。 

  続きまして、第８条の３第２項でございます。ここにおきましては、時間外勤務、代休時

間を指定された職員は、当該この時間外代休時間には、特に勤務をすることを命ぜられる場

合を除き、正規の勤務時間においても勤務することを要しない規定を新設するものでござい

ます。代休を与えるということで、同時にこれに伴う文言の訂正もさせていただきました。

これ、１５条３項中の給与条例というふうなことでございます。 

  続きまして、第２条におきましては、南伊豆町一般職の職員の給与に関する条例の第13条

に、月に60時間を超える時間外勤務に係る時間外勤務手当の支給割合を、今までは100分の

125だったものを100分の150へ、100分の150だったものを100分の175へそれぞれ引き上げる

ものとするものでございます。通常、時間外の単価の100分の125ですけれども、夜の10時以

降、翌朝の５時までの部分は100分の150だったのを100分の175へと引き上げるということで

ございます。また、時間外勤務代休時間の指定にかえられた時間外勤務手当の支給に係る時

間に対しては、当該引き上げ分に係る時間外勤務手当の支給を要しない旨の条文を加えたも

のでございます。 

  第３条におきましては、南伊豆町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例

の一部を改正するものでございます。給与を受けながら、職員団体のためその業務を行い、
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または活動することができる期間に時間外勤務代休時間を追加するものでございます。 

  なお、この条例の施行につきましては、平成20年４月１日から施行するものでございます。 

  どうぞご審議のほどをよろしくお願い申し上げます。 

○議長（漆田 修君） 内容説明は終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第５号 南伊豆町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例制定に

ついては、原案のとおり賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第５号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ここで、10時40分まで休憩をいたします。 

 

休憩 午前１０時３０分 

 

再開 午前１０時４０分 

 

○議長（漆田 修君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

  総務課長。 

○総務課長（鈴木博志君） ただいまご承認いただきました、議第４号の監査委員の選任につ

いての部分でございまして、申しわけございません、監査委員の渡邉幸雄氏の生年月日がち
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ょっと違ったものですから、訂正をお願いしたいと思います。「昭和12年」の部分を、「昭

和16年12月１日」と訂正をさせていただきたいを思います。皆さん、この議案としては、後

ほど私のほうで差しかえさせていただきたいと思います。ご迷惑をおかけしました。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第６号 南伊豆町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条

例制定についてを議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第６号の提案理由を申し上げます。 

  本案は、南伊豆町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定でございます。 

  このたび、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令が改正され、介護保障に

関する事項が追加されたことに伴い、本条例の一部を改正したいものであります。 

  なお、消防団員等とは、委嘱されている消防団員だけでなく、火災発生による消火もしく

は延焼の防止、または人命の救助、その他の消防作業に協力する地域の方々を含みます。ご

審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 
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○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第６号 南伊豆町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定については、

原案のとおり賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第６号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第７号 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第７号議案の提案理由を申し上げます。 

  地方自治法施行令が改正されたことに伴い、第２条において、議会の議決に付さなければ

ならない契約について、予定価格6,000万円以上の工事または製造の請け負いとなっていた

ものを5,000万円以上の工事または製造の請け負いに、第３条において、財産の取得または

処分は予定価格1,500万円以上の不動産もしくは不動産の買い入れもしくは売り払いとなっ

ていたものを700万円以上の不動産もしく不動産の買い入れもしくは売り払いにそれぞれ改

正するものであります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 
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  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第７号 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の一部を改正

する条例制定については、原案のとおり賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第７号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第８号及び議第９号の一括上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第８号 賀茂地区障害者計画策定・推進協議会規約の一部を変更す

る規約制定について、議第９号 賀茂地区障害者相談支援事業運営協議会規約の一部を変更

する規約制定についてを一括議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第８号 賀茂地区障害者計画等策定推進協議会規約の一部を変更

する規約制定について、議第９号 賀茂地区障害者相談支援事業運営協議会規約の一部を変

更する規約制定についてを一括提案説明を申し上げます。 

  両協議会は、下田市及び賀茂郡ほかの１市５町で構成をされており、役員に会長１人、副

会長及び幹事１人を置き、市町長を充てています。また、協議会での予算は、会長の属する

市町の一般会計に計上されているため、会長の属する市町の監査委員が監査を行っています。 

  しかし、規約では、幹事の属する市町の監査委員が監査を行うため、業務が煩雑化してい

ます。このため、「幹事１人の規定」を削り、「会長、副会長及び幹事」を、「会長及び副

会長」に改め、「協議会に関する決算は、予算を執行した市町において処理するものとす

る。」を追加し、これに伴い、関係規定の改正及び条の繰り上げを行うものであります。 
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  以上、ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第８号 賀茂地区障害者計画等策定・推進協議会規約の一部を変更する規約制定につい

ては、原案のとおり賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第８号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  採決します。 

  議第９号 賀茂地区障害者相談支援事業運営協議会規約の一部を変更する規約制定につい

ては、原案のとおり賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第９号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第１０号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第10号 南伊豆町債権の管理に関する条例制定についてを議題とし

ます。 
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  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第10号の提案理由を申し上げます。 

  本案は、南伊豆町債権の管理に関する条例制定についてであります。 

  昨年の９月定例町議会予算決算常任委員会の際、ある議員の方が災害援護資金貸付金につ

いて質問をされ、発災から40年以上が経過しており、未返済者の中には既に死亡された方も

おり、時効にしてもよいのではないかというご意見がございました。これを受けまして、内

部において調査研究し、このほど本案件を上程する運びとなった次第であります。 

  債権管理に関する条例を制定している自治体は、全国でもそれほど珍しいものではなく、

県内においても浜松市が既に制定をしております。債権放棄の背景には、現実問題として徴

収できない債権を町の財産として計上し続けるのはおかしいとの判断、また放棄すれば、そ

の分に費やしていた事務労力をほかのことにもっと力を注げ、事務の効率化も図れるとの考

えもございます。 

  債権の放棄は、地方自治法で特別の定めがある場合を除いて議会の議決を必要といたしま

すが、この条例制定により消滅時効が完成し、かつ債権者が特定できないため、債務履行の

意思確認ができない場合等に限り、議会の議決を経ずに首長の権限で債権を放棄できるもの

とするものであります。ご審議のほどよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を第１常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第10号議案は第１常任委員会に付託することに決定しました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第１１号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第11号 第５次南伊豆町総合計画基本構想を定めることについてを

議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第11号 第５次南伊豆町総合計画基本構想を定めることについて、

提案理由を申し上げます。 

  本総合計画は、平成22年度を初年度とし、10年後の平成31年度を目標年次としております。

基本構想は、自立した町として歩んでいくための町の将来像を示し、その実現を図るための

施策の方向を定めるものであります。 

  総合計画の策定につきましては、町民30名で構成するワークショップ会議、町政懇談会、

町内各種団体とのヒアリング、町民アンケート調査など幅広く実施し、町民の方々の意見が

集約された計画になったものと思料いたします。 

  また、総合計画策定における委託業務につきましては、町民アンケート調査結果や各種デ

ータの分析、計画書のレイアウト、印刷製本など、必要最小限に抑えることにより経費削減

を図り、ワークショップの運営から基礎調査などでできる限り職員みずからが策定にかかわ

り、いわば手づくりの総合計画が完成したものと思料いたします。 

  詳細につきましては、企画調整課長の説明をさせますので、ご審議のほどよろしくお願い

をいたします。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  企画調整課長。 

○企画調整課長（藤原富雄君） それでは、第５次南伊豆町総合計画の構想（案）の内容説明

をさせていただきます。 

  議案の中の構想案の目次のページをお開きいただきたいと思います。 

  第５次の計画につきましては、第１節の計画基本理念から第６節のまちづくりの基本方向
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（施策の大綱）までの６節からの基本構想となっております。各節の説明につきましては、

一部朗読をしながら説明をさせていただきたいと思います。 

  ページめくっていただきまして、１ページをお願いいたします。 

  第１節の計画の基本理念でございます。 

  基本理念につきましては、本町のまちづくりは町民すべてが参加し、一体となって豊かな

自然の保全に積極的に取り組むとともに、自然からの恩恵を生活、産業に大いに活用し、こ

れら人や自然の魅力を本町のブランドとして全国に発信していくことは重要と考えます。 

  このため、今後のまちづくりの最も基本的な考え方としまして、基本理念を次の３つに定

めました。 

  １つ、「ひとが動き、まちが動く」協働によるまちづくり。 

  これは、町民がまちづくりに積極的に参加して、おのおのが持つ知識や能力を最大限に発

揮し、行政と両輪になり、町を動かしていくことを基本とします。 

  ２つ目としまして、「雄大な自然を守り、恩恵にあずかる」自然と共生のまちづくりでご

ざいます。 

  本町は、多くの水、緑に囲まれ、その自然は多くの恩恵をもたらしてくれます。そうした

自然を保ち続けられるよう保全活動に取り組むとともに、その自然から得られる恩恵で私た

ちも生きていく、共生のまちづくりを基本としております。 

  ３つ目の基本理念でございます。まちの魅力を全国に発信する」地域ブランドの創造のま

ちづくりでございます。 

  これは、自然を生かした観光や産業、それに携わる人たち、こうした魅力を磨き、全国に

情報を発信することで地域ブランドを確立し、多くの来訪者でにぎわうまちづくりを基本と

します。 

  以上が基本理念でございます。 

  ページをめくっていただきまして、町の将来像でございます。町の将来像につきましては、

その文章の中段からちょっと朗読をさせていただきます。 

  今後、質の高いまちづくりを進めていくためには、行政だけでなく、町民との協働による

支え合いが必要であり、町を活性化していくためには、人と人との交流が不可欠となります。

自然や歴史・文化など、豊かな地域資源に恵まれた本町において、この地域資源を生かしな

がら、かけがえのない自然（水と緑）を守るとともに、人と人との交流から生まれるいきい

きと輝く光を未来へと受け継いでいくことが肝要です。 
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  そうすることで、町民や本町を訪れるすべての人々に、やさしさともてなしの心を提供し、

地域力を活用した活気のある循環型社会の構築と、魅力にあふれた町を創造していけると考

えます。 

  そのために、地域資源を生かした個性ある持続可能な質の高いまちづくりを目指しまして、

「次世代（みらい）につなぐ 光と水と緑に輝く南伊豆町」、実態として～ひとにやさしく

 自然にやさしく、未来につなぐまちづくり～という町の将来像を策定いたしました。 

  次の第３節、基本目標でございます。 

  これは、第１節の基本理念のまちづくりに対しまして、５つの基本目標と１つの共通目標

を設定いたしました。 

  基本目標の１として、安心・元気・温かさがあふれるまちづくりであります。 

  これは、身近な地域で適切な医療が受けられる環境を整備します。また、子育てや介護な

ど各ライフステージにおいて周りからの支援が必要になっても住みなれた地域で生活し続け

られるよう、支え合い、助け合う温かい地域づくりを進めるという基本目標でございます。 

  基本目標２であります。優美な自然を生かした観光と交流のまちづくり。 

  本町にある海、山、川の魅力を最大限に引き出すとともに、その環境を活用することで観

光の振興を図ります。また訪れたいと思われるような観光のまちづくりを進めるという目標

でございます。 

  基本目標３でございます。地域・自然の恩恵を生かしたまちづくりであります。 

  海、山、温泉といった地域にある資源に基づいた産業の振興を図るとともに、産業の活性

化や一次産業の後継者育成をすることにより、就業の場の創出を図ります。また、本町の特

産品など南伊豆ブランドの確立を図ります。 

  ページをめくっていただきまして、基本目標の４でございます。地域を担うひとづくりと

町の歴史・文化を継承するまちづくり。 

  これは、町に誇りを持ち、住み続けたいと思えるよう、次代を担う子供に対する教育環境

の充実を図ります。また、生涯学習や文化財保存などを推進いたします。 

  基本目標の５つ目でございます。人、町、自然が共生する快適でぬくもりのあるまちづく

り。 

  これにつきましては、快適な環境維持・創出するために、自然環境の保全に取り組むとと

もに、環境と調和した住宅整備など、生活環境の充実に取り組みます。また、公共交通や道

路整備の充実、さらに防災・防犯体制の充実を図り、快適な居住環境づくりを推進します。 



－34－ 

  最後でございますが、共通目標でございます。自らつくり、守る南伊豆町の未来というこ

とで、まちづくりを進めるには、町民と行政が一体となって取り組む必要があります。政策

決定過程などにおいて町民と対話する機会を設けたり、ボランティアなどの自主的な活動を

支援し、連携したりすることで、協働によるまちづくりを進めます。また、限りある財源を

効果的・効率的に運用する行財政運営に努めます。 

  以上、６つの目標を設定いたしました。 

  次に、第４節の人口の展望であります。 

  平成31年、10年後の将来人口は、8,562人と推計されます。下の図のとおり、年々減少し

続ける見通しでありますけれども、少子化対策や雇用の創出、定住促進等の取り組みを進め、

人口の減少が緩やかになるよう努めます。 

  次のページをめくっていただきまして、第５節の土地利用の方針でございます。 

  本町の自然や歴史、文化が築き上げてきた自然景観やゆとりある空間を大切にし、地域が

その特性を最大限に発揮できる有効な土地利用に努めます。 

  １つとしまして、都市的土地利用。 

  これは、住宅、商業、工業、さらには温泉宿泊施設など都市的土地利用を促進する地域で

あります。周辺の環境や景観に配慮した市街地の形成と道路などの必要な都市的機能の確保

を図ります。 

  ２つ目としまして、自然活用型土地利用であります。 

  これは、集落・農地ゾーンと交流ゾーン、それと自然探勝ゾーン、３つのゾーンに分けて

あります。 

  集落・農地ゾーンにつきましては、現況の集落・農地を基本に、基盤整備による農地の集

約化に努め、農業の持続的な発展と農業の付加価値を高める一方、農村集落の整備を図りま

す。 

  ２つ目として、交流ゾーンでございます。この交流ゾーンは、豊かな自然環境の中で健康

づくりやスポーツ、文化活動などを行う場として、また町民と都市住民との交流の場として

土地の有効利用を図ります。また、町外へ向けた情報の発信源となることも目指します。 

  ３つ目の自然探勝ゾーンにつきましては、保全を図りながら施設整備を推進し、人為的な

要素も取り入れた自然探勝の場として活用に努めます。 

  次、大きく３つ目なんですけれども、自然保全型土地利用。 

  この自然保全型土地利用につきましては、海岸保全ゾーンと森林保全ゾーンに区分をして
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おります。 

  海岸保全ゾーンにつきましては、自然公園法及び文化財保護法の指定を受けている地域を

中心に、海岸沿いの開発をできる限り抑制し、海岸の保全を図ります。 

  森林保全ゾーンにつきましては、豊かな自然環境を守り次代に引き継ぐため、法規制区域

となっている地域を中心に森林の保全を図ります。 

  この各ゾーンの位置としましては、その下に地図を示しております。ちょっと印刷で見に

くいと思いますが、製本された段階では鮮明な地図になると思います。 

  次、ページをめくっていただきまして第６節であります。この第６節のまちづくりの基本

方向（施策の大綱）でありますが、これは先ほど説明させていただきました第３節の６つの

目標を達成するための具体的な施策を示しております。 

  基本目標１の安心・元気・温かさがあふれるまちづくりとしまして、２つの施策を設定し

ました。 

  １つとして、町民の健康をサポートする保健・医療の充実。 

  これにつきましては、地域に根差した各種（検）診事業や健康づくりなどの保健事業の充

実、各種医療費助成制度や地域医療体制の充実を図る施策でございます。 

  ２つ目としまして、みんなで見守り、支える福祉の充実であります。 

  これは、だれもが安心して暮らせるよう町民が主体となった見守り、支え合いが行われる

地域づくりを促進します。安心して子育てができるよう保育サービス、また介護予防や介護

サービスの充実、障害者の自立と社会参加を実現するため、福祉サービスの充実に努めると

ともに、就業の場の確保や交流事業を推進します。 

  基本目標の２であります。優美な自然を生かした観光と交流のまちづくり。この目標につ

きましても、２つの施策を掲げております。 

  １つとして、町が持つ観光資源の魅力の向上でございます。 

  豊かな自然、産物、歴史や文化など多様な観光資源を活用した観光振興を図るため、満足

度の高い観光を提供することができるよう魅力を向上させて、観光ルートの開発や情報発信

に努めます。また、近隣市町との連携を図り、広域的な観光ルートについても検討します。 

  ２つ目としまして、あいさつで広める交流観光の振興であります。 

  体験型・滞在型観光の取り組み、来訪者に対してにこやかにあいさつするなど、おもてな

しの心で受け入れるよう、意識啓発を推進するとともに、観光ボランティアの育成に努めま

す。 
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  基本目標の３であります。地域・自然の恩恵を生かしたまちづくり。これにつきましては、

３つの施策を設定しました。 

  １つとして、環境と調和した農林漁業の振興であります。 

  生産基盤整備や経営支援、他産業や町内研究機関・教育機関などとの連携強化に努めます。

また、遊休農地の解消や新規就農者への支援、農林漁業後継者の確保などに努めます。 

  ２つ目としまして、賑わいをつくり出す商工業の振興でございます。 

  地域の活気を生み出す商業を展開するため、関係機関などと連携し、地域の消費者の要望

に対応した商業展開を支援します。工業につきましては、経営支援を行うとともに、情報通

信基盤の整備にあわせてソフト産業の企業誘致に努めます。 

  ３つ目としまして、南伊豆ブランドの創造でございます。 

  農林水産物などの高付加価値化やブランド化を促進するとともに、新たな名産品の開発を

支援します。 

  基本目標の４でございます。地域を担うひとづくりと町の歴史・文化を継承するまちづく

り。この基本目標につきましても、３つの施策を設けてあります。 

  １つとして、次代を担う子どもを育む教育の充実でございます。 

  本町で育つ子供たちが、ここで育ってよかったと思えるよう、地域に密着した特色ある教

育を推進するとともに、家庭、地域、学校が一体となった教育体制を構築します。 

  ２つ目としまして、生きがいをもって暮らせる生涯学習の充実でございます。 

  心身ともに健康で生きがいのある充実した生活を送れるよう、多様な学習機会の提供に努

めるとともに、スポーツ活動の振興を図ります。また、町民の主体的な生涯学習活動を支援

します。 

  ３つ目の施策としまして、地域固有文化の継承・創造でございます。 

  これまで引き継いできた地域の伝統や文化が今後も引き継がれていくよう活動を支援する

とともに、史跡や文化財などの保存・活用に努めます。 

  ５つ目の基本目標でございます。これは、人、町、自然が共生する快適でぬくもりのある

まちづくりでございます。この基本目標につきましては、４つの施策を設定いたしました。 

  １つとして、自然環境の保全であります。 

  豊かな自然を次代に引き継いでいくため、海岸、森林、河川などの自然環境の保全を町民

と推進していくとともに、クリーンエネルギーの導入を促進。また、地球に優しい暮らし方

の啓発活動や環境美化活動を推進します。 
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  ２つ目の施策としまして、快適な生活環境の充実でございます。 

  周囲の環境に配慮した空間づくりを目指します。また、安全な水を供給する上水道、水質

保全を図るために下水道など、地域に応じた維持・管理に取り組みます。さらに、情報通信

基盤や住宅環境などの生活基盤の整備に努めます。 

  ３つ目としまして、町民の生活を支える都市基盤の整備でございます。 

  町民の生活の利便性の向上、産業の振興を図るため、伊豆縦貫自動車道など各種道路の整

備を促進します。また、通学・通勤、観光振興、高齢者などの移動を支援するため、公共交

通機関の利便性の向上に努めます。 

  ４つ目の施策としまして、安全・安心に暮らせるまちづくりでございます。 

  自然災害発生に備えての消防・救急体制の整備や治山・治水事業、防犯・交通安全対策な

ど、町民、関係団体、行政が一体となって地域を守る体制づくりを推進するとともに、町民

一人一人の防災・防犯・交通安全の意識の高揚を促します。 

  最後に、共通目標でございます。この共通目標は、自らがつくり、守る南伊豆町の未来で

ございます。この共通目標にも２つの施策を設定しております。 

  １つとして、積極的な町民参加と行政の協働による伸びゆくまちづくりでございます。 

  これは、町民視点のまちづくり、町民が主役のまちづくりの展開を図るため、まちづくり

団体の育成や支援を行うとともに、まちづくりに関する情報の公開や広聴する機会を定期的

に開くなど、広く町民がまちづくりに参加できる環境づくりを進めます。 

  ２つ目の施策としまして、効率的な行財政運営の推進でございます。 

  行政サービスの質を高めるため、職員研修や先進事例の調査・研究に努めるとともに、事

業の優先順位を考慮した効果的・効率的な財政運営に取り組み、今後とも、本町が持続して

行財政運営を行っていける体制づくりを推進します。 

  以上で、基本構想の内容説明を終わらせていただきます。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 
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  よって、質疑を終結します。 

  本案を、第１常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第11号議案は第一常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第１２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第12号 南伊豆町道路線の変更についてを議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第12号 南伊豆町道路線の変更について提案理由を申し上げます。 

  妻良漁港海岸保全施設整備事業を静岡県が施工するに当たり、国道136号線の地下を横断

する２本のボックスカルバートの管理者が不明確な状況となっていることが判明いたしまし

たので、下田土木事務所と協議の結果、この施設の利用形態から町道として町が管理するこ

ととなりました。これにより路線の変更をする必要が生じましたので、道路法第10条第３項

の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

  内容につきましては、建設課長より説明をさせますので、ご審議のほどよろしくお願いを

申し上げます。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  建設課長。 

○建設課長（小坂孝味君） それでは、議第12号の内容説明をさせていただきます。 

  町道路線変更についてですが、次のページをごらんください。 

  今回の提案は黒塗りの部分の２カ所で、静岡県との協議により町道の延長が増となる区間

でございます。この国道136号線の地下を横断するボックスカルバートは、区民の皆さんが

集落から海岸へ行くのに日常利用しているところだと思います。 

  まず、町道妻良区内３号線についてですが、基点をボックスカルバートの集落側から海岸
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側に変更し、路線延長を11メートル増としたいものです。 

  次に、町道妻良区内４号線につきましても同様に、基点をボックスカルバートの集落側か

ら海岸側に変更し、路線延長を10.6メートル増としたいものです。 

  また、海岸保全施設整備事業により、海岸側の改良される２港につきましては、現在と同

様改良後も漁港管理者である静岡県の管理となります。今回の町道２路線の変更につきまし

ては、管理区分を明確にするものであり、県との協議も整っていますので、特に問題はない

ものと思われます。 

  以上で、内容説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  渡邉君。 

○１０番（渡邉嘉郎君） 今の、先ほどの説明、私、よくわかるんですけれども、これは県の

ほうでどうしても管理できないということなんでしょうか。後々、やはり、工事のときに町

負担が出てくるという可能性というのは十分あるわけです。ですから、私はそのボックスカ

ルバートもわかるんですけれども、何とか県に食らいついてでも、これが原因、道路の下に

こういうものがあるということだけで、では県のほうで管理できるんではないのかなという

気もするもんですから、この辺を、どんな話をされたのかちょっと聞けたらいいんですけれ

ども。 

○議長（漆田 修君） 建設課長。 

○建設課長（小坂孝味君） これは、子浦のほうの海岸保全施設整備が終わりまして、妻良地

区のほうへと現在入ってきたわけですけれども、その中で、漁港の中のその２港につきまし

て施工に当たって、その道路の下に、国道の下を通っているボックスカルバートの管理関係

の話が出てきました。その中で、新しくつくるものについては、当然妻良漁港の中でも子浦

と同じように管理につきましては県がやるんですが、実際そこを通行をしている方々のほと

んどが、妻良の区民が主にその道を使って海岸のほうへと行き来をしているもんですから、

こちらのほうについては、町道として町のほうでお願いしたいという話がありまして、利用

者は不特定多数の方々というよりも、区民の方がほとんど使っているのが実際主なものです

から、今回、このような形になったわけです。 

○議長（漆田 修君） 渡邉君。 

○１０番（渡邉嘉郎君） 妻良の区のほうではどういう理解をされているのかということにつ
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いて、もう一点。 

  そしてもう一点は、このカルバートをつくって浜に出るとかは、ぼくも現場はよくわかる

んですけれども、これが例えば町道とするなら、これを区民と話をして、なるべくこれが１

個で済まないものなのか。どうしてもこれは２つないといけないものか、ここが、そういう

お話は区のほうでされて、区のほうも了承されておるわけですか。その辺をもうちょっとお

聞きしたいなと思います。 

○議長（漆田 修君） 建設課長。 

○建設課長（小坂孝味君） まず、路線の数の関係ですけれども、実際、町道がそこまで現在、

新たにつくるというものであれば、２つのものを１つということも全然考えられないわけで

はないと思いますが、実際、今２つあって、２つ使っております。そして、２港のほうも２

つつくる予定で県が整備計画の中でやっているものですから、それを１つにするというのは、

なかなか大変なことではないのかなというのがあります。 

○議長（漆田 修君） 渡邉君。 

○１０番（渡邉嘉郎君） 言っていることとかは確かにわかるんですけれども、それは妻良の

区のほうの方々にも、みんな了解をとってあるわけですね。 

○議長（漆田 修君） 建設課長。 

○建設課長（小坂孝味君） 整備計画というものの中で、漁港の計画、あるいは海岸保全の計

画の中で、土木事務所のほう、あるいは町の管理のほうと現場のほうへと行って事業計画等

の説明の中で了解はしていただきました。 

○議長（漆田 修君） 渡邉君。 

○１０番（渡邉嘉郎君） わかりました。 

  それでは、妻良のほうの区の人たちはもう了解済みだということですね。わかりました。

それでは、できればこれを、今度何かのときに途中からも出てくる可能性が大なのかを、そ

のときになるべく町で負担をしないようなことを、私は県のほうにも話し合いの中に認識し

ておければというふうな形でなるべく町に負担がないような方法を私はとっていただきたい

と要望しておきますので、よろしくお願いします。 

○議長（漆田 修君） 稲葉君。 

○４番（稲葉勝男君） 今、渡邉議員が言われたことについてですけれども、このカルバート

に大体これをどういうふうに、国道をつくったとき、恐らく入れたんだと思うんですけれど

も、現在どのぐらいたっているのかというか。そして、これが一番心配されるのは、渡邉議



－41－ 

員も私もなんだけれども、これが例えば老朽化した場合、国道に与える影響が大きいわけで

すよ。そして、それに対する町道のものが壊れたからということで、これに付随して国道関

係の道路まで、仮に、変な話ですが、陥没したりして、何ですか、道路のほうまで影響が及

ぶ、これは当然だと思うんですけれども、これ国道の分までもこちらで、町道のものが壊れ

たからということで補修だとか、そういうような後々町に負担がかかるようなことがあるこ

とを一番懸念するものですから、現在の状況で、これ建設課長の専門的な目で見て経過年数

と、それから今後そういうことは恐らく50年、100年はないでしょうというようなことがあ

るのか、その辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（漆田 修君） 建設課長。 

○建設課長（小坂孝味君） ボックスカルバートを埋設して、国道136号線が一度でできたと

かというのは、今は、すごく申しわけありませんが、今のは県としてですが、把握していな

いものですから、これ、今話をしたので、いつごろできたとか、それはちゃんと解るように   

しているようにしておきたいと思います。 

  あと、例えば耐震とかそういうものについても、また漏水にしても、その中に詰まった、

当然負担ですけれども、地元負担なり、こちらのほうですべて100％もつというようなこと

は、当然大変なことですから、このあたりにつきましても、それはコメントをしたいと思い

ます。 

○議長（漆田 修君） 稲葉君。 

○４番（稲葉勝男君） 今、課長が言われているように、もう相当年数もたっていると思うか

ら、この辺は十分土木事務所のほうなりと相談し事実を判断して、十分、町に負担がかから

ないような形を検討していただきたいというように思います。よろしく。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） ほかに質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 
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〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第12号 南伊豆町道路線の変更については、原案のとおり賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員多数。 

  よって、議第12号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第１３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第13号 平成21年度南伊豆町一般会計補正予算（第10号）を議題と

します。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第13号 平成21年度南伊豆町一般会計補正予算（第10号）の提案

理由を申し上げます。 

  補正予算額３億2,279万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ50億2,290万

円とするものであります。 

  今回の補正予算につきましては、年度末を控えまして、人件費や物件費等、各種事業費の

おおむねの確定に伴いましての更生の増減がほとんどであります。 

  歳出の主なものは、人件費の構成により2,045万4,000円の減額と、総務費では、岩崎産業

のジャングルパーク裁判の判決で一部町の主張が認められず、受け入れがたい内容でありま

したので、控訴したため、その着手金として訴訟代理人業務委託料50万円を国の第２次補正

予算のうち、町内のクリーンエネルギー資源の保存料及び利用可能量調査を行う緑の分権改

革推進事業研究調査委託料5,000万円と、また将来の財政事情に備えるため財政調整基金積

立金３億3,000万円を計上をいたしました。 

  民生費では、平成22年６月から始まる子ども手当支給に係るシステム改修委託料357万円、

衛生費では、共立湊病院組合負担金3,388万円をそれぞれ増額補正をいたしました。 
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  歳入の主なものは、町税及び譲与税初め、交付金や国県支出金等の額の確定による更生で

あります。その主なものは、国の第１次補正予算に係る地域活性化・公共施設臨時交付金

1,625万7,000円と２次補正予算と緑の分権改革推進事業研究調査委託金5,000万円と地域活

性化・経済危機対策臨時交付金の追加交付金1,480万4,000円を計上いたしました。その他調

査費借入額確定により4,670万円を減額しました。 

  歳入歳出予算の一般財源調整として地方交付金３億7,625万9,000円を増額し、繰越金

3,437万9,000円を減額をいたしました。また、翌年度に繰り越す繰越明許費と地方債補正も

計上をさせていただきました。 

  内容につきましては、総務課長から説明をさせますので、ご審議のほどよろしくお願いを

いたします。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（鈴木博志君） それでは、議第13号の内容説明をさせていただきます。 

  41ページをお開きください。 

  歳出から申し上げます。 

  １款１項１目の議会費でございます。議会事務で、43万8,000円の減としまして、5,675万

1,000円とするものでございます。職員手当、人件費ですけれども、議員期末手当43万8,000

円の減でございます。これ以降の人件費でございますけれども、特別職、議員一般職の報酬、

給料、期末手当を含む職員手当、調査費合わせて全部で、町長申し上げましたけれども、

2,045万4,000円の減額でございました。 

  詳細は、一番最後の82ページ、83ページにございますので、後ほどまたごらんをいただき

たいと思います。そのほとんどが更生の減でございます。これ以降の人件費の説明は省略さ

せていただきたいと思います。 

  次のページ、42ページをお開きください。 

  １款総務費、１項総務管理費、一般総務管理事務です。1,089万7,000円の減額で、２億

8,856万9,000円とするものでございます。13節委託料で訴訟代理人業務委託料50万円。ＧＰ

裁判に係る裁判の控訴着手金50万円でございます。19節の負担金補助及び交付金、広報補助

金40万円の減でございます。今年度は５団体160万円の計上であります。 

  そのほか、次のページです。43ページでございます。 
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  企画調整部分は280万4,000円の減で、800万9,000円でございます。13節の委託料で、南伊

豆町総合計画策定委託料253万7,000円の減。両方変更契約を行いまして額が確定したという

形で減額させていただきました。 

  次のページ、44ページをお開きください。 

  13節の委託料でございます。203の緑の分権改革推進事業研究調査委託料5,000万円、調査

費一式でございます。そのほか、その下の74、財政調整基金３億3,000万円の補正で、４億

６万3,000円とするものでございます。財政調整基金積み立てに３億3,000万円をしたいもの

でございまして、本年度既に7,000万円の予算が計上してございまして、これを合わせて４

億６万円ということになります。基金残高21年度末は、財調の基金残高です、８億142万

5,000円となる見込みでございます。 

  次の79のふるさと応援基金です。110万円補正しまして、120万円とするものでございます。

積立金でふるさと応援基金積立金110万円、旧入分で107万円の補正になります。 

  ふるさと納税は使ってございません。21年末残高として、201万円の見込みでございます。 

  46ページをお開きください。 

  ３項の戸籍住民基本台帳費でございます。戸籍住民基本台帳事務で189万円減額し、5,694

万5,000円とするものでございます。委託料で戸籍電算化事業データ作成委託料180万円の減

という形で、除籍、改正原戸籍セットアップの業務委託料部分を減額でございます。一部従

前のデータが適用できるということで減額となりました。 

  次のページ、47ページです。 

  ４項の選挙費でございます。３目の各種選挙費が265万6,000円減額の2,096万6,000円とな

ってございます。21年度の選挙は、県知事選、衆議院選、町長選、参議院補選、この４つの

選挙がありました。これすべて合併したために更生するものでございます。 

  ずっと飛んで54ページでございます。 

  54ページは３款民生費、２項の児童福祉費です。一番下の208の子ども手当事務です。357

万円補正し、増額となります。委託料で子ども手当システム改修委託357万円ということで、

22年度から始まる子ども手当のシステム改修委託を計上させていただきました。 

  次のページです。 

  ４項の介護保険費です。介護保険特別会計の繰出金を598万5,000円減額し、１億2,169万

2,000円とするものでございます。 

  次のページです。 
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  ４款衛生費、１項保健衛生費でございます。真ん中辺の225感染症予防事務です。948万

7,000円減額の732万9,000円とするものでございます。 

  20節の扶助費です。新型インフルエンザワクチン接種助成費594万円の減ということで、

新型インフルエンザ、ことし結構大騒ぎしまして予算をとりました。2,100人分見込んだと

ころですけれども、見込みとして400人分ということで見込みました。これにて更生の減を

させていただきました。 

  次のページです。 

  一番最後の252です。医療施設整備推進事務です。3,388万円補正し、7,559万5,000円とす

るものでございます。共立湊病院組合の負担金3,388万円でございます。交付税の算出方法

が変わりました。特交から普通交付税に行ったものがかなりですけれども、第二次救急分等

は、従前は各市町のほうの交付税のほうに入っていたわけですけれども、管理団体南伊豆町

の分、その大半が交付をされるということでございます。その部分でかなりふえてございま

す。合計額は7,559万5,000円ということで、町分はそれほど、全体の交付税、この共立組合

の交付税を見ますと、負担金は全部で１億4,868万円ということです。そのうち南伊豆町は、

7,559万5,000円となります。 

  71ページに進みます。ずっと飛んでください。 

  ８款１項の消防費です。430の下田地区の消防組合の負担金132万5,000円を補正し、１億

7,609万2,000円とするものでございます。19節の負担金補助及び交付金でございます。地域

活性化・経済危機臨時交付金につきまして、通信指令施設整備を行ったという部分の負担

132万5,000円でございます。 

  続きまして、11ページにお戻りください。 

  歳入でございます。 

  １款町税、１項町民税です。１目が個人です。個人の事務を453万3,000円減額し、３億

862万3,000円です。２目の法人町民税は50万円減額し、2,940万円とするものでございます。 

  次のページです。 

  ４項の町たばこ税です。これは357万5,000円減額し、5,742万5,000円とするものでござい

ます。 

  そのほか、６項の入湯税、これは669万1,000円減額して、2,049万3,000円とするものでご

ざいます。 

  次のページです。 
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  ２款地方譲与税、１項地方揮発油譲与税、１目も地方揮発油譲与税でございます。300万

円減額し、834万円とするものでございます。その他、これ以降譲与税、交付金関係、確定

あるいはその見込みということで更生をさせていただきました。 

  23ページに飛んでください。 

  23ページは、11款１項１目地方交付税です。３億7,625万9,000円補正し、21億8,625万

9,000円とするものでございます。普通交付税は３目2,728万8,000円、特別交付税を4,897万

1,000円とするものでございます。特別交付税が12月交付はされましたけれども、今度３月

交付というふうに、これから迫ってきますけれども、一応特別交付税を２億897万1,000円を

見込んでございます。 

  28ページです、お開きください。 

  15款国庫支出金、２項の国庫補助金です。８目の総務費国庫補助金です。3,023万3,000円

補正し、３億241万9,000円とするものでございます。４節の地域活性化・経済危機臨時交付

金、これは80万8,000円の減額でございます。５節の地域活性化・公共投資臨時交付金で、

これが1,625万7,000円でございます。これは国の一時補正でございましたけれども、これに

つきましては、対象事業を南中小の屋体の耐震補強工事、これの補助残部分に充当しようと

するもので、1,625万7,000円でございます。 

  次の６節の地域活性化・きめ細かな臨時交付金でございます。これが1,480万4,000円でご

ざいます。これは、国の２次補正分で8,400万円ほどございましたけれども、これにつきま

してつい先ごろ２次追加交付がございました。これが1,480万円で、合計ですと9,900万円ほ

どのこの交付金になります。 

  32ページをお開きいただきたいと思います。 

  16款県支出金、３項委託金です。１目の総務費委託金です。６節の緑の分権改革推進事業

研究調査委託金でございます。5,000万円でございます。これも県からのトンネルの交付金

です。 

  次に38ページです。 

  繰越金でございます。3,437万9,000円減額し、３億6,832万7,000円とするものです。財源

調整するためのものでございます。 

  21款諸収入、４項雑入、４目雑入です。368万2,000円減額し、1,777万9,000円とするもの

でございます。これもすべて更正でございます。 

  40ページです。 
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  20款１項町債です。商工債、教育債、災害復旧債それぞれを額確定のために更正をするも

のでございまして、トータルで4,670万円減額し、２億4,380万円とするものでございます。 

  ６ページにお戻りください。 

  ６ページに、第２表で繰越明許費として計上させていただきました。８事業ございます。

この補正予算書の次に繰越明許費の説明資料というものがあろうかと思いますけれども……

失礼しました、ではここで、６ページです、すみません、説明をさせてください。 

  まず、２款の総務費でございます。庁舎建設事業、これ5,000万円です。それと次の地域

づくり推進事業5,000万円、これにつきましては緑の分権改革推進事業委託と、それでこれ

につきましても繰り越しと。 

  次に、子ども手当分の357万円です。これにつきましても今説明させていただきましたシ

ステム改修につきまして繰り越しと。 

  続きまして、５款の部分としては、農山村総合施設管理運営事務1,100万円。これにつき

ましては先般の９号補正で行いました差田グラウンドの防球ネット等の工事です。これも３

月２日発注しましたけれども、年度内に完成できないということで1,100万円繰り越し。 

  次の６款商工費でございます。銀の湯会館運営事業1,906万8,000円の事業でございます。

これにつきましてもきめ細かな臨時交付金のため、年度内に完成できないとして繰り越しで

す。 

  ７款の土木費の河川維持事業で2,350万円の補正でございます。同じくきめ細かな臨時交

付金対象事業という形でございます。 

  ８款の消防費、防災施設管理事務です。797万5,000円でございます。これはＪアラートの

新システムの事業を発注いたしましたけれども、システムの部分がまだでき上がってこない

ということで、消防庁からの指示がございまして、これにつきましても繰り越しをさせてい

ただくということでございます。 

  そのほか10款の災害復旧費です。2,335万円でございます。これにつきましては、昨年の

台風18号の伊浜漁港の災害復旧工事でございまして、これにつきましても、海が荒れる日が

非常に多くて工事に不測の日数を要したということで、年度内完成が見込めないということ

で繰り越しをさせていただくということで、合計で８事業でございます。１億8,846万3,000

円繰り越しをさせていただきたいということでございます。第３表につきましては、地方債

補正でございます。 

  地方債補正につきましては、先ほど歳入のほうで説明させていただきましたから、省略を
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させていただきます。 

  続きまして、10ページをお開きください。 

  歳出合計でございます。 

  補正前の額47億11万円、補正額３億2,279万円、合計で50億2,290万円。補正額の財源内訳、

特定財源で国県支出金が3,832万4,000円、地方債が4,670万円の減、その他が376万1,000円

の減、一般財源で３億3,492万7,000円の増ということでございます。 

  以上で内容説明を終わらせていただきます。どうぞご審議のほどよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  清水君。 

○６番（清水清一君） ちょっとお伺いいたします。 

  48ページの緑の分権事業推進事業研究調査委託ということですが、    が5,000万円

ですけれども、この内容についての説明をお願いします。 

○議長（漆田 修君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（藤原富雄君） 緑の分権改革推進事業研究調査委託料でございますけれども、

これにつきましては国のほうの総務省の関係でございますけれども、緑の分権改革推進事業

という形で補正予算をされたものでございます。それにつきまして静岡県、県単位でこの事

業を行うわけなんですけれども、県のほうからの委託という形で南町内を上げさせていただ

いて、この勢いでございます。 

  その5,000万円の内訳でございますけれども、地熱エネルギーと山林資源の負荷量の調査

でございます。地熱エネルギーというのは地下の温泉等のことでございます。それと山林資

源というのが広葉樹、広葉林等の樹木を使っての発電ということでございますが、この

5,000万円につきましては、先ほど総務課長から話しありましたように繰り越しをさせてい

ただいて22年度に調査を行います。山林につきましては、0.25ヘクタールという面積、数カ

所の広葉樹林の坪刈りですか、0.25ヘクタールの中の広葉樹を使ってどれだけまきができる

のか、そのまきを燃やしてどれだけ発電ができるかという保存量の調査と火力の調査でござ

います。その調査箇所につきましては、今予定をしていますのが東大樹芸研究所内と吉祥に

あります町有林等でございます。それと温泉につきましては、この南町内の温泉の調査とい

う形で、地上調査、ボーリング等はせずに地上からの調査を行うという形で5,000万円の調
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査費でございます。 

  その調査費の内訳なんですけれども、地熱エネルギー、山林資源、保存量利用可能調査に

係る人件費等で3,800万円、それと地熱エネルギーと山林資源による火力発電の導入可能性

調査等の費用として1,100万円、それで4,900万円。あとの100万円につきましては調査報告

書等々の諸経費という内容でございます。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） ほかに質疑はありませんか。 

  梅本君。 

○７番（梅本和熙君） 総務課長にお聞きします。 

  総務課長、ことしで定年退職するということで、最後に約８億の基金をつくってくださっ

て本当にご苦労さまでした。 

  その中の、総務課長、歳入のほうなんですけれども、当初予算での見込みが47億、そして

大体補正を入れて50億ぐらいになるだろうという見込みでありますけれども、大体このふえ

た分というのは特別交付税がふえていると、そういう形の中での３億円程度の見込みより増

収があったという、この中で町税は当然減ってきています。将来的に総務課長の見通しとい

うか、来年度も大体50億ぐらいは見込めるとか将来的にそれは無理だとかという、そういう

総務課長の今までの経験の中での見通しをぜひ聞かせてください。 

○議長（漆田 修君） 総務課長。 

○総務課長（鈴木博志君） ことし補正予算が非常に多かったという議員もおっしゃる特交と

いう、特交まだ確定してないものですから、ことしにつきましては、やっぱり自民党時代も

そうだったんですけれども、政権交代によって景気対策的なもの、臨時交付金等が非常に多

かったですね。これが20年、21年連続して出たというので、ふだん町でも町単でなかなかで

きない部分の事業とかそういったものに回していただきまして、その部分については非常に

助かったかなというふうに思います。緊急雇用的なものも含めて、そういったものがあって、

これだけの年度予算になったのかなというふうに思います。 

  来年度、22年度ですけれども、国の交付金的なものという部分が、新たな部分としての経

済対策的なものがあるかどうかという部分はちょっとまだわかりませんけれども、まだ国内

経済疲弊している中で、また経済対策的なものが出るんであれば、その分が上乗せになると

いう部分あるでしょうし、来年度予算につきましては町長の施政方針、予算編成のときにも

述べましたけれども、大型事業として庁舎建設の部分と養・保園の土地取得費とかその辺の
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部分が出てこようと思います。あるいは設計費とか、そういったものが出てくるのではない

かと思いまして、少なくても７億、８億の部分はふえてくるのではないかなというふうには

思います。 

  今後、歳入予算でも庁内的に押し込んでいる中で、地方交付税も町税としても下回ったと

いう部分があります。当然、観光立町ですから観光の入れ込みとか、その辺が影響が非常に

大きいわけですけれども、かなり厳しい財政運営は認められるのではないかというふうな感

じはいたします。 

○議長（漆田 修君） ほかに質疑はございませんか。 

  稲葉君。 

○４番（稲葉勝男君） さっきの緑の分権改革推進事業の中で、地熱エネルギーのいろいろと

調査ということなんですけれども、これは先ほどの説明ですと地上からの調査でしたけれど

も、ボーリング等は行わないということでしたが、ボーリングは行いませんか、どうですか。 

○議長（漆田 修君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（藤原富雄君） この5,000万円事業費に関しては、ボーリングは一切ござい

ません。 

○議長（漆田 修君） 稲葉君。 

○４番（稲葉勝男君） この辺の、これからこの調査をやるというと、当然温泉熱の利用とい

うことになるけれども、この内容によるけれども、内容によっては温泉組合だとかそういっ

た、何と言うんですか、協議、そういうものが当然必要になってくるとは思うんですけれど

も、その辺は今、まだ温泉組合だとか、源泉を持っている方とか何だとか、そういう話とい

うか、それは一切まだしていない状況ですか、どうですか。 

○議長（漆田 修君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（藤原富雄君） この温泉に関しましては、実際にボーリングをしてという形

を今回とりませんので、詳しい内容についての説明は関係者にはしておりません。ただ、今

後実際にこの事業を実施する、今度というか調査をして可能性があるという形で実施してい

くということになれば、地権者、または関係者等々のすべての同意等を得て事業実施となろ

うかと思います。 

○議長（漆田 修君） 谷君。 

○２番（谷  正君） 地熱エネルギーのことなんですけれどもちょっとお尋ねしたいと思う

んですが、前、私が職員当時だったと思うんですが、議会のほうで大分だか宮崎のほうに地
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熱エネルギーの可能性を求めて、たしかここにいる議員さん、管理者が視察に行ってその可

能性を探ったときがあるんですけれども、町長も行ったと思うんですが、そのときの資料と

いうのはあるのかないのかわからないですが、その当時の資料という部分のものは全然関係

なく、ゼロベースで今回調査をするということですか。 

○議長（漆田 修君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（藤原富雄君） そのとおりでございます。 

○議長（漆田 修君） 谷君。 

○２番（谷  正君） 結構です。 

○議長（漆田 修君） 稲葉君。 

○４番（稲葉勝男君） 今、谷君が言った話の中で、大分か宮崎か全国でも数カ所地熱を利用

した発電やっているところはあります。それで、やっぱり地域全部余っているとは限らず、

ボーリング等によって源泉というか水口というか温泉の道が変わったとか、そういう問題が

出てくるところもあるということを前にちょっとお聞きしましたので、ですから今回は温泉

の所有者、それから温泉組合等とのそういう協議はしていないということなんですけれども、

そこらは、そういうふうな利用恐らくこの地熱を利用してやるということだからボーリング

したりとかということが将来出てくると思いますけれども、そこらはぜひ十分気をつけてや

っていかないと、また、南伊豆は温泉で売っているあれだとか、その温泉もだめだとか。    

最悪の場合、そういう可能性もなきにしもあらずなものですから、十分その辺はばっちりこ

れらについてやっていただきたというふうに思います。 

○議長（漆田 修君） ほかに質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第13号 平成21年度南伊豆町一般会計補正予算（第10号）は、原案のとおり賛成の諸君
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の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第13号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ここで昼食のため１時まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時５６分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（漆田 修君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第１４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第14号 平成21年度南伊豆町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）を議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第14号 平成21年度南伊豆町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）の提案理由を申し上げます。 

  本案は、国庫支出金等の実績見込みによる歳入の調整が主な内容となっております。 

  歳入では、国庫支出金を2,299万4,000円、県支出金を468万6,000円、繰入金を236万9,000

円減額し、共同事業交付金を1,645万6,000円増額するものであります。また、歳出では、共

同事業拠出金を1,178万8,000円、保険事業費を185万4,000円減額し、諸支出金を４万9,000

円増額するもので、歳入歳出予算の総額からそれぞれ1,359万3,000円を減額し、歳入歳出予

算の総額を15億477万8,000円とするものであります。 

  詳細につきましては、健康福祉課長から説明をさせますので、ご審議のほどよろしくお願

いをいたします。 
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○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（松本恒明君） それでは、内容説明をさせていただきます。 

  13ページをお開きください。 

  それでは、説明させていただきます。 

  ただいま町長が申し上げたとおり、確定などに伴う歳入歳出の調整が主なものとなってお

ります。 

  １款１項１目一般管理費、補正額０、これは確定等に伴う財形の内訳の変更でございます。 

  以下、17ページまで同様でございます。17ページの６款１項１目介護納付金まで同様な内

容となっておりますので、これは省略させていただきます。 

  18ページをお開きください。 

  ７款１項１目高額医療費共同事業医療費拠出金220万3,000円の減で、2,433万円となりま

す。これも拠出金の確定によるものでございます。 

  その下、４目でございます。保険財政共同安定化事業拠出金958万5,000円の減、１億

5,388万3,000円、これも認可報告拠出金の確定によるものでございます。 

  ８款１項１目特定健康審査等事業費185万4,000円の減、623万7,000円でございます。これ

は決算見込みによるものであります。 

  50ページでございます。 

  18款１項１目一般被保険者保険税還付金４万9,000円の増でございます。これも決算の見

込みということでございます。 

  ７ページへ戻ります。 

  歳入でございます。 

  ３款１項１目療養給付費等負担金1,288万6,000円の減で、２億6,355万6,000円でございま

す。療養給付償還金が1,014万1,000円の減、介護保険納付金負担金が125万4,000円の増でご

ざいます。これも交付申請によるものでございます。 

  ２目高額医療費共同事業負担金54万9,000円の減で、608万4,000円、これも負担金確定に

よるものでございます。 

  ３目特定健康診査等負担金９万4,000円の減で、25万7,000円、これも交付申請の額による

調整でございます。 
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  次のページ、８ページでございます。 

  ３款２項１目財政調整交付金951万5,000円の減で、9,618万3,000円でございます。交付見

込み額による調整でございます。 

  続いて９ページでございます。 

  ６款１項１目高額医療費共同事業負担金54万9,000円の減で、608万4,000円でございます。

負担金の確定によるものでございます。 

  ２目特定健康診査等負担金９万4,000円の減で、95万7,000円、検診が終了いたしましたも

のですから、交付申請額に掛けてあります。 

  10ページでございます。 

  ６款２項１目財政調整交付金でございます。404万3,000円の減、5,347万1,000円でござい

ます。１節の普通調製交付金が155万3,000円の減、２の特別調整交付金が150万円の減、交

付見込額による調整でございます。 

  その下11ページ。 

  ８款１項１目でございます。共同事業交付金868万7,000円の増で、5,195万3,000円。 

  ２目保険財政共同安定化事業交付金が776万9,000円の増で、１億7,123万7,000円となりま

す。いずれも交付金の確定によるものでございます。 

  12ページをお願いいたします。 

  10款１項１目一般会計繰入金でございます。見込みによりまして236万9,000円の減で、

1,938万1,000円。１節保険基盤安定繰入金が38万2,000円の減、その他繰入金が98万7,000円

の減となります。 

  ５ページに戻ります。 

  歳出合計であります。補正前の額15億1,837万1,000円、補正額が1,359万3,000円の減、合

計で15億477万8,000円。財源内訳としまして国県支出金が2,768万円の減、そのほかが1,645

万6,000円の増、一般財源が236万9,000円の減となります。 

  以上で内容説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第14号 平成21年度南伊豆町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第14号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第１５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第15号 平成21年度南伊豆町介護保険特別会計補正予算（第４号）

を議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第15号 平成21年度南伊豆町介護保険特別会計補正予算（第４

号）の提案理由を申し上げます。 

  本案につきましては、歳入歳出予算総額に歳入歳出それぞれ3,936万2,000円を減額し、歳

入歳出予算の総額を８億7,523万5,000円とするものであります。 

  主な内容につきましては、歳出では第３・四半期以降、介護サービス給付費の伸びが急激

に増加したため、第３・四半期までの実績をもとに居宅サービス給付費を900万円、施設介

護給付費3,200万円をそれぞれ減額するものであります。 

  歳入につきましては、歳出の保険金の減に伴う国県社会保険診療報酬支払基金及び町の法

定負担分をそれぞれ減額するものであります。 
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  詳しい内容につきましては、健康福祉課長より説明させますので、よろしくご審議のほど

お願いを申し上げます。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（松本恒明君） それでは、内容説明をさせていただきます。 

  17ページをお開きください。 

  歳出から説明させていただきます。 

  ただいま町長が申し上げましたように、急激に給付費の増加があったということでの修正

が主なものであります。 

  まず、１款１項１目一般管理費でございます。これは財源内訳のほうでございます。 

  次のページをお開きください。 

  ２款１項１目居宅介護サービス給付費900万円の減でございます。３億3,158万3,000円で

ございます。居宅介護サービス給付費のいろいろ出なかった分でございます。 

  ３目地域密着型サービス給付費100万円の増で、1,622万3,000円でございます。 

  ５目施設介護サービス給付費3,200万の減であります。３億6,505万1,000円となります。

施設介護サービス給付費の伸びがなかったということで、減させていただきたいと思います。 

  次のページ。 

  ５款３項１目申請支払手数料は５万5,000円の増でございます。 

  次のページでございます。 

  ５款５項１目特定入所者介護サービス費でございます。250万円の増で、4,250万円でござ

います。 

  次のページ。 

  ５款６項１目介護予防特定高齢者施策事業費122万円の減で、952万7,000円でございます。

実績による減でございます。 

  22ページをお開きください。 

  ５款２項１目介護予防ケアマネジメント事業69万7,000円の減で、588万6,000円となりま

す。これは緊急雇用で雇い上げました費でございますが、仕事が予定以上に早く終わりそう

だということで減額させていただきました。 

  ７ページにお戻りください。 
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  歳入でございます。 

  １款１項１目第１号被保険者保険料は48万8,000円の減でございます。普通徴収で108万8,

000円の減、滞納繰越分で60万円の増ということでございます。特別徴収の変更が主な原因

でございます。 

  次のページをお開きください。８ページです。 

  ４款１項１目介護給付費負担金が954万2,000円の減でございまして、１億2,516万8,300円

でございます。 

  ４款２項１目調整交付金134万9,000円の減、6,795万8,000円でございます。 

  ２目の地域支援事業交付金介護予防事業が34万1,000円の減で、32万6,000円。 

  ３目地域支援事業交付金包括支援事業が62万6,000円の増で、85万5,000円。いずれも決算

見込等からの追加でございます。 

  次のページでございます。６ページ。５款１項１目介護給付費交付金が1,674万5,000   

円で、２億4,438万4,000円。 

  ２目地域支援事業支援交付金が40万9,000円の減で、392万3,000円でございます。 

  ６款１項１目介護給付費負担金が802万円の減で、１億2,391万7,000円でございます。先

ほど歳出の居宅介護サービス等の減に伴うものでございます。 

  ６款２項１目地域支援事業交付金介護予防事業が17万1,000円の減で、163万4,000円。 

  ２目の地域支援事業交付金が包括支援事業で31万の増で、24１万2,000円でございます。 

  繰入金でございます。９款１項１目介護給付費繰入金が468万円の減でございます。 

  ３目地域支援事業繰入金包括支援事業等で63万円の増でございます。233万円です。 

  その他一般会計繰入金が93万5,000円の減で、1,343万円でございます。これも見込みから

推計しております。 

  ９款２項２目ですが、介護従事者処遇改善臨時特例基金繰入金でございますが、31万

5,000円の減で、191万2,000円でございます。 

  繰越金でございます。10款１項１目339万9,000円の増で、589万6,000円でございます。      

  16ページ。 

  諸収入の11款３項５目の雑入でございますが、事業等の最終的な見込みによる確定でござ

います。 

  ６ページにお戻りください。 

  歳出合計でございます。補正前の額９億1,459万7,000円、補正額が3,936万2,000    
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円、計で８億7,523万5,000円となります。内訳としましては国県支出金が1,849万7,000円の

減、その他が1,972万6,000円の減、一般財源が113万9,000円の減となります。 

  以上で内容説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第15号 平成21年度南伊豆町介護健康保険特別会計補正予算（第４号）は、原案のとお

り賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第15号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第１６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第16号 平成21年度南伊豆町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）を議案とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第16号 平成21年度南伊豆町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）の提案理由を申し上げます。 
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  本案は、保険基盤安定繰入金の確定及び平成20年度分後期高齢者医療広域連合事務費負担

金の精算に伴う調整が主な内容となっております。 

  歳入では、繰入金を118万4,000円減額し、諸収入を156万6,000増額するものです。また、

歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金を103万円減額し、諸支出金を141万2,000円増額

するもので、歳入歳出予算の総額に38万2,000円を増額して、歳入歳出予算の総額を１億

1,555万1,000円とするものであります。 

  詳細につきましては、健康福祉課長から説明させますので、ご審議のほどよろしくお願い

をいたします。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（松本恒明君） それでは、内容説明をさせていただきます。 

  ９ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金でございます。103万円の減、１億1,054万

5,000円でございます。これは確定によるものでございます。 

  次のページでございます。 

  ３款２項１目一般会計繰出金141万2,000円の増で、91万3,000円となります。これが先ほ

ど承認していただきました一般会計への繰出金でございます。 

  ７ページ。 

  歳入をお開きください。 

  ４款１項１目事務費繰入金が15万4,000円の減で、1,002万5,000円でございます。 

  ２目保険基盤安定繰入金が63万円の減で、2,889万1,000円となります。確定によるもので

ございます。 

  次のページ。 

  ６款４項１目雑入でございます。156万6,000円の補正で、156万7,000円でございます。こ

れが先ほど町長が申し上げました２０年度の広域連合分の確定によるものの人でございます。 

  ６ページにお戻りいただきたいと思います。 

  歳出合計であります。補正前の額１億1,516万9,000円、補正額38万2,000円で、１億1,555

万1,000円。内訳としましては、一般財源が38万2,000円でございます。 
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  以上で内容説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第16号 平成21年度南伊豆町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、原案のと

おり賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第16号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第１７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第17号 平成21年度南伊豆町公共下水道事業特別会計補正予算（第

７号）を議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第17号 平成21年度南伊豆町公共下水道事業特別会計補正予算

（第７号）について提案理由を申し上げます。 

  歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ96万9,000円減額し、歳入歳出予算の総額をそれ
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ぞれ４億2,307万9,000円とするものであります。 

  歳出の主なものは、公共下水道建設事業に110万7,000円を増額し、下水道総務事務で29万

6,000円を、下水道使用料ほか徴収事務で150万円を、利子で28万円を減額するものでありま

す。 

  また、歳入予算につきましては、負担金に650万円と一般会計繰入金に６万1,000円を増額

し、使用料を753万円減額するものであります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  稲葉君。 

○４番（稲葉勝男君） 質疑ではないんですけれども、新年度の予算の説明書の中にも工事の

区域というか、あるいは張りつけられました土地、それとその辺が間に合うようでしたら、

工事の区域というか、管渠何メートルとかというその図面が欲しかった。添付できましたら

用意していただきたいなというふうに思います。一応、今年度施工した分等ちょっとわかる

ような、来年度の分と。新年度予算で施工するところと本年度施工した分程度の図面が用意

できましたらお願いしたい。質疑ではなくて、よろしいでしょうか。 

○議長（漆田 修君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（山本信三君） それでは至急用意いたします。今、持っていないものですか

ら、後でお渡しできるようにします。 

○議長（漆田 修君）    稲葉君、今の件いいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 



－62－ 

  議第17号 平成21年度南伊豆町公共下水道事業特別会計補正予算（第７号）は、原案のと

おり賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第17号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第１８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第18号 平成21年度南伊豆町中木漁業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）を議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第18号 平成21年度南伊豆町中木漁業集落排水事業特別会計補正

予算（第２号）について提案理由を申し上げます。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ81万2,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ2,437万円とするものであります。 

  歳出の主なものは、総務管理事務の事業費、施設修繕料の異常通報装置修繕の確定に伴い

81万2,000円を減額するものであります。 

  また、歳入予算につきましては、漁業集落排水事業費分担金の受益者分担金を40万6,000

円と一般会計繰入金を40万6,000円減額するものであります。ご審議のほどよろしくお願い

をいたします。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 
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  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第18号 平成21年度南伊豆町中木漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、原

案のとおり賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第18号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第１９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第19号 平成21年度南伊豆町水道事業会計補正予算（第５号）を議

題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第19号 平成21年度南伊豆町水道事業会計補正予算（第５号）に

ついて提案理由を申し上げます。 

  水道事業会計補正予算は、水道事業収益の給水収益を増額し、水道事業費用の減額及び建

設改良工事負担金の増額が主なもので、収益的収支予算につきましては、歳入予算の水道事

業収益を233万4,000円増額し、水道事業費用を195万8,000円減額するものであります。 

  また、資本的収支の資本的収入を467万2,000円増額し、資本的支出を175万円減額するも

のであります。 

  詳細は、上下水道課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  上下水道課長。 
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○上下水道課長（山本信三君） それでは、議第19号の内容につきましてご説明させていただ

きます。 

  13ページをお開きください。 

  収益的収入及び支出のうち、収入のご説明をいたします。 

  １款水道事業収益を233万4,000円増額し、２億4,205万7,000円とするものであります。内

訳としまして１項営業収益、１目給水収益を324万円増額し、２億3,714万円とするもので、

１節上下水道料金233万9,000円の増、２節簡易水道等料金90万1,000円の増でございます。 

  ２目受託工事収益を100万円減額し、440万円とするもので、１節新設給水工事収益でござ

います。 

  ２項営業外収益、１目受取利息及び配当金を９万4,000円増額し、24万7,000円とするもの

で、預金利息でございます。 

  次のページをお開きください。 

  支出であります。 

  １款水道事業費用を195万8,000円減額し、２億8,133万円とするものであります。内訳と

しまして１項営業費用、１目原水浄水送水配水給水費を151万円減額し、5,285万1,000円と

するもので、11節委託料51万円の減です。14節動力費100万円の減でございます。 

  ２目受託工事費を100万円減額し、440万円とするもので、25節新設給水工事請負費でござ

います。 

  ３目総務費を50万6,000円減額し、4,706万8,000円とするもので、11節委託料７万6,000円

の減、13節修繕費35万円の減、これは自動車修繕費です。17節補償費５万円の減、20節保険

料３万円の減です。 

  ４目簡易水道等費を３万円減額し、3,373万2,000円とするもので、11節委託料です。 

  ６目資産減耗費を70万円増額し、289万5,000円とするもので、30節固定資産除却費で構築

物除却費に50万円、機械及び装置除却費で20万円です。 

  ２項営業外費用、３目消費税は38万8,000円増額し、391万円とするもので、36節消費税で

す。 

  資本的収入及び支出のうち、収入でございます。 

  １款資本的収入を467万2,000円増額し、１億6,442万2,000円とするものです。 

  ５項１目建設改良工事負担金の467万2,000円の増額は、下水道事業に伴う配水管布設替工

事負担金であります。 
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  次のページをお開きください。 

  支出でございます。 

  １款資本的支出を175万円増額し、２億7,368万3,000円とするもので、１項建設改良費、

１目水道施設改良費を200万円増額し、２億2,172万9,000円とするもので、50節工事請負費

200万円の増です。これは五十鈴大橋補修工事に伴う配水管布設工事でございます。 

  ３目営業設備費用25万円減額するもので、52節固定資産購入費、軽トラックの購入でござ

います。 

  以上で内容説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第19号 平成21年度南伊豆町水道事業会計補正予算（第５号）は、原案のとおり賛成の

諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第19号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２０号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第20号 平成22年度南伊豆町一般会計予算を議題とします。 
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  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 鈴木史鶴哉君登壇〕 

○町長（鈴木史鶴哉君） 議第20号 平成22年度南伊豆町一般会計予算の提案理由を申し上げ

ます。 

  本案につきましては、予算編成方針で申し上げましたとおりでありますので、各科目別の

内容につきましては、総務課長より説明をさせますので、ご審議のほどよろしくお願いを申

し上げます。 

  また、この後の提出議案でありますが、議第21号から議第33号までの特別会計等の予算に

つきましても同様であります。それぞれの担当課長から説明をさせますので、ご審議のほど

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（漆田 修君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（鈴木博志君） それでは、議第20号 平成22年度南伊豆町一般会計予算の内容説

明をさせていただきます。 

  なお、詳しい内容は別添予算説明資料にございますので、主な内容のみの説明をさせてい

ただきたいと思います。ご了承願います。 

  初めに、59ページをお開きください。 

  歳出から申し上げます。 

  １款１項１目議会費でございます。議会事務で5,763万9,000円でございます。本年度予算

のみを朗読させていただきます。ここでは、議員報酬11名分の報酬2,366万4,000円です。２

節、３節、４節は人件費でございます。職員２名分の人件費及び議員11名分の期末手当共済

費でございます。７節の賃金でございますけれども、臨時運転手賃金１万6,000円です。県

市町議会の議員研修費のマイクロバスの運転手の賃金という形で計上させていただきました。 

  次のページです。 

  印刷製本費です。議会だより等で57万3,000円ございます。 

  続きまして、61ページです。 

  ２款総務費、１項総務管理費です。１目一般管理費で一般管理事務です。３億1,523万円

でございます。報酬は18万円で６会議の委員報酬でございます。２節、３節、４節は企画、
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総務、会計の職員22人分の人件費及び特別職、町長、副町長の特別職の報酬で給料でござい

ます。 

  次のページでございます。 

  12節の役務費でございます。通信一般費900万円、そのほか200の総合賠償補償保険料84万

2,000円、賠償責任補償保険、個人情報漏洩の保険でございます。13節の委託料187万1,000

円です。法律相談委託料35万円です。顧問料30万円に費用弁償分、旅費分が５万です。その

下の訴訟代理人業務委託料60万円でございます。岩崎産業の訴訟関係の業務委託料、それが

60万円ということです。18節の備品購入費です。320万円でございます。そのうち自動車300

万円。現在使っているグランビアが老朽化のため乗りかえるという形で、８人乗りのワンボ

ックス車の購入を計上させていただきました。環境対策車の対応でございます。19節の負担

金補助及び交付金です。5,466万3,000円でございます。郡町長会の負担金が141万7,000円、

202の非常勤職員公務災害補償組合負担金37万2,000円です。議員ほか566人分でございます。 

  次のページです。 

  400の各種補助金です。22団体分の補助金5,000万円です。401は公募補助金で200万円、21

年度は５団体ほど実績がございました。21の職員厚生事務229万6,000円です。委託料で167

万6,000円、職員、臨時職員含めた健康診断あるいは結核検診の委託料でございます。 

  ２目の会計管理費です。426万5,000円でございます。11節の需用費が416万4,000円でござ

いまして、消耗品費362万円、印刷製本費は54万円、封筒、決算書、納付書等々でございま

す。 

  ３目の財産管理費です。1,252万4,000円の財産管理事務が592万4,000円です。住民税役務

費が町村有建物災害共済保険料377万円でございます。町有建物57施設、130軒です。これ補

償額が120億4,400万円、補償額にしますとこれだけです。15節の工事請負費150万円です。

旧三浜小学校の教員住宅というのが子浦のございまして、それの解体工事でございます。30

は庁舎管理事務です。660万円でございます。 

  次のページです。 

  14節の使用料及び賃借料です。土地賃借料で276万2,000円です。2,764平米、３名の方か

ら賃借をしてございます。15節は工事請負費で庁舎補修等の工事で150万円計上させていた

だきました。34の自治振興事務608万5,000円です。区長会関係の費用でございます。 

  ５目秘書広報費は415万3,000円、秘書事務で183万8,000円です。交際費、町長交際費は全

年同額の50万円でございます。そのほか需用費とか公課費、クラウンの車検、修繕費等々で
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ございます。クラウン17万8,000キロ、18年目でございます。 

  39の広報事務です。231万5,000円です。11の需用費です。印刷製本費が216万9,000円、こ

れにつきましては、広報でございますけれども、隔月発行から毎月発行にいたします。お知

らせ版の部分は、毎月15日発行１回のみという形にさせていただくということです。 

  ６目の企画費、企画調整事務です。139万3,000円でございます。 

  続きまして、69ページお開きください。 

  ７目電算管理費で5,490万4,000円です。基幹業務電算事務で4,442万円です。13節の委託

料が2,274万1,000円、202のバッチ処理委託料1,086万6,000円、納付書等でございます。14

節使用料及び賃借料2,064万6,000円です。総合行政情報システムソフト賃借料1,103万8,000

円、什器とかのものの関係のソフトレンタルの部分でございます。その下の総合行政情報シ

ステム機器賃借料803万3,000円、サーバーの賃借料でございます。 

  次のページでございます。 

  49の情報系業務電算事務です。1,048万4,000円です。18節備品購入費で機器備品の購入

125万円、パソコン４台、プリンター、サーバー各１台と予定してございます。 

  ９目の公害対策費の公害対策事務です。31万1,000円でございます。 

  10目の地域づくり推進費、地域づくり推進事業6,893万5,000円でございます。19節の負担

金補助及び交付金6,811万6,000円、コミュニティ施設整備補助金500万円、これ限度額が35

万円です。402の路線バス維持事業補助金6,311万6,000円、自主運行バス17路線でございま

す。 

  11目の交通安全対策費でございます。交通安全推進事務で231万3,000円でございます。19

節の負担金補助及び交付金で137万6,000円、200の交通安全指導員設置費負担金133万1,000

円、県の交通指導員の設置費の負担金でございます。 

  12目の財産区費です。70三坂財産区管理事務130万5,000円、19節負担金補助及び交付金

130万5,000円、三坂地区のコミュニティ補助でございます。13節基金費です。97万円。財政

調整基金が73万6,000円でございます。基金の利子部分の積み立てでございます。76が庁舎

建設基金が３万4,000円です。これも基金利子部分として３万4,000円です。ふるさと応援基

金20万円です。応援基金の積み立てで20万円計上いたしました。 

  次のページです。 

  ２項の徴税費です。１目税務総務費、税務総務事務で4,467万9,000円です。報酬は、固定

資産評価審査委員会委員報酬５万4,000円、３人分でございます。 
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  それから、次のページで13節委託料1,060万4,000円。宅地等鑑定評価委託料が75万6,000

円、60ポイントでございます。209の固定資産で課税地図情報作成業務委託料707万2,000円、

19年に航空写真と地番図との関連づけで業者委託して地図情報を作成いたします。これにつ

きましては、緊急雇用創出事業で委託会社の人件費として補助を受けられることになってお

ります。 

  次のページです。76ページでございます。 

  210の静岡県地方税滞納整理機構負担金226万1,000円でございます。高額滞納者部分を機

構に送る部分として、処理件数８件を予定してございます。 

  次の77ページです。３項の戸籍住民基本台帳費です。戸籍住民台帳事務で3,385万2,000円

でございます。人件費は３人分を計上いたしました。７の賃金ですけれども、167万2,000円、

臨時事務員賃金でございます。 

  次のページです。 

  14節の使用料及び賃借料、201の戸籍総合システムリース料360万4,000円、下の戸籍基準

ソナイソフト使用料195万3,000円、戸籍電算化に伴う新システムの部分でございます。下の

備品購入費が108万7,000円です。庁用備品では45万3,000円でレジスターの購入、機器備品

では63万円、法的個人認承用パソコン１台を購入ということでございます。 

  80ページです。 

  ４項の選挙費、１目選挙管理委員会費です。選挙管理委員会事務で741万1,000円。選挙管

理委員４人の報酬です。人件費は１名分です。 

  81ページでございます。 

  ２目選挙啓発費、選挙啓発事務で16万3,000円です。明るい選挙推進協議会関係費用でご

ざいます。 

  ３目各種選挙費が763万1,000円、参議院議員選挙事務610万円でございます。参議院議員

選挙は、この夏に予定されていて、７月25日が任期満了ということでございます。 

  次のページです。 

  120の農業委員会委員選挙事務153万1,000円です。農業委員も７月30日が任期満了となり

ます。 

  次のページ、84ページです。 

  高校の統計調査費、１目指定統計調査費、指定統計調査事務費で1,406万2,000円です。22

年度は工業統計と国勢調査が予定されてございます。 
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  次のページです。86ページです。 

  ６項１目の監査委員費です。監査事務で90万3,000円でございます。監査事務に関する費

用でございます。 

  次のページです。 

  ３款民生費、１項社会福祉費です。１目社会福祉総務事務が２億3,468万8,000円で、社会

福祉総務事務で5,091万円です。報酬は民生委員推薦委員会の委員報酬３万3,000円、１日分

とってございます。給与、人件費につきましては一般職の７人分を予定、計上いたしました。

11節の需用費です。129万5,000円。消耗品費で77万2,000円、印刷製本費で35万9,000円とご

ざいます。前に予算説明させていただいたときのあれで、救急医療ボトル関係の費用、関係

経費です。その中では需用費で32万3,000円、ボトルが1,000円で９万7,000円、それを、キ

ットの梱包委託を５万円、次のページにございますけれども、５万円で、その合計で、この

救急医療ボトル関係費用は合計で47万円ということでございます。 

  次のページ、89ページをお願いいたします。 

  171の障害者（児）福祉事業です。１億2,738万6,000円でございます。19節の負担金補助

及び交付金737万7,000円のうち、404の精神及び知的障害者小規模作業場運営費補助金240万

円、あしたば会への補助金でございます。 

  次のページです。 

  20節の扶助費です。扶助費が１億1,842万7,000円で、215の自立支援介護給付費8,400万円、

居宅介護と施設の介護の部分で8,400万円です。172の保険基盤安定繰出金3,740万円、障害

者（児）地域生活支援事業1,899万2,000円です。19節の負担金補助及び交付金1,574万2,000

円、400の地域活動支援センター事業補助金1,431万4,000円、青市にあるふれあいの施設の

補助金でございます。 

  ２目の国民年金費、国民年金事務で922万7,000円、人件費１人分、そのほか町費でござい

ます。 

  ３目老人福祉費5,167万4,000円、次のページで老人福祉事業で2,355万9,000円です。報償

費が敬老金で292万円です。80歳以上2,000円の1,400人、100歳のお祝い金が3,000円で４人

という形で計上させていただいております。その下の181老人福祉施設事業2,811万5,000円

です。19節の負担金補助及び交付金で、賀茂地区入所判定運営協議会負担金が11万6,000円、

20節の扶助費が老人福祉施設措置費2,799万9,000円、養護老人ホーム分です。賀茂老人ホー

ムとか、そのほか２園の措置費でございます。 
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  ４目国民健康保険費、国民健康保険事務で2,023万8,000円です。３人分の人件費を計上し

てございます。186国民健康保険特別会計繰出金1,924万円でございます。 

  ５目の後期高齢者医療費、後期高齢者医療事務で１億4,827万9,000円です。19節は負担金、

補助及び交付金、療養給付費負担金が１億1,031万4,000円、繰出金で事務費繰出金は989万

8,000円、後期高齢者医療保険基盤安定繰出金が2,806万7,000円でございます。 

  95ページです。 

  児童福祉費、児童福祉総務費の児童福祉総務事務で1,011万8,000円、19節負担金補助及び

交付金では、401の社会福祉法人伊豆福祉会補助金1,004万6,000円、償還金補助でございま

す。平成25年までの償還で債務負担にしてございます。 

  ２目の児童福祉施設費です。２億225万6,000円、児童福祉施設運営事務１億7,956万8,000

円でございます。報酬につきましては嘱託員報酬で39万円、内科とか歯科の嘱託員です。幼

保一元化推進委員会委員報酬10万5,000円です。人件費につきましては、一般職22人分計上

させていただきました。 

  次のページです。 

  ７節の賃金でございます。賃金で臨時保育士賃金が14人分で2,901万4,000円、臨時調理員

賃金、これが調理員、栄養士、各１名で370万7,000円、臨時運転士の賃金が51万4,000円、

南崎保育所のマイクロの送迎用の臨時運転士51万4,000円でございます。13節委託料でござ

います。208です。（仮称）南伊豆認定子供園開発行為設計委託料635万9,000円でございま

す。 

  次のページです。 

  196差田保育所運営事務469万7,000円、198南崎保育所運営事務1,265万8,000円、これは比

較で744万5,000円の増でございます。手石保育所との統合による増ということでございます。 

  次のページです。 

  199南上保育所運営事務533万3,000円です。 

  ３目の子育て支援費１億5,707万1,000円、児童手当事務が1,011万8,000円です。20の扶助

費で1,004万円、児童手当の扶助費でございまして、６月支払い分のみです。２月、３月分

   で６月支払い分です。ちなみに、昨年は6,330万円でございました。204の子育て支援

事業で2,126万9,000円です。 

  次のページです。 

  扶助費です。子供医療の扶助費で1,799万円、乳幼児分が1,264万円、児童・小学生分が
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315万円、中学生分が220万円、合計で1,799万円という形で、中学生までの医療費無料化と

いうことでございます。205の母子福祉事業です。144万6,000円です。扶助費で母子家庭と

医療費扶助が132万円でございます。208子ども手当事務です。１億2,423万8,000円です。20

の扶助費で１億2,389万円です。953人分で月１万3,000円の10カ月分でございます。 

  ４目の放課後児童クラブ対策費で、放課後児童クラブ運営事務でございます。469万7,000

円です。放課後児童クラブ運営委託料が469万7,000円でございます。 

  次のページです。 

  ３款災害救助費で１目３項で災害救助費、１目災害救助費です。災害救助事務で32万円で

す。扶助費で災害見舞金30万円、１件分とりあえず計上させていただきました、30万円です。 

  次のページです。 

  ４項で介護保険費、４項１目介護保険費です。介護保険特別会計繰出金が１億2,323万

5,000円です。続きまして、212の新予防給付包括支援センター事業97万4,000円です。地域

包括支援センターの新予防給付ケアマネジメント事業委託に関する経費でございます。 

  次のページです。 

  ４款衛生費、１目１項保健衛生費、１目保健衛生総務費でございます。保健衛生総務事務

で3,917万4,000円でございます。報酬で保健協力員報酬55万8,000円、健康づくり推進協議

会委員報酬４万2,000円です。人件費は４人分計上させていただきました。 

  次のページです。 

  13節委託料です。第１次救急医療委託料167万4,000円です。人口割でございます。次に、

19節負担金補助及び交付金564万4,000円で、202の第２次・小児救急医療運営費負担金532万

6,000円です。均等割20％、人口割40％、地域利用者割40％でございます。204の順天堂直通

バス負担金21万5,000円、これにつきましても均等割20％、人口割20％、利用者割60％とい

うことの割合でございます。 

  ２目予防費です。感染症予防事務です。1,378万9,000円です。需要費で642万8,000円、医

療材料費629万1,000円、ポリオ、二種混合、三種混合、日本脳炎、ＢＣＧでございます。13

節委託料、インフルエンザの予防接種委託料でございます。250万円です。高齢者に対する

季節性インフルエンザの委託料2,500人分でございます。20節扶助費です。肺炎球菌ワクチ

ン接種助成費です。105万円です。１人当たり3,000円の扶助費で3,500人分掛ける10％とい

う形で105万円でございます。 

  ３目の母子衛生費、母子衛生事業で691万3,000円です。13節の妊婦健診委託料456万円で
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す。妊婦健診の助成は全14回の助成を考えています。そのほか普通の健診以外で超音波検査

を４回、血液検査を１回という形で50人分を計上させていただきました。 

  ４目の環境衛生費、環境衛生事業費です。2,650万3,000円、人件費は２名分でございます。 

  次のページ、106ページ。 

  19節負担金補助及び交付金969万4,000円です。400の浄化槽設置整備事業費補助金962万

7,000円、５人槽が８基、７人槽が17基分でございます。 

  ５目のへき地診療対策費、僻地診療対策事務266万2,000円です。運転人員  賃金が２名

で182万円、患者輸送車関係の費用でございます。 

  ６目老人保健費です。2,654万5,000円、老人保健ヘルス事業2,557万2,000円です。 

  次のページです。 

  13節委託料、健康診査委託料で2,126万8,000円です。胃がん検診、肺がん検診、がん検診

ですとか喀痰検診等々の検診でございます。 

  老人保健特別会計繰出金59万2,000円です。老人保健医療事業で38万1,000円です。 

  ７目斎場費で、伊豆斎場組合負担金が626万2,000円です。医療施設整備推進費、医療施設

整備推進事務7,568万5,000円です。19節の負担金補助及び交付金は共立湊病院組合の負担金

7,117万円、下の共立湊病院組合出資金が451万5,000円でございます。 

  次のページです。 

  ２項清掃費です。１目清掃総務費で清掃総務事務2,854万3,000円です。報酬は、清掃対策

審議会委員報酬３万9,000円、人件費は３人分を計上いたしてございます。 

  111ページの下です。２目塵芥処理費２億129万9,000円、ごみ収集事務が6,786万4,000円

です。 

  次のページです。 

  13節委託料が6,643万8,000円、可燃ごみ、粗大ごみ分別、  収集等々の業務委託料でご

ざいます。19節の負担金補助及び交付金、生ごみ処理機購入費補助金20万円、10基分を計上

させていただきました。次に、ごみ集積箱設置整備事業補助金40万円です。１万6,000円単

価の25箱の分を計上するということで、これは負担金から補助金という形で変えました。次

に、261の焼却施設維持事業です。１億367万9,000円です。臨時職員分４人分を計上してご

ざいます。 

  次のページ。 

  15節の工事請負費、焼却施設補修工事4,570万円、ごみクレーン補修工事344万2,000円で
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す。262の最終処分事業です。2,975万6,000円です。 

  次のページです。 

  13節の委託料ですけれども、焼却灰等処理業務委託料、一番多いですね、2,775万2,000円

です。焼却灰の部分は1,732万5,000円、そのほかばいじんとか不燃物の残渣とかという部分

がございます。し尿処理費です。南豆衛生プラント組合負担金6,784万4,000円です。均等割、

実績割でございます。 

  次に、５款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費、農業委員会事務171万3,000円

です。農業委員会に関する事務経費でございます。 

  ２目農業総務費です。農業総務事務で3,098万円、人件費部分で５人分でございます。 

  117ページです。 

  ３目農業振興費が980万円、農業振興事業が870万8,000円です。報償費です。92万円で賞

賜金でございます。イノシシが80頭分、猿が18頭分でございます。13節委託料で遊休農地美

化業務委託料310万円、有害鳥獣駆除業務委託料50万円、市民農園農場整備委託料25万円、

吉祥の農地についてです。15節は工事請負費で、市民農園駐車場整備工事170万円、1,500平

米です。 

  次のページです。 

  19節、負担金補助及び交付金で、403有害獣等被害防止対策事業補助金100万円です。電さ

くメッシュ等でございます。 

  289水田農業経営確立対策事業77万1,000円です。賃金で臨時作業員賃金72万6,000円、現

地確認用16人分を計上しました。次の農村地域農政相互推進事業30万円です。 

  次に、４目の農地費で137万8,000円です。農業用施設維持事業87万8,000円、ここで16節

の原材料費です。農道等補修用材料費52万7,000円、生コン、砕石、Ｕ字溝等々でございま

す。 

  ５目の農山村総合施設管理費の農山村総合施設管理運営事務で432万2,000円、７節の賃金

は、南上プールの臨時管理人賃金29万8,000円、事業費です。光熱水費260万円、南上プール

の水道料とか差田グラウンドの電気料等でございます。 

  次に、121ページです。 

  ２項の林業費、１目林業振興費1,796万5,000円、林業振興事業利子163万2,000円です。森

林整備事業が1,121万5,000円でございます。19節で負担金補助及び交付金1,116万7,000円で

ございます。323松くい虫防除事業で511万8,000円です。 
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  123ページです。 

  ３項水産業費、１目水産業振興費です。水産業費544万4,000円です。13節の委託料で漁港

台帳修正及び電子化業務委託料304万9,000円。下流・小稲・三坂漁港分でございます。19節

の負担金補助及び交付金、稚貝稚魚放流事業100万円です。 

  次のページです。５目漁港設備維持費245万6,000円、漁港施設維持事業が125万6,000円で

す。漁港施設補修事業120万円、これは工事請負費で、漁港施設維持補修工事120万円。 

  ３目の漁業集落排水事業3,432万円です。漁業集落排水事業特別会計繰出金3,029万3,000

円、子浦・中木・妻良漁排の繰出金です。そのほか入間漁業集落排水事業402万7,000円、入

間集落排水の費用でございます。 

  ５目津波・高潮危機管理対策緊急事業費です。4,462万1,000円。13節三坂（中木）漁港陸

港測量設計委託1,200万円。 

  次のページの15節工事請負費です。2,630万円で三坂（中木）漁港陸港建設工事費2,580万

円。建設の附帯工事費が50万円でございます。 

  ６款１項商工費です。１目商工総務費で商工総務事務4,276万6,000円。一般職員６人分の

人件費でございます。 

  ２目の商工振興費で798万3,000円です。商工振興事業、次のページです。798万3,000円で

ございます。13節委託料、緊急雇用創出対策事業委託料758万1,000円。これも県の基金を使

っての部分でございます。そのほか19節負担金補助及び交付金で短期経営改善、小口資金利

子補給とも緊急的な経済対策として利子補給率は、21年度と同額でございます。 

  ３目の観光費、観光振興事業3,043万6,000円です。 

  次のページです。129ページです。 

  15節工事請負費305万円、入間地区観光施設改修工事100万円、入間地区の海岸線の転落防

止さく約40メートル分です。湊地区観光施設改修工事205万円。弓ケ浜の臨時派出所の管理

棟の塗装工事96平米分です。 

  次のページです。 

  ４目都市提携費、都市提携事業で69万2,000円です。賃金で臨時運転士賃金が２万2,000円、

町のマイクロバス使用料ということで、22年度は塩尻市の議員交流の分と町民号の交流とい

う形で２つの部分がございます。使用料及び賃借料で32万円で、事務所借上料32万円。町民

号バスで１台分を計上させていただいております。 

  ５目の環境美化推進費で、環境美化推進事業319万7,000円です。 



－76－ 

  次のページです。 

  ６目温泉管理費で弓ケ浜温泉公衆浴場管理事務で1,020万6,000円。銀の湯会館運営事業で

5,583万6,000円です。臨時職員11人分の賃金を計上してございます。そのほか、11節の事業

費で光熱水費1,425万円です。主に大きいところでは水道料、電気料等々でございます。 

  135ページをお願いします。 

  ７款土木費、１項土木管理費、土木総務費です。土木総務事務で5,273万1,000円です。人

件費、一般職給が６人分計上させていただいております。13節の委託料32万円、我が家の専

門家診断事業委託料22万5,000円。 

  次のページです。 

  19節負担金補助及び交付金1,284万4,000円。下のほうの401です。木造住宅補強計画策定

事業補助金19万2,000円、とりあえず２棟分を計上してございます。その下の住宅リフォー

ム振興事業補助金1,000万円。20万円の50戸分を計上してございます。 

  137道路橋梁費です。１目道路維持費で道路維持事業3,140万6,000円です。15節工事請負

費2,440万円。203の排水路補修工事1,530万円、原材料費が225万5,000円です。 

  次のページです。 

  ２目の道路新設改良費6,119万9,000円。単独道路改良事業が1,275万9,000円。工事請負費

で、毛倉野一条線改良工事費300万円、舗装でＬ＝60メートル分です。19節の負担金補助及

び交付金、県道路改良事業負担金930万円。県道の下田南線、そのほか一般改良事業波勝崎

線、南松崎線等々でございます。389地方特定道路整備事業です。4,844万円です。前年比で

3,180万7,000円と伸びています。15節の工事請負費4,830万円、成持吉祥線舗装工事4,600万

円です。いよいよ平成22年度が最終年度でございまして、成持線の舗装がＬ＝780メートル

を予定してございます。 

  次のページです。 

  ３目の橋梁維持費です。橋梁維持事業で50万円で、橋梁の維持補修工事でございます。 

  次のページです。 

  ３項河川費、１目の河川維持費で、河川維持事業が717万2,000円。委託料で91万2,000円。

青野川、一条川、五十鈴川水門・扉門等の操作委託料が91万2,000円です。15節の工事請負

費450万円は、201の小沢川河川改修工事400万円、青市のスーパーウィンドウを入った投排

口の先のところの川でございます。Ｌ＝25メートル分です。19節の負担金補助及び交付金、

河川愛護助成金120万円、33区分でございます。 
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  ２目青野川ふるさとの川関連整備費で173万円でございます。 

  次に、４項港湾費、１目港湾管理費です。港湾管理事務で1,164万7,000円。委託料で195

万1,000円、手石港操作委託料101万1,000円、妻良港の門扉の操作委託料が94万円です。そ

の下の19節の負担金補助及び交付金で、手石港と妻良港の整備事務の負担金が総合で、手石

が315万円、妻良が653万3,000円ということです。 

  次のページです。142ページです。 

  ５項都市計画費、都市計画総務事務で16万5,000円です。 

  ２目公園費、公園管理事務で48万5,000円です。 

  ３目公共下水道費、公共下水道事業特別会計繰出金２億729万4,000円です。 

  次のページです。 

  ６項の住宅費、１目住宅管理費で町営住宅管理事務160万円です。 

  ２目急傾斜地崩壊防止事業で981万円。19節の負担金補助及び交付金で急傾斜地の崩壊防

止事業の負担金が600万円。これが、公共分が加納の守山でございます。県単分としては380

万円で差田、大瀬、川合野、加納守山ということです。４地区です。 

  次のページです。 

  ８款１項消防費、１目常備消防費で、下田地区消防組合負担金が１億7,236万3,000円です。

消防組合の負担金が１億6,397万3,000円、特別負担金が839万円です。非常備消防費で、非

常備消防事務では2,524万3,000円です。消防団の関係費用でございます。 

  ３目の消防施設費で、消防施設管理事務1,606万6,000円。ポンプ車４台、積載車18台、可

搬ポンプが26台部分の管理費用関係でございます。 

  次のページです。 

  ４目水防費、水防対策事務81万円、５目災害対策費の災害対策事務が522万円です。ここ

では、11節需用費の消耗品で土のう用袋とか非常食関係の費用等々でございます。 

  それから、149ページ。 

  447の防災施設管理事務768万1,000円、防災行政無線関係の費用です。 

  151ページです。 

  ９款教育費、１項教育総務費、教育委員会費で教育委員会事務で68万6,000円。報酬は、

教育委員会委員報酬21万6,000円です。４人分でございます。 

  ２目の事務局費、事務局事務は4,521万7,000円。人件費は５人分です。 

  次のページです。153ページです。 
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  19節の負担金補助及び交付金、402の教育資金利子補給補助金16万円、１％の利子補給で

す。 

  ３目教育推進費、英語教育事業300万5,000円。日本人の外国語教師関係費用です。 

  155ページです。 

  ２項小学校費、１目学校管理費で１億289万円。小学校管理事務で8,175万7,000円です。

人件費は12人分でございます。用務員が３名、調理員さんが９名分です。 

  次のページです。 

  475南中小学校管理事務793万5,000円。同じく南上小学校管理事務275万円、次のページが

三浜小学校管理事務253万円、南伊豆東小学校管理事務791万8,000円。 

  ２目教育振興費で3,042万1,000円です。小学校教育振興事務2,683万4,000円。７の賃金

963万3,000円。臨時教諭賃金で４校分でございます。12節役務費659万9,000円、定期券の購

入費659万3,000円、４校の116人分です。 

  次のページです。 

  484南中小学校教育振興事務108万7,000円、同じく南上小学校72万2,000円、同じく三浜小

学校74万円、南伊豆東小学校103万8,000円。 

  ３項中学校費、１目学校管理費です。2,501万3,000円。中学校管理事務は1,669万4,000円

です。ここでは、人件費２名分でございます。 

  次のページです。 

  南伊豆東中学校管理事務390万6,000円、南伊豆中学校管理事務は441万3,000円。教育振興

費で2,695万5,000円。 

  次のページ。 

  中学校教育振興事務2,387万2,000円です。 

  次のページです。 

  南伊豆東中学校教育振興事務146万4,000円。南伊豆中学校161万9,000円。 

  次のページです。 

  ４項１目幼稚園費です。幼稚園事務で2,692万7,000円。人件費３人分です。臨時教諭賃金

は２名分でございます。 

  次のページ、170ページです。 

  高校社会教育費、１目社会教育総務費です。1,905万6,000円。人件費は２名分です。 

  171ページの下です。 
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  ２目公民館費1,044万2,000円。公民館管理運営事務でございまして、人件費は１名分でご

ざいます。13節委託料で公民館夜警委託料84万円です。 

  ３目文化財管理費が105万2,000円です。７の賃金で臨時運転手賃金１万6,000円、文化財

めぐりのときの臨時賃金です。その下の町史編さん員賃金50万1,000円。町史の編さんを行

うとして50日分の賃金を計上させていただきます。 

  次のページです。174ページ。 

  ４目図書館費、図書館管理運営事務で1,817万5,000円。人件費は１名分、臨時事務員が２

名分でございます。18節の備品購入費、図書の購入費は320万円でございます。 

  次のページです。 

  ５目生涯学習推進費、生涯学習推進事業217万8,000円です。 

  次のページ。 

  保健体育費で保健体育総務費の保健体育総務事務469万3,000円です。 

  次のページです。 

  ２目体育施設費で296万7,000円。武道館管理運営事務でございます。 

  続きまして、10款の災害復旧費で農林水産業施設災害復旧費、農地及び農業用施設災害復

旧費が203万円。 

  ２目の林地及び林業用施設災害復旧費が54万6,000円。 

  ３目の漁港施設災害復旧費が142万7,000円でございます。 

  181ページです。 

  ２項の公共土木施設災害復旧費、１目道路河川災害復旧1,054万9,000円。道路河川等災害

復旧事業が904万9,000円。単独道路河川災害復旧費は150万円です。 

  次のページです。 

  11款１項公債費でございます。元金で４億6,820万4,000円です。これにつきましては町債

元金の償還金でございまして、平成20年度以前の借入元金の返済でございます。161件分で

ございます。利子が8,610万8,000円です。町債利子の分が161件分ということです。 

  12款１項１目予備費でございまして、1,000万円を計上させていただきました。 

  続きまして、歳入でございます。 

  歳入、13ページをお開きください。 

  １款町税、１項町民税、１目個人町民税が２億9,335万7,000円。法人が2,810万円でござ

います。法人につきましては、226社分でございます。 
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  次のページです。 

  固定資産税です。本年度分は４億7,736万5,000円です。825万5,000円ほど増でございます。 

  ２目の特有資産等所在市町村交付金及び納付金140万2,000円。これは県と環境省分でござ

います。 

  続きまして、３項１目軽自動車税が2,200万1,000円です。現年課税分が2,180万円でござ

います。原付が968台、自動２輪236台、４輪乗用が１万3,000台かな、貨物が7,954台……ち

ょっとこれは予算決算委員会で聞いてください。すみません。 

  ４項町たばこ税です。5,300万円。１本当たり３円29銭です。 

  ５項特別土地保有税です。５万円、滞繰部分です。 

  次のページが、６項１目入湯税2,433万9,000円です。全部で16万2,330人分を計上してご

ざいます。 

  ２款地方譲与税の１項地方揮発油譲与税でございます、1,200万円。これ地方道路譲与税

の名称変更でございます。次に、自動車取得譲与税です、5,000万円です。これ自動車重量

税の３分の１を市町に交付されるという形で、道路の延長とか面積分の案分でございます。

地方道路譲与税が廃目整備に、地方揮発油譲与税に変わりました。 

  22ページです。 

  利子割交付金で300万円です。 

  次が配当割交付金が80万円です。 

  次のページが株式等譲渡所得割交付金が100万円です。 

  次が地方消費税交付金が9,100万円でございます。これは国町人口の割合と従業者割の２

分の１ずつの割合で案分されます。 

  続きまして、ゴルフ場利用税の交付金が1,250万円。１人当たり950円、下田カントリーへ

950円の単価ですけれども、その10分の７を町に交付されるということです。 

  続きの特別地方消費税交付金が1,000円、科目存置です。 

  次の自動車取得税交付金が2,700万円です。 

  次の地方特例交付金が1,840万円。これにつきましては、地方特例交付金の説明のところ

で児童手当及び子ども手当特例交付金640万円、資産減収補てんの特例交付金が1,200万円。

上の部分は児童手当とか子ども手当の確認に伴う地方負担の増加に伴う対応するための部分

でございます。下の部分は住宅取得控除等の部分の税額控除分の補てん分でございます。 

  そのほか、自動車取得税交付金の減収の一部を埋めるための交付金でございます。 
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  次の30ページ。 

  特別交付金は廃目の整備でございます。 

  次の31ページ。 

  11款１項１目地方交付税18億4,000万円計上させていただきまして、普通交付税で16億

8,000万円、特別交付税で１億6,000万円でございます。 

  次のページです。 

  交通安全対策特別交付金90万円でございます。これにつきましては、交通事故発生件数割

合と改良済みの道路延長割合ということでございます。 

  13款分担金及び負担金でございまして、農林水産業分の負担金が40万円、土木費の分担金

が499万4,000円、災害復旧費の分担金が６万円。 

  次のページです。 

  民生費の負担金が4,885万8,000円でございます。３節の児童福祉費の負担金3,325万1,000

円、保育所の保育料が3,303万7,000円というふうになっています。 

  次のページです。 

  使用料及び手数料の分の総務使用料で11万2,000円、商工使用料が5,908万2,000円。これ

は銀の湯会館の使用料4,940万円。 

  ３目の農林水産業費、使用料が367万9,000円。 

  ４目の土木使用料が1,219万4,000円です。 

  次のページです。 

  教育使用料379万8,000円でございます。幼稚園の保育料が264万円。 

  14款使用料及び手数料で、総務手数料が564万円、衛生手数料が1,984万7,000円。 

  次のページの15款国庫支出金の国庫負担金でございます。民生費の国庫負担金が１億

5,051万3,000円です。７節の子ども手当の交付金、これが9,562万円でございます。 

  ２目の災害復旧費の国庫負担金が572万3,000円です。 

  ２項の国庫補助金の民生費の国庫補助金が981万3,000円、衛生費の国庫補助金が320万

9,000円、土木費の国庫補助金が20万8,000円、教育費が138万1,000円、農林水産業費が

2,000万円でございます。このうち土木費の国庫補助金ですけれども、公営住宅の関連事業

の推進ができたとき、補助金20万8,000円。我が家の専門家診断の分が５件分、木造住宅の

補強計画の策定の分が２棟分でございます。 

  ３項の委託金で総務費委託金９万2,000円、民生費の委託金が35万6,000円です。 
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  16款県支出金、１項の県負担金で、民生費の県負担金が8,738万4,000円です。６節の子ど

も手当の交付金が1,413万5,000円でございます。 

  次のページです。 

  ２項の県補助金で総務費の県補助金が2,241万9,000円、民生費が2,367万2,000円、衛生費

が571万7,000円、農林水産業費が2,827万6,000円、土木費が101万2,000円、消防費が322万

2,000円、災害復旧費が98万3,000円、庭園事業軽減交付金が800万円、商工費の県補助金が

1,465万1,000円でございます。 

  次の３項の委託金で総務費の委託金が3,221万3,000円です。これは参議院議員選挙関係が

610万円です。民生費が３万2,000円、土木費が286万1,000円、権限移譲事務交付金が237万

2,000円です。前年ですと26事業でございます。 

  次のページです。 

  17款財産収入、１項財産運用収入、１目で財産貸付収入で204万1,000円。利子及び配当金

が92万8,000円。 

  ２項の財産売払収入、不動産売り払い収入で2,000円、科目存置です。物品売払2,000円、

生産物が1,000円、すべて科目存置です。 

  18款１項寄附金で一般寄付金1,000円、民生費も1,000円、教育費も1,000円、科目存置で

す。ふるさと給付金が20万円分を計上させていただいています。 

  19款の繰入金で、１項特別会計繰入金、老人保健特別会計繰入金1,000円の科目存置です。

三坂財産区特別会計繰入金が130万5,000円です。 

  ２項の基金繰入金です。11万6,000円です。 

  20款１項１目繰越金１億7,000万円です。前年の繰越金です。 

  21款諸収入、１項延滞金加算金及び過料で、延滞金が60万円、過料が1,000円、科目存置

です。 

  ２項の町預金利子が15万円です。 

  次のページは、３項の貸付金元利収入で、ゼロ廃目整備でございます。４雑入で滞納処分

費が1,000円、弁償金1,000円、小切手未払い資金繰り入れ1,000円です。 

  ４目の雑入が4,407万7,000円でございます。 

  57ページです。 

  ５目の過年度収入3,000円でございます。 

  58ページです。 
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  22款１項町債です。土木債が4,200万円、災害復旧債が260万円、臨時財政対策債が１億

5,000万円、合計で１億9,460万円でございます。 

  次に、８ページをお開きください。 

  第２表の債務負担行為でございます。事務機器賃借料から始まって自動体外式除細動器、

ＡＥＤですね。４補助金短期経営小口資金、あるいは教育資金の利子補給の補助金、５つあ

ります。それぞれ記載のとおりでございまして、詳しい調書は192ページにございます。ま

た後ほどごらんください。 

  第３表が地方債です。道路改良事業、道路河川災害復旧、臨時財政対策債等々、１億

9,460万円でございます。これにつきましては195ページに調書がございます。後ほどごらん

ください。 

  12ページをお願いいたします。 

  歳出合計が、本年度予算額39億5,300万円、前年度予算額が39億7,300万円、比較が2,000

万円の減。本年度予算額の財源内訳、特定財源の国庫支出金が４億2,230万9,000円、地方債

が4,260万円、その他が１億8,986万円、一般財源で32億9,623万1,000円でございます。 

  以上で内容説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくご審議のほどお願い申し上げ

ます。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第20号議案は、予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

  ここで２時40分まで休憩をいたします。 
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休憩 午後 ２時３３分 

 

再開 午後 ２時４０分 

 

○議長（漆田 修君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２１号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第21号 平成22年度南伊豆町国民健康保険特別会計予算を議題とし

ます。 

  内容説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（松本恒明君） それでは、内容説明をさせていただきます。 

  歳出からお願いいたします。 

  223ページをお開きください。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。主なものを中心に説明させ

ていただきます。まず、13の委託料でございます。326万9,000円、200事業の国保連合会共

同処理事務委託料97万円でございます。一番下、207のバッチ処理委託料、ＴＫＣでござい

ますが、174万5,000円でございます。 

  次のページをお開きください。225ページをごらんいただきたいと思います。 

  １款３項１目運営協議会費でございます。国保運営協議会を年２回開催分の経費でござい

ます。25万3,000円でございます。 

  226ページをお開きください。 

  ２款保険給付費、１項療養諸費でございます。１目一般被保険者療養給付費７億8,200万

円。 

  ２目退職被保険者等療養給付費6,800万円。 

  ３目一般被保険者療養費680万円。 

  ４目退職被保険者等療養費120万円。 

  次の227ページでございます。 
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  ５目審査支払手数料208万7,000円でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２款２項高額療養費でございます。１目一般被保険者高額療養費１億1,000万円でござい

ます。２目退職被保険者等高額療養費800万円でございます。３目一般被保険者高額介護合

算療養費50万円でございます。21年度からの事業でございます。４目退職被保険者等高額介

護合算療養費50万円でございます。いずれも19節の負担金補助及び交付金でございます。 

  次のページ。 

  ３項でございます。移送費に入ります。１目一般被保険者移送費25万円、２目退職被保険

者等移送費25万円、いずれも19節でございます。 

  次のページ。 

  ４項出産育児諸費でございます。１目出産育児一時金630万円でございます。42万円で15

人分を予定してございます。２目支払手数料が5,000円でございます。 

  次のページ、５項葬祭費でございます。１目葬祭費150万円でございまして、５万円で30

人を予定しております。 

  ３款後期高齢者支援金の１項後期高齢者支援金等でございます。１目後期高齢者支援金が

１億5,380万9,000円、２目後期高齢者関係事務費拠出金２万3,000円でございます。いずれ

も19節でございます。 

  ４款前期高齢者納付金等でございます。１項前期高齢者納付金、１目前期高齢者納付金48

万1,000円、２目前期高齢者関係事務費拠出金２万4,000円、いずれも19節でございます。 

  ５款の老人保健拠出金、１項老人保健拠出金でございます。１目の老人保健医療費拠出金

が296万8,000円、２目の老人保健事務費拠出金が５万円でございます。20年度の確定に伴う

精算等でございます。 

  ６款介護納付金、１項介護納付金でございます。１目介護納付金が8,065万4,000円になり

ます。 

  ７款共同事業拠出金でございます。１目高額医療費共同事務医療費拠出金3,154万9,000円、

３目その他共同事業拠出金2,000円、４目保険財政共同安定化事業拠出金が１億6,467万

8,000円でございます。いずれも19節となります。 

  ８款保健事業費、１項特定健康診査等事業費でございます。１目特定健康診査等事業費

680万8,000円でございます。賃金等がありまして、主なものは委託料、13節でございますが

575万6,000円、200の特定健康診査委託料、賀茂医師会でございます。あとは国保連合会の
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処理委託料ですとか新システムの改修委託料とかというものがございます。 

  同じく２項１目保健衛生普及費でございます。520万9,000円でございます。これはレセプ

ト点検をお２人お願いしてありますので、その臨時員さんの賃金ですとか、19節で成人病検

診補助金、これは胃・大腸・乳がん、子宮がんに係る検診の補助金、自己負担分の補助金と

いうことでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ９款基金積立金でございます。１目支払準備積立金が６万5,000円。 

  次のページの10款公債費が、科目存置でございます。 

  242ページ。 

  11款諸支出金、１項償還金及び還付加算金でございます。１目の一般被保険者保険税還付

金が70万円、退職被保険者等保険税還付金が５万、以下償還金とか還付加算金等を計上させ

ていただきました。 

  最後の245ページをお開きください。 

  12款予備費でございます。 

  １項予備費、１目予備費200万円、昨年と同様に200万円を計上させていただきました。 

  次ページに給与明細等がございますので、また後でごらんいただきたいと思います。 

  205ページにお戻りください。 

  歳入でございます。１款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健

康保険税が３億1,118万円でございます。昨年に比べて1,739万4,000円ほど減でございます。 

  ２目退職被保険者等国民健康保険税3,343万8,000円でございます。 

  次、207ページでございます。 

  ２款使用料及び手数料でございます。１項手数料、１目督促手数料を15万円計上いたしま

した。 

  次のページでございます。208ページをお開きください。 

  ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目療養給付費等負担金でございます。２億7,039万

6,000円でございます。療養給付費等負担金が１億9,346万1,000円、後期高齢者支援金負担

金4,867万4,000円等が大きなものでございます。 

  ２目高額医療費共同事業負担金が788万7,000円。 

  ３目特定健康診査等負担金が95万5,000円でございます。 

  ２項国庫補助金でございます。１目財政調整交付金１億122万9,000円が大きなものでござ
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います。 

  次のページ、210ページをお願いいたします。 

  ４款療養給付費交付金でございます。１項療養給付費交付金、１目療養給付費交付金

7,817万9,000円でございます。現年度分として7,817万8,000円、過年度分として1,000円の

科目存置でございます。 

  ５款前期高齢者交付金、１項前期高齢者交付金でございます。１目前期高齢者交付金２億

9,587万2,000円でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ６款県支出金、１項県負担金、１目高額医療費共同事業負担金788万7,000円。 

  ２目の特定健康診査等負担金が95万5,000円でございます。 

  次のページ。 

  ２項県補助金でございます。１目財政調整交付金でございますが、5,516万1,000円を計上

させていただきました。 

  次が、215ページをお願いいたします。 

  ８款共同事業交付金でございます。１項共同事業交付金。１目共同事業交付金が1,577万

5,000円。これは高額医療共同事業交付金でございます。 

  ２目保険財政共同安定化事業交付金が１億6,467万8,000円でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ９款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金６万6,000円でございます。右の

説明欄の１支払事務費利子６万4,000円ほかでございます。 

  10款繰入金でございます。１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金5,664万円でございま

す。大きなものとしましては、保険基盤安定繰入金3,700万円、職員給与等繰入金500万円、

以下、記載のとおりでございます。 

  219ページをお願いいたします。 

  11款繰越金、１項繰越金でございます。２目その他繰越金として4,000万円、前年度繰越

金になります。 

  次のページをお願いいたします。 

  12款諸収入、１項延滞金及び過料、１目一般被保険者延滞金10万円でございます。 

  以下、２目退職被保険者等延滞金５万円等を計上させていただきました。 

  最後、222ページをお開きくださいませ。 
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  雑入でございます。これは１目１項雑入まで科目存置的に計上させていただいております。 

  204ページへお戻りいただきたいと思います。 

  歳出合計であります。本年度予算額は14億4,152万7,000円、前年度予算額は14億5,131万

4,000円、978万7,000円の減でございます。財源内訳としまして、特定財源国県支出金が４

億4,538万6,000円、その他が５億5,463万9,000円。一般財源としまして４億4,150万2,000円

という状態でございます。 

  以上で内容説明を終了させていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結いたします。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第21号 平成22年度南伊豆町国民健康保険特別会計予算は予算決算常任委員会

に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２２号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第22号 平成22年度南伊豆町老人保健特別会計予算を議題とします。 

  内容説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（松本恒明君） 引き続きまして、老人保健特別会計をお願いいたします。 

  町長が予算編成方針で申し上げましたとおり、20年３月の診療をもってこの制度は廃止さ

れておりまして、21、22年で請求遅延分ですとか過誤納調整分の調整期間となっていること
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を前提に計上させていただいたものでございます。 

  261ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  １款医療諸費、１項医療諸費、１目医療給付費200万円でございます。 

  ２目医療支給費10万円でございます。 

  次のページをごらんいただきたいと思います。 

  262、263と償還金、１目償還金、還付金等、次の２項繰出金の１目一般会計繰出金、それ

ぞれ1,000円ずつ科目存置をさせていただきました。 

  253ページをお開きいただきたいと思います。 

  歳入でございます。 

  １款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目医療費交付金2,000円、２目審査支払手

数料交付金2,000円でございます。 

  次のページでございます。 

  ２款国庫支出金、次のページの県支出金等につきましても同様に科目存置として計上させ

ていただきました。 

  256ページでございます。 

  ４款繰入金でございます。１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金59万2,000円でござ

います。 

  次の５款繰越金でございますが、１目繰越金として科目存置でございます。 

  次の258ページ。 

  ６款諸収入、１項１目延滞金、２目加算金につきましても科目存置でございます。 

  次の２項預金利子、１目預金利子でございますが、同様に科目存置でございます。 

  260ページでございます。 

  諸収入、３項雑入でございます。１目、２目第三者納付金、返納金とも科目存置でござい

ます。雑入で150万円計上させていただきました。これは保護調整できる診療報酬がもう既

に存在しないために、医療機関からの返還金を雑入で受けまして、再請求分として医療給付

費から支出するため計上したものでございます。 

  252ページにお戻りください。 

  歳出合計であります。本年度予算額は210万6,000円、前年度が251万6,000円、41万円の減

でございます。財源内訳としまして、特定財源国県支出金が2,000円、その他が4,000円、一
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般財源が210万円でございます。 

  以上で内容説明を終了させていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第22号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２３号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第23号 平成22年度南伊豆町介護保険特別会計予算を議題とします。 

  内容説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（松本恒明君） それでは、介護保険特別会計の内容説明をさせていただきま

す。 

  歳出からお願いいたします。 

  286ページからお願いいたします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。介護保険総務事務でござい

ます。大きなものとしましては、委託料の145万3,000円、バッチ処理委託料等が大きなもの

でございます。19節の負担金補助及び交付金が200事業で、賀茂郡介護認定審査会の負担金

が155万1,000円ということになっております。 

  ２項１目賦課徴収費23万7,000円でございます。役務費として通信運搬費、口座振替手数
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料等がございます。 

  ３項介護認定審査会費、２目認定調査費等でございます。これは認定調査等の事務で、主

に調査をお願いしています２人の臨時事務員調査員の賃金等を計上させていただきました。 

  ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費でございます。１目居宅介護サービス給付費３

億4,200万円でございます。 

  ２目特例居宅介護サービス給付費で1,000円、科目存置でございます。 

  ３目地域密着型介護サービス給付費1,560万円でございます。グループホーム等の給付で

ございます。 

  次のページでございます。 

  ４目特例地域密着型介護サービス給付費、科目存置でございます。 

  ５目施設介護サービス給付費３億8,400万円でございます。 

  ７目居宅介護福祉用具購入費150万円でございます。 

  ８目居宅介護住宅改修費450万円でございます。 

  ９目居宅介護サービス計画給付費3,960万円でございます。 

  10目は科目存置でございまして、いずれも19節でございます。 

  次のページ、293ページをお願いいたします。 

  ２項介護予防サービス等諸費でございます。１目介護予防サービス給付費1,440万円、要

支援１、２の方を対象とするものでございます。 

  ２目、３目につきましては、科目存置でございます。 

  次のページをお願いいたします。294ページ。 

  ５目でございます。介護予防福祉用具購入費として12万円でございます。 

  ６目介護予防住宅改修費として70万円。 

  ７目の介護予防サービス計画給付費としまして214万9,000円。 

  ８目につきましては、科目存置ということで、いずれも先ほどと同様19節に計上させてい

ただきました。 

  次のページ、296ページでございます。 

  ３項その他諸費ということで、１目審査支払手数料を81万9,000円計上させていただきま

した。 

  次のページ、297ページでございます。 

  ４項高額介護サービス等費でございます。１目高額介護サービス費として1,320万円、２
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目高額介護予防サービス費として12万円でございます。 

  次のページ、298ページ。 

  ５項特定入所者介護サービス等費でございます。１目特定入所者介護サービス費として

4,000万円でございます。 

  ２目特例特定入所者介護サービス等につきましては、科目存置でございます。 

  ３目特定入所者介護予防サービス費として10万円でございます。 

  ４目につきましては、科目存置でございます。ここのどの項もいずれも19節でございます。 

  次のページ、300でございます。 

  ３款１項１目財政安定化基金拠出金、これは科目存置でございます。 

  次の４款１項１目利子につきましても、科目存置であります。 

  次のページ、302ページをお願いいたします。 

  ５款地域支援事業、１項介護予防事業、１目介護予防特定高齢者施策事業費として811万

2,000円でございます。要支援、要介護になるおそれのある高齢者の方を対象とするもので

ございます。主なものは、委託料の781万4,000円でございます。特定高齢者転倒予防の健口

教室事業委託料でございます。これ20回分163万円、206事業の生活機能評価委託料としまし

て558万3,000円を計上いたしました。 

  ２目介護予防一般高齢者施策事業費として593万9,000円でございます。これも１目と同様

に委託料が主なものでございます。委託料として508万6,000円、介護予防生活管理指導員派

遣事業費としまして395万円、202脳の健康教室委託料、これはことし新たに導入する事業で

ございます。31万7,000円を計上したというところでございます。 

  次のページ、304ページをお願いします。 

  ２項包括支援事業任意事業費でございます。１目介護予防ケアマネジメント事業費でござ

います。計上額は604万円でございます。主なものは、給料１人分として277万2,000円でご

ざいます。あとは委託料が41万6,000円、職員の給料に伴う共済費等がございます。 

  305ページでございます。 

  ３目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業で744万7,000円を計上いたしました。これ

も包括支援センターの職員の給料等が主なものになります。 

  次のページをお願いいたします。 

  委託料としまして６万3,000円、住宅改修事業の委託料等がございます。 

  ６款基金積立金でございます。１項基金積立金、１目基金積立金として2,000円でござい



－93－ 

ます。 

  ７款１項１目につきましては、科目存置でございます。 

  ２項につきましても、１目、２目ともに科目存置でございます。 

  ３目の第１号被保険者保険料還付金につきましては、30万円の計上をさせていただきまし

た。 

  310ページでございます。 

  ８款予備費、１項予備費、１目予備費でございます。昨年同様100万円の計上をさせてい

ただきました。 

  271ページにお戻りいただきたいと思います。 

  歳入でございます。 

  １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料１億2,777万4,000円でございま

す。現年保険料としまして１億2,747万4,000円、特別徴収と普通徴収がございます。２節の

滞納繰越分として30万円を計上させていただきました。 

  次のページでございます。大きなものは273ページ、４款でございます。 

  ４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金１億5,056万3,000円でございま

す。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２項国庫補助金でございます。１目調整交付金6,846万円でございます。 

  ２目が地域支援事業交付金として介護予防事業の関係でございますが、333万8,000円の計

上。 

  ３目地域支援事業交付金としまして、包括支援事業等に係るものでございますが、500万

円を計上させていただきました。 

  ５款１項の支払基金交付金でございます。１目介護給付費交付金としまして２億5,764万

5,000円、現年度分でございます。 

  ２目地域支援事業支援交付金400万5,000円でございます。 

  次のページでございます。 

  ６款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金１億2,855万3,000円でございます。 

  ２項県補助金、１目地域支援事業交付金、介護予防事業として166万9,000円、２目地域支

援事業交付金、包括支援事業等で250万円ということで、ここら辺は税率の国の補助金等と

連動しているものでございます。 
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  飛んでいただきまして、280ページをお願いいたします。 

  ９款繰入金でございます。１項一般会計繰入金でございます。１目介護給付費繰入金１億

735万2,000円でございます。 

  ２目地域支援事業繰入金、介護予防事業として166万9,000円、３目地域支援事業繰入金、

包括支援事業等で250万円、４目その他一般会計繰入金で1,171万3,000円でございます。大

きなものは、事務費等繰入金で1,057万1,000円が主なものでございます。 

  次の２項でございます。基金繰入金でございます。１目介護給付費準備基金繰入金2,200

万円、２目介護従事者処遇改善臨時特例基金繰入金で191万2,000円ということになっており

ます。 

  次のページ、282ページ。 

  10款繰越金でございます。１項１目繰越金、昨年同様100万円でございます。 

  11款諸収入、１項の延滞金、加算金及び過料につきましては、科目存置でございます。 

  次のページ、285ページをお願いいたします。 

  諸収入のうちの３項雑入でございます。１目から４目までは科目存置でございます。 

  ５目の雑入66万円でございますが、右の説明にありますように利用者負担金ということで

計上させていただきました。 

  270ページにお戻りいただきたいと思います。 

  歳出合計であります。８億9,835万4,000円、前年度予算額が８億9,858万6,000円、23万

2,000円の減でございます。財源内訳としまして、特定財源で国県支出金が３億6,008万

3,000円、その他が２億8,736万5,000円、一般財源としまして２億5,090万6,000円でござい

ます。 

  以上をもちまして内容説明を終了させていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 



－95－ 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第23号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２４号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第24号 平成22年度南伊豆町後期高齢者医療特別会計予算を議題と

します。 

  内容説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（松本恒明君） 続きまして、後期高齢者医療特別会計につきまして、よろし

くお願いしたいと思います。 

  歳出から説明させていただきます。 

  330ページをお願いいたします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。職員手当以下記載のとおり

でございますが、大きなものは13の委託料、後期高齢者システムの保守点検委託料が63万円、

使用料、賃借料としましてパソコンの賃借料が72万4,000円というものが大きなものでござ

います。 

  ２項徴収費でございます。１目徴収費123万円でございます。大きなものとしましては、

13委託料のバッチ処理委託料が103万3,000円ということで、主要なものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金の１目後期高齢

者医療広域連合納付金でございます。１億1,311万2,000円でございます。内容としましては、

保険料負担金が１億604万6,000円、事務費負担金が706万6,000円ということになっておりま

す。 

  ３款諸支出金でございます。１項１目保険料還付金としまして50万円、２目の還付加算金

は1,000円、科目存置でございます。 
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  334ページをお願いいたします。 

  ３款諸支出金、２項繰出金でございます。１目一般会計繰出金は1,000円、科目存置でご

ざいます。 

  次ページ。 

  335に給料の明細がございますので、後ほどごらんになっていただきたいと思います。 

  321ページにお戻りいただきたいと思います。 

  歳入でございます。 

  １款１項後期高齢者医療保険料でございます。１目後期高齢者医療保険料7,797万8,000円

でございます。現年分として7,782万8,000円、滞納繰越金として15万円ほど計上させていた

だきました。 

  次のページ、322ページをお願いしたいと思います。 

  ２款１項手数料、１目督促手数料を２万円計上いたしました。 

  324ページをお願いいたします。 

  繰入金でございます。４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金が989万8,000

円の繰入金でございます。２目保険基盤安定繰入金として2,806万7,000円でございます。 

  ５款１項１目繰越金は、科目存置でございます。 

  327ページをお願いいたします。 

  ６款諸収入でございます。２項償還金及び還付加算金でございます。１目保険料還付金で

50万円。 

  ２目は、科目存置でございます。 

  328ページ。 

  ６款３項、４項ともに1,000円でございますが、科目存置でございます。 

  320ページをお願いいたします。 

  歳出合計でございます。本年度予算額が１億1,647万円、前年度予算額が１億3,603万

8,000円、比較で1,956万8,000円の減でございます。財源内訳としまして、一般財源が１億

1,647万円でございます。 

  以上で内容説明を終了させていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 
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○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第24号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２５号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第25号 平成22年度南伊豆町南上財産区特別会計予算を議題としま

す。 

  内容説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（鈴木博志君） それでは、議第25号 平成22年度南伊豆町南上財産区特別会計予

算の内容説明をさせていただきます。 

  初めに、346ページをお開きください。 

  歳出から申し上げます。 

  １款総務費、２項総務管理費、１目一般管理費でございます。一般管理事務で92万7,000

円でございます。最終予算は報酬、会長報酬、委員報酬21万9,000円、旅費でそれに関する

費用弁償12万6,000円、その他需用費が消耗品費で10万3,000円、積立金で財政調整基金の積

立金が40万円ということでございます。 

  続きまして、歳入でございます。 

  343ページをお開きください。 

  １款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入で48万1,000円でございます。土地

貸付料でございます。 

  ２目の利子及び配当金は、１万8,000円です。財政調整基金の利子でございます。 
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  次のページです。 

  ２款１項１目繰越金で42万7,000円でございます。前年度の繰越金でございます。 

  ３款諸収入、１項１目預金利子で1,000円でございます。 

  次に、342ページにお戻りください。 

  歳出合計で、本年度予算額が92万7,000円、前年度予算額が109万7,000円、比較で17万円

の減でございます。本年度予算額の財源内訳、一般財源で92万7,000円でございます。ご審

議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第25号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２６号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第26号 平成22年度南伊豆町南崎財産区特別会計予算を議題としま

す。 

  内容説明を求めます。 

  総務課長。 

総務課長（鈴木博志君） それでは、議第26号 平成22年度南伊豆町南崎財産区特別会計予算

の内容説明をさせていただきます。 

  初めに、358ページをお開きください。 
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  歳出から申し上げます。 

  １款総務費、１項総務管理費です。１目一般管理費で一般管理事務が45万5,000円です。

報酬で２万3,000円、旅費で１万2,000円、積立金で33万3,000円。積立金は、財政調整基金

の積立金でございます。 

  続きまして、355ページにお戻りください。 

  歳入でございます。 

  １款１項１目繰越金11万5,000円、前年度の繰越金です。 

  次のページです。 

  ２款諸収入、１項１目預金利子で1,000円でございます。 

  ３款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入で33万9,000円です。風力発電用地

貸付料が33万9,000円でございます。 

  続きまして、354ページをお開きください。 

  歳出合計で、本年度予算額45万5,000円、前年度予算額47万2,000円、比較で１万7,000円

の減でございます。本年度予算額の財源内訳は、一般財源で45万5,000円でございます。ど

うぞご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第26号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎議第２７号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第27号 平成22年度南伊豆町三坂財産区特別会計予算を議題としま

す。 

  内容説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（鈴木博志君） それでは、議第27号 平成22年度南伊豆町三坂財産区特別会計予

算の内容説明をさせていただきます。 

  初めに、371ページをお開きください。 

  歳出です。 

  １款総務費、１項総務管理費、一般管理費でございます。一般管理事務で901万9,000円で

す。報酬が８万4,000円、そのほか25節の積立金が753万6,000円、財政調整基金の積立金で

す。28節の繰出金、一般会計繰出金で130万5,000円でございます。 

  次に、歳入でございます。 

  367ページです。 

  １款財産収入、１項財産運用収入、１目で財産貸付収入で884万5,000円、土地貸付料でご

ざいます。 

  ２目で利子及び配当金が７万2,000円です。財政調整基金の利子でございます。 

  次のページです。 

  ２款繰入金、１項１目基金繰入金で1,000円でございます。 

  ３款１項１目繰越金で10万円です。前年度の繰越金でございます。 

  ４款諸収入、１項１目預金利子1,000円でございます。 

  続きまして、366ページをお開きください。 

  歳出合計で、本年度予算額901万9,000円、前年度予算額が905万6,000円、比較で３万

7,000円の減でございます。本年度予算額の財源内訳、特定財源でその他で７万2,000円、一

般財源で894万7,000円でございます。ご審議のほどどうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第27号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２８号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第28号 平成22年度南伊豆町土地取得特別会計予算を議題とします。 

  内容説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（鈴木博志君） それでは、議第28号 平成22年度南伊豆町土地取得特別会計予算

の内容説明をさせていただきます。 

  381ページをお開きください。 

  歳出から申し上げます。 

  １款繰出金、１項基金繰出金、１目土地開発基金の繰出金でございます。5,000円でござ

います。土地開発基金の繰出金でございます。 

  歳入でございます。 

  １ページ戻ってください。 

  歳入で、１款財産収入、１項財産運用収入、利子及び配当金で4,000円でございます。土

地開発基金の利子でございます。 

  次のページです。 

  ２款１項１目繰越金でございます。1,000円でございます。現年度の繰越金でございます。

ご審議のほどどうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 
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○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第28号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２９号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第29号 平成22年度南伊豆町公共下水道事業特別会計予算を議題と

します。 

  内容説明を求めます。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（山本信三君） それでは、議第29号の内容についてご説明させていただきま

す。 

  401ページをお開きください。 

  １款の下水道費、１項１目公共下水道建設費、公共下水道建設事業、本年度予算額は１億

7,500万7,000円、前年度に対しまして1,310万2,000円の減でございます。主な内容につきま

しては、職員２名分の人件費でございます。その他大きなものは、13節委託料に2,200万円

で、青野川右岸加納境から加畑橋までの２キロメートルの管渠実施設計と、それに伴う配管

処分のためのものであります。14節使用料及び賃借料の255万円は、複写機、自動車、パソ

コンなどでございます。 

  次のページをお開きください。 

  15節の工事請負費１億2,300万円ですが、下賀茂処理区管渠工事で口径150ミリ管を1,120

メートル予定し、予算計上させていただきました。22節補償費及び賠償金1,160万円につき

ましては、上水道等の移転補償費でございます。 



－103－ 

  次のページをごらんください。 

  ２款業務費、１項１目下水道総務事務でございます。本年度予算額926万3,000円、前年度

に対しまして５万8,000円の減でございます。職員１名分の人件費、ほかに役務費、通信費、

負担金、補助及び交付金で、主なものは下水道協会などの負担金でございます。 

  次のページを開けてください。 

  １項１目下水道使用料、賦課徴収事務168万9,000円、前年度に対しまして３万6,000円の

減で、主なものは、27節公課費として150万円、消費税でございます。 

  次に、下水道受益者負担金賦課徴収事務でございます。本年度予算額28万3,000円、前年

度に対しまして6,000円の増でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ２款業務費、２項１目下水道管渠維持管理事業、本年度予算額が280万2,000円、前年度に

対しまして13万1,000円の増です。主なものは、11節需用費、マンホールポンプ11基の電気

料118万8,000円、13節委託料129万円で、管路の内面調査・清掃でございます。 

  ２項２目下水道施設管理事業です。本年度予算額2,324万5,000円、前年度に対しまして

257万7,000円の減です。主なものは、11節需用費875万4,000円、内訳は電気等の光熱水費で

550万9,000円。次に、13節委託料1,126万円で、主にクリーンセンター等維持管理に1,060万

5,000円でございます。 

  次のページですが、15節工事請負費はクリーンセンター施設改修で、チャッキ弁改修事業

で275万円です。 

  次のページです。 

  ３款公債費、１項１目元金、本年度予算額１億4,480万2,000円、前年度に対しまして

2,063万5,000円の減で、この主な内訳は、９年度から着手しましたクリーンセンター建設費

の町債の据置期間が終わりまして、14年度から償還が始まって18年がピークでした。ピーク

が過ぎ、償還金が減額になるためでございます。 

  １項２目利子、本年度予算額3,165万2,000円、前年度に対しまして210万8,000円の減でご

ざいますが、町債の利子でございます。 

  次のページをお開きください。 

  ４款予備費、１項１目予備費10万円でございます。 

  次に、歳入について説明させていただきます。 

  391ページをお開きください。 
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  １款分担金及び負担金、本年度予算額1,015万2,000円、前年度に対しまして108万5,000円

の減でございます。 

  次のページをお開きください。 

  ２款使用料及び手数料、１項１目使用料、本年度予算額4,753万1,000円、前年度に対しま

して407万円の減でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ２款使用料及び手数料、科目存置でございます。 

  次のページをお開きください。 

  ３款保険支出金、１項１目下水道費国庫補助金、本年度予算額7,000万円、これは補助対

象事業費１億4,000万円の２分の１でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ４款支出金、１項１目下水道費県補助金でございます。科目存置でございます。 

  次のページをお開きください。 

  ５款繰入金、１項１目一般会計繰入金、一般会計繰入金は本年度２億729万4,000円で、前

年度に対しまして2,686万7,000円の減でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ６款繰越金、１項１目繰越金、繰越金につきましては、科目存置でございます。 

  次のページをお開きください。 

  ７款諸収入、１項１目預金利子、預金利子につきましても科目存置でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ７款諸収入、２項１目雑入、本年度予算額６万2,000円、前年度に対しまして４万7,000円

の増でございます。 

  次のページをお開きください。 

  ８款町債、１項１目下水道債、本年度予算額5,380万円、前年度に対しまして980万円の増

で、下水道債につきましては下水道債と過疎債で5,380万円を計上させていただき、これは

事業費に充当するものでございます。 

  最後に、390ページをお開きください。 

  本年度予算額は３億8,884万3,000円で、前年度予算額に対し1,217万5,000円の減となりま

した。この財源の内訳は、国県支出金7,000万1,000円、地方債5,380万円、その他受益者負

担金9,880万1,000円、一般財源が１億6,624万1,000円でございます。 
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  以上で内容説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第29号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第３０号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第30号 平成22年度南伊豆町子浦漁業集落排水事業特別会計予算を

議題とします。 

  内容説明を求めます。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（山本信三君） それでは、議第30号の内容についてご説明させていただきま

す。 

  426ページをお開きください。 

  １款総務費、１項１目総務管理事務、本年度予算額553万円、前年度に対しまして６万円

の減でございます。主な内容としまして、11節需用費50万円は施設修繕料でございます。13

節委託料498万円は子浦集落排水施設管理料でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ２款公債費、１項１目元金は、本年度予算額471万円、前年度に対しまして17万9,000円の

増で、町債元金償還金でございます。 
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  １項２目利子、本年度予算額347万1,000円、前年度に対しまして17万9,000円の減でござ

います。 

  次に、歳入について説明させていただきます。 

  421ページをお開きください。 

  １款分担金及び負担金です。１項１目漁業集落排水事業費分担金は、本年度予算額25万円

で、前年度と同額でございます。受益者分担金でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ２款使用料及び手数料、１項１目漁業集落排水施設使用料は、本年度予算額498万円、前

年度に対しまして６万円の減でございます。子浦集落排水施設使用料でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金は、本年度予算額843万1,000円、前年度と同額でご

ざいます。 

  次のページをお開きください。 

  ４款繰越金につきましては、科目存置でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ５款諸収入、１項１目雑入は、４万9,000円で前年度と同額でございます。これは処理施

設の火災保険料の使用者負担分でございます。 

  420ページをお開きください。 

  歳出合計です。本年度予算額1,371万1,000円で、前年度に対しまして６万円の減となりま

した。財源内訳としましては、その他受益者使用料収入が527万9,000円、一般財源が843万

2,000円でございます。 

  以上で内容説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 
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  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第30号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第３１号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第31号 平成22年度南伊豆町中木漁業集落排水事業特別会計予算を

議題とします。 

  内容説明を求めます。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（山本信三君） それでは、議第31号の内容についてご説明させていただきま

す。 

  440ページをお開きください。 

  １款総務費、１項１目総務管理事務、本年度予算額577万7,000円、前年度に対しまして７

万円の増でございます。主な内容としまして、11節需用費50万円は、施設修繕料でございま

す。13節委託料523万円は、中木集落排水施設管理料でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ２款公債費、１項１目元金、本年度予算額1,284万4,000円、前年度に対しまして141万

6,000円の減でございます。内容としては、平成20年度が償還のピークで、21年度より減額

となるものでございます。 

  １項２目利子、本年度予算額130万7,000円、前年度に対しまして20万8,000円の減でござ

います。 

  次に、歳入についてご説明させていただきます。 

  435ページをお開きください。 

  １款分担金及び負担金、１項１目漁業集落排水事業費分担金は、本年度予算額25万円、前

年度と同額でございます。 

  次のページをお開きください。 

  ２款使用料及び手数料、１項１目漁業集落排水施設使用料は、本年度予算額523万円で、
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前年度に対しまして７万円の増でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金は本年度予算額1,440万1,000円、前年度に対しまし

て162万4,000円の減でございます。 

  次のページをお開きください。 

  ４款繰越金、繰越金は科目存置でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ５款諸収入、１項１目雑入は本年度予算額４万6,000円で、前年度と同額でございます。

これは処理場施設火災保険料の利用者負担金でございます。 

  次に、434ページをお開きください。 

  歳出合計、本年度予算額は1,992万8,000円で、前年度に対しまして155万4,000円の減とな

りました。財源内訳としましては、その他受益者使用料等収入が552万6,000円、一般財源が

1,440万2,000円でございます。 

  以上で内容説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第31号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第３２号の上程、説明、質疑、委員会付託 
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○議長（漆田 修君） 議第32号 平成22年度南伊豆町妻良漁業集落排水事業特別会計予算を

議題とします。 

  内容説明を求めます。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（山本信三君） それでは、議第32号の内容についてご説明させていただきま

す。 

  454ページをお開きください。 

  １款総務費、１項１目総務管理事務、本年度予算額は468万6,000円で、前年度に対しまし

て26万円の減でございます。主な内容につきましては、11節需用費50万円は施設修繕料でご

ざいます。13節委託料411万円は妻良集落排水施設管理料でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ２款公債費、１項１目元金は、本年度予算額397万8,000円、前年度に対しまして185万

3,000円の増で、23節償還金利子及び割引料397万8,000円でございます。 

  １項２目利子は、本年度予算額323万7,000円で、前年度に対しまして９万3,000円の減で、

23節償還金利子及び割引料323万7,000円でございます。 

  次に、歳入についてご説明させていただきます。 

  449ページをお開きください。 

  １款分担金及び負担金、１項１目漁業集落排水事業費分担金、本年度予算額25万円で前年

度と同額でございます。 

  次のページをお開きください。 

  ２款使用料及び手数料、１項１目漁業集落排水施設使用料は、本年度予算額411万円で、

前年度に対しまして27万円の減で、排水施設使用料でございます。 

  ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金は、本年度予算額746万1,000円で、前年度に対しま

して176万1,000円の増で、一般会計繰入金でございます。 

  次のページをお開きください。 

  ４款繰入金は、科目存置でございます。 

  次のページをごらんください。 

  ５款諸収入、１項１目雑入は、本年度予算額７万9,000円で、前年度に対しまして9,000円

の増で、火災保険料の使用者負担分でございます。 

  次に、448ページをお開きください。 
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  歳出合計、本年度予算額1,190万1,000円で、前年度予算額に対しまして150万円の増とな

りました。財源内訳としましては、その他受益者使用料等収入が443万9,000円、一般財源が

746万2,000円でございます。 

  ここで、内容説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第32号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第３３号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（漆田 修君） 議第33号 平成22年度南伊豆町水道事業会計予算を議題とします。 

  内容説明を求めます。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（山本信三君） それでは、議第33号の内容についてご説明させていただきま

す。 

  27ページをお開きください。 

  収益的収入及び支出のうち、収入からご説明いたします。 

  １款水道事業収益、当年度予算額は２億3,654万円で、前年度と比較しまして316万8,000

円の減であります。収益の大部分であります１項営業収益、１目給水収益につきましては、

２億3,083万3,000円で、306万7,000円の減としております。これは、１節上水道料金１億
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8,152万1,000円、２節簡易水道等料金4,931万2,000円であります。 

  ２目受託工事収益は540万円で、前年度と同額でございます。主なものは、１節新設給水

工事収益500万円であります。 

  ３目その他営業収益が11万2,000円で、主なものは、材料売却収益であります。 

  ２項営業外収益、１目受取利息及び配当金は５万2,000円で、前年度と比較して10万1,000

円の減で、預金利子です。 

  ２目雑収益は14万3,000円で、前年度と同額で、主に３節その他雑収益であります。 

  次に、28ページをお開きください。 

  １款水道事業費用、本年度予算額は２億8,535万8,000円で、前年度と比較して288万4,000

円の増としております。内訳としまして、１項営業費用、１目原水浄水送水配水給水費は

5,028万4,000円で、409万8,000円の減であります。これは、上水道施設の維持管理費でござ

います。主なものは、11節委託料714万8,000円、13節修繕費1,318万6,000円、14節動力費

2,100万円、15節薬品費404万6,000円であります。 

  ２目受託工事費は540万円で、前年度と同額でございます。25節新設給水工事負担金です。 

  次のページです。 

  ３目総係費は4,835万4,000円で、前年度に比較しまして731万1,000円の増としております。

これは水道事業の経費に要する事務的経費で、内容は職員５名分の給与のほかに、主なもの

は11節委託料368万6,000円、   等です。12節賃借料131万5,000円であります。会計シス

テムリース123万6,000円です。 

  次に、30ページをお開きください。 

  ４目簡易水道等費は3,588万6,000円、前年度と比較しまして369万2,000円の減としており

ます。簡易水道の維持管理費や事務的経費としてであります。主な内容は、職員２名分の給

与のほかに、11節委託料653万円、これは水質検査委託で478万7,000円です。13節修繕費484

万8,000円、14節動力費550万円であります。 

  次のページです。 

  ５目減価償却費は１億902万円で、151万4,000円の増となっております。これは設備投資

に起因をするものでございます。 

  ６目資産減耗費は205万5,000円で、前年度と同額であります。 

  ７目その他営業費用は８万円で、前年度と同額であります。 

  ２項営業外費用、１目支払利息及び企業債取扱諸費は2,669万8,000円で、84万円の減とし
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ております。 

  ３目消費税は442万1,000円で、87万9,000円の増であります。 

  ３項予備費と４項特別損失は、前年度と同額であります。 

  次のページをごらんください。 

  次ですが、資本的収入及び支出予算のうち、収入についてご説明いたします。 

  １款資本的収入、本年度予算額は6,400万円で、前年度と比較して180万円の増としており

ます。 

  ２項国県補助金、１目国県補助金につきましては1,720万円で、簡易水道等施設整備事業

でございます。 

  ３項企業債、１目企業債は2,300万円で、簡易水道等施設整備事業起業債でございます。 

  ４項給水負担金、１目給水負担金は300万円で、前年度と同額です。 

  ５項建設改良工事負担金、１目建設改良工事負担金は2,080万円で、前年度と比較して160

万円の増で、１節建設改良工事負担金でございます。 

  次に、支出であります。 

  １項資本的支出、当年度予算予定額は１億5,564万円で、前年度と比較して1,194万2,000

円の減となっております。 

  １項建設改良費、１目水道施設改良費は１億716万6,000円で、前年度と比較して1,176万

5,000円の減となっております。内容は、職員１名の給与費のほかに、金額の大きいものは

50節工事請負費9,690万円であります。このうち、簡易水道等施設整備工事南上に関するも

のでございます。4,970万円であります。 

  ３目営業設備費は25万5,000円であります。これは、52節固定資産購入費、軽自動車バン

の購入をするものです。 

  ２項企業債償還金、１目企業債償還金は4,771万9,000円で、前年度と比較して43万2,000

円の減となっております。内訳は、財政融資資金元金2,665万8,000円、金融機構資金元金

2,106万1,000円であります。 

  ３項予備費、１目予備費は50万円で、前年度と同額であります。 

  なお、資本的収入が資本的支出に不足する額9,164万円につきましては、２ページ、第４

項、括弧書きにありますように、損益勘定留保資金、その他で補てんするものです。 

  以上で内容説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（漆田 修君） 内容説明を終わります。 
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  これより質疑に入ります。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  本案を予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議第33号議案は予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会宣告 

○議長（漆田 修君） 本日の議事が終わりましたので、会議を閉じます。 

  各常任委員会に付託されました議案審議のため、３月23日まで休会とします。 

  本日は、これをもって散会します。 

 

散会 午後 ４時０１分 
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平成２２年３月南伊豆町議会定例会 

 

議 事 日 程（第３号） 

 

                    平成２２年３月２４日（火）午前９時３０分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 議第１１号 第５次南伊豆町総合計画基本構想を定めることについて 
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日程第 ７ 議第２４号 平成２２年度南伊豆町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第 ８ 議第２５号 平成２２年度南伊豆町南上財産区特別会計予算 

日程第 ９ 議第２６号 平成２２年度南伊豆町南崎財産区特別会計予算 

日程第１０ 議第２７号 平成２２年度南伊豆町三坂財産区特別会計予算 

日程第１１ 議第２８号 平成２２年度南伊豆町土地取得特別会計予算 

日程第１２ 議第２９号 平成２２年度南伊豆町公共下水道事業特別会計予算 

日程第１３ 議第３０号 平成２２年度南伊豆町子浦漁業集落排水事業特別会計予算 
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日程第２０ 発議第２号 永住外国人に対する地方参政権付与に対する意見書 

日程第２１ 発議第３号 改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書 

日程第２２ 各委員会への閉会中の継続調査申出書 

日程第２３ 第１常任委員会の閉会中の特定事件の継続調査申出書 
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開会 午前 ９時３０分 

 

◎開議宣告 

○議長（漆田 修君） 定刻になりました。 

  ただいまの出席議員は11名です。定足数に達しております。 

  これより３月定例会本会議第３日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（漆田 修君） 日程第１、会議録署名議員の指名を議題とします。 

  会議規則の定めるところにより、議長が指名をいたします。 

   １０番議員  渡 邉 嘉 郎 君 

   １１番議員  横 嶋 隆 二 君 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第１１号の委員会報告、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） これより議案審議に入ります。 

  議第11号 第５次南伊豆町総合計画基本構想を定めることについてを議題といたします。 

  委員会報告を求めます。 

  第１常任委員長。 

〔第１常任委員長 竹河十九巳君登壇〕 

○第１常任委員長（竹河十九巳君） 第１常任委員会報告を行います。 

  本委員会に付託された議第11号 第５次南伊豆町総合計画基本構想を定めることについて

は、審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決定したので、会議規則第77条の規定によ

り報告をいたします。 

  開催月日及び会場、平成22年３月11日、南伊豆町役場３階委員会室。 

  会議時間、開会午前９時30分、閉会午前10時43分。 
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  委員会の出席状況及び委員会以外の出席議員、委員長以下、記載のとおりであります。 

  事務局長以下、記載のとおりであります。 

  説明のため出席した当局職員、町長以下、記載のとおりであります。 

  議事件目、付託件目、議第11号 第５次南伊豆町総合計画基本構想を定めることについて。 

  委員会決定、原案のとおり可決すべきものと決定。 

  審議中にあった意見、要望事項等。 

  議第11号 第５次南伊豆町総合計画基本構想を定めることについて。 

  特に、意見、要望事項はなかった。 

  ただし、基本計画（各論）について、下記のとおり質疑と答弁があった。 

  問 地域医療の体制の充実について、において診療所確保に努めるとなっているが、医療

機関の確保と変更してはどうか。 

  答 診療所確保を医療機関確保に変更する。 

  問 今までにない手づくりの総合計画になっておりよいが、これから町民に浸透させる必

要があるが。 

  答 ワークショップ等で町民の方々に参加していただき、苦心していただいた。 

  問 患者輸送の充実について、において、患者輸送バスと限定されているが。 

  答 当該箇所については、検討する。 

  以上であります。 

○議長（漆田 修君） 委員会報告を終わります。 

  委員会報告に対する質疑を行います。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論する者もありませんので、討論を終結いたします。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 横嶋隆二君。 

○１１番（横嶋隆二君） 今の議案に対して賛成の討論を行います。 

  総合計画を初めとした計画に当たっては、それを決めていくプロセスが一番重要でありま

す。本第５次南伊豆町総合計画に関しては、この計画を策定する期間の……討論でいいんで

すか。 
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○議長（漆田 修君） 討論でいいんです。 

○１１番（横嶋隆二君） 期間が短いこともあり、計画策定部署として担当部署、町長に対し

て手づくりの計画をつくる上での時間確保、あるいは予算のできる限り、手づくりで進める、

そういうことを提案してまいりました。時間的には短い中でも、ワークショップの形式をと

って、できる限り多くの意見を吸い上げるように努めていたこと。 

  また、概要を見ますと、そうしたプロセスを反映して、今までの取り組みの域を出て、発

展方向として、この町は高齢化が進行している中で、予防医療の充実、また特に、産業振興

の業界に対しては、自立でこのまちづくりを進める上で、これまでのこの間の実績をしっか

りと踏まえて、さらに充実する方向性、これについては計画策定を割り振って以外の議会の

意見も聞いて、企画にこれを補充していただいて、今後の方向性、これを、いわゆる一次産

業の振興を庁内関連の教育機関とも連携をして、それを進めていく、こういうことをとらえ

られて、今後10年間、またはその先に持続的に町が残っていく、そういうプロセスを踏まえ

たところという、それが当初に決められたというふうに考えています。 

  そうした点で、そのような中身を評価すると同時に、冒頭に言いましたように、計画はそ

のものができたことが終わりではなくて、これが出発点であって、町民の皆さんの中にこの

計画を一緒に進行しながら、町を１つずつ、また積み重ねて、この半島の先端の町で安心し

て暮らす礎を築いていくその取り組みを進めていくよう。 

  また、私もその一部になって、賛成討論とさせていただきます。 

○議長（漆田 修君） ほかに討論はございませんか。 

  渡邉君。 

○１０番（渡邉嘉郎君） 私も賛成の討論をさせていただきたいと思います。 

  本当にすばらしい第５次の南伊豆町総合計画基本構想ができたわけでございますけれども、

この構想を私は１市３町の合併が破綻になりひとり歩きをするという、南伊豆町が決めた以

上、この計画に基づいて、私はできないんじゃなくて、一つ一つを急がずに、焦らずに一歩

一歩歩く。そして、やり残しのない、私はスタートをしていただきたい。それは、赤ちゃん

でさえ一歩歩かないと２歩目が歩けない。だから、そのことについて一歩、歩くんだと。そ

うしないと、この構想が私は宝の持ち腐れになる。 

  ですから、このことを一つ一つ我々ももちろん一生懸命努力はしますけれども、私は行政、

そして、町民も一体になって三位一体になって、一歩一歩、歩いていく。そういうことを要

望して、私は賛成の意見とさせていただきます。 
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○議長（漆田 修君） ほかに討論はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結いたします。 

  採決します。 

  議第11号 第５次南伊豆町総合計画基本構想を定めることについては、委員長の報告のと

おり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第11号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２０号の委員会報告、質疑、討論、採決 

議長（漆田 修君） 議第20号 南伊豆町一般会計予算を議題といたします。 

  委員会報告を求めます。 

  予算決算常任委員長。 

〔予算決算常任委員長 谷  正君登壇〕 

○予算決算常任委員長（谷  正君） 予算決算委員会の委員長報告を申し上げます。 

  本委員会に付託された議第20号 平成22年度南伊豆町一般会計予算は、審査の結果、原案

のとおり可決すべきものと決定したので、会議規則第77条の規定により報告します。 

  開催月日及び会場、平成22年３月15日、南伊豆町役場防災センター。 

  会議時間、開会、午前９時30分、閉会、午後１時36分。 

  委員会の出席状況、記載のとおりであります。 

  事務局、記載のとおりであります。 

  説明のために出席した町当局職員、町長以下記載のとおりであります。 

  第２日目、開催月日及び会場、平成22年３月16日、南伊豆町役場防災センター。 

  会議時間、開会、午前９時30分、閉会、午後２時８分。 

  委員会の出席状況、記載のとおりであります。 

  事務局、記載のとおりであります。 

  説明のために出席した町当局職員、町長以下記載のとおりであります。 
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  議事件目、付託件目、議第20号 平成22年度南伊豆町一般会計予算。 

  委員会決定、原案のとおり可決すべきものと決定。 

  審議中にあった質疑または意見、要望事項。 

  第１款議会費、第２款総務費及び関連歳入について。 

  問、答という形で朗読させていただきます。 

  問 負担金補助及び交付金で、各種補助金39万7,000円があるが、どのようなものがあっ

て、件数は。 

  答 39万7,000円は調整額として計上している。 

  問 みなみ太鼓への補助金が５万円あるが、指導員、子供たちが一生懸命練習している。

５万円だと燃料費ぐらいにしかならない、増額は考えられないか。 

  答 この補助金対象団体は、中学生くらいまでの対象である。黒潮和太鼓等の町のイベン

トにも関係している。 

  問 庁用車が相当経過している修繕費や燃料費がかかる。購入したハイブリッド車等で代

用したらどうか。黒塗りの乗用車でなくてもよいのではないか。庁舎建設検討委員会の任期

を延長との説明があったが、委員報酬が計上されていない。 

庁舎建設検討委員会で議会が視察した木造の浜松市春野地域自治センターの視察を行うべ

きである。 

  答 庁用車は18年が経過している。安全性の面はあるが、まだ大丈夫だと思っている。 

庁舎建設検討委員会を実施設計が終了するまで活動をお願いした。時間的に間に合わなか

ったので補正で対応したい。庁舎建設での木造庁舎建設の検討については、まだ設計者が決

定していない。設計者を決めて協議をしたい。庁舎建設検討委員会の視察の件は検討する。 

  問 南伊豆町のシンボルを建設するのでコンクリートづくり、鉄骨づくり、木造か、それ

なりの建て方をすればできるが、木造の温かさは別である。多少経費がかかっても建設が延

びてもよいので、設計者が決まったら委員会と視察を行うべきである。じっくりと腰を据え

て認識を深めて欲しい。設計者が決まったら、議会に話をしてほしい。 

町の経済は不景気で疲弊していることは承知していると思うが、考えている以上にどん底

である。商店への物品購入については町内調達が徹底されていると確信している。建築等の

業者への対応について入札制度で行っているが、ひとり親方、あるいは、建築業の資格を持

たない者への配慮、役場から発注する配慮、種々の配慮をすべきである。 

ひとり親方等に見積もり依頼をして見積もりが一定金額を超える場合、その仕事が受注で
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きていない。それらに対する配慮も必要ではないか。 

  答 建設業関係の発注については、貴重な税金をもとに発注している。公共事業の発注に

ついては、一定のルールに基づき発注をしなければならない。小さな修繕的なものは小規模

修繕登録業者の登録をしていただき、見積もり徴収の上、契約をしているひとり親方的な業

者でも登録をしていただく。そのような努力をしてほしい。 

所管課が見積もりを徴取して、一定金額以上になって、高額なため入札に回るというケー

スがあるので、そのようなことがないように通知する。 

額に基づいてやっているが、委員の言うことも理解できるので、それぞれの担当部局にな

るべくかなえられるよう研究したい。 

  問 施政方針演説でも現状分析があったが、今後の財政見通しに関しては、政権が交代し

て積極的策や位置づけが変わっても安易な道ではない。足元を固めながら将来を見据えてい

かなければならない。一方では、住民の生活が大変な中、公共事業を位置づけ、コストパフ

ォーマンスを位置づけていくことになる。庁舎建設に関しては最小限の費用で最大の効果が

出る施設、その点が大切である。エネルギー関連をどう位置づけるか。ランニングコストと

初期投資の問題等々、総合的な観点から見て、幾ら需要を喚起するからといって膨大になっ

ては税の無駄づかいになる。無駄のない業務に支障のない程度を心がけながら耐用年数、地

元雇用を考え、箱物にかけるものをソフト事業で生産性を上げる。削減したものをいかに町

民の生活にバックアップすることができるか問われるが、その考えを。 

  答 基本的には削減するところは削減して行政を運営しなければならない。庁舎建設に関

しては平成22年度当初予算には計上していない。基本計画を検討委員会にまとめてもらい、

でき上がっている実施設計者が決定後には庁内検討を行い、町民のための庁舎にしたい。 

  問 ＡＥＤの予算が45万円の補助金として計上されているが、南伊豆町は場所が広く、幾

つあっても十分ではないのか。何基、どこへ配置するか。既に、町内50基以上が配置されて

いると思うが、配置場所を地図などに表示すればよいのではないか。 

  答 町内５地区（天神原、大瀬、中木、伊浜、落居）である。救急車の到達に10分以上か

かる地区に配置するリース料の２分の１の補助である。ほかの該当地区も要望してほしい。

ＡＥＤの配置は、町内すべての公共施設に配置、導入してある。地図への設置場所の表示を

観光情報等とあわせて検討したい。 

  問 区長報酬が35万円計上してある。34名となっているが、一人当たり約10万円である。

20人以下の少数区が多い地域がある。区の再編・統合を考えてもよいのではないか。 
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  答 区の再編・統合は、二、三年前から区長連絡協議会の中で協議していただいている。

小規模集落では高齢化が進み、同じ人物が何回も区長をやっている。行政側が主体的に動く

ことは難しく、３月に区長会があるので話してみたい。また、班の編成にも問題があると認

識している。 

  問 歳入について、町民税で個人、法人とあるが、前年度比６％の減となっている。どの

ような予測なのか。不景気ではなく毎年毎年下がっているのでは。固定資産税で825万5,000

円増加分があるが、どのようなものなのか。 

  答 町民税について景気等を考えて前年比で計上している。法人については226社あり、

町内が177社、町外が49社である。ほとんどが均等割で1,900万円、所得割900万円を見込ん

でいる。固定資産税は、土地は１億6,326万3,000円、家屋は２億5,700万円、償却資産で

7,400万円を見込んでいる。土地については、評価替えがあったため、家屋は新築の影響が

ある。 

  問 固定資産税の増加は大きな新築があったのか。 

  答 大きなところだとコメリがある。コメリが主に償却資産である。 

  問 風力発電の関係で、風車は償却資産となるのか。 

  答 風力発電については、ことしの分には入っていない。 

  問 風車は来年度の課税となるであろうが、償却資産の対象はどのくらいで、その予測価

は。 

  答 固定資産税は、土地、家屋、償却資産であるので、風力発電の風車は償却資産になる。

税額で予想すると、初年度6,000万円を見込んでいる。 

  問 風力の償却資産は6,000万円ということだが、増収分で交付税に影響があるのか。 

  答 基準財政収入額が増加するので、当然、交付税は減額となる。 

  問 基準財政収入額がふえて交付税が減る。基本的には余り大きな差はないのか。総体的

にプラスということか。自前のお金が入るということをどのように考えるのか。 

  答 基準財政収入額マイナス基準財政需要額であるので、南伊豆町は基準財政需要額が上

回っている。収入より需要が多いとその差額を補てんするのが交付税である。税金は町税と

して、課税額は計算の対象となる。徴収額ではなく課税が基準財政収入額になる。徴収率が

悪いと町としてマイナスになる。町税がふえるから交付税が減ると単純ではないが、若干、

交付税が減ることもある。 

  問 長年の経験で若干とはどの程度か、予測値をどう算出しているのか。 
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  答 難しい問題なので研究させてほしい。 

  問 区の統廃合の問題が出たが、かなり前から統廃合の問題が出ていた。特に、南上地区

から出ているわけだが、区と区が話し合って統合ができないので、町に仲立ちをお願いした

い意見が多かった。その後の進捗状況は。 

  答 区の再編に関しては、委員が区長さんのころからです。町としては、この再編を強制

することはできないので、区長連絡協議会で話題となったが、それ以降下火になって話が持

ち上がらない。個々には再編希望が多い。３月に区長会の開催予定があり、投げかけたい。

場合によっては検討会的なもの、協議会的なものができればと、町も仲立ちをしなければな

らないと思っている。 

  問 庁舎敷地賃借料1,764平米で276万2,000円、これは庁舎建設検討委員会の答申では現

在地だが、新庁舎建てかえのときは賃貸で行くのか、買収するのか、検討しているのか。住

民基本台帳の報償費の講師謝礼14万円はどのような内容か。 

  答 賃借料276万2,000円、1,764平米は所有者が３人です。庁舎敷地なので長期に考える

と買収の考えもあるが、買収の提案をしたが当面は従来どおりで。 

講師謝礼ですが、平成22年度は人権啓発活動委託事業の賀茂地区での南伊豆町が当番町で、

南伊豆東中、南伊豆中のＰＴＡ、一般を対象に考えている。その事業に対する講師謝礼であ

る。 

  問 印刷製本費で、広報紙を毎月発行すると言われたが、以前は５年間、２カ月に１回発

行となっていた。ふぐあいがあったからだと思うが。職員提案制度奨励金５万円となってい

るが、平成21年度の提案は何件くらいあって、どのようなものがあったのか。 

  答 平成17年度から５年間、隔月、奇数月に発行してきた。行事等のお知らせについては

月２回の発行をしてきた。町の施策とかいろいろ重要な広報については２カ月に一度のタイ

ミング的なものもあった。平成22年度から第５次総合計画を策定する中で、その基本理念に

「人が動き、まちが動き、協働によるまちづくり」、合併によらない単独のまちづくりで運

営していかなければならない。その中で、町が持っている情報を町民に提供するため、住民

の中からの意見を町政に反映していくため、毎月発行とした。 

職員提案制度については、平成21年度10件です。内容については、上半期、下半期という

形で２回周知機会を設け、毎月いつでも受け付ける。 

内容については、湯の花交流館での飲食提供、災害に備えたマニュアルの作成、南伊豆町

のＢ級グルメ、公用車の有効活用等である。議会でも議論があった湯の花交流館の飲食の提
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供は、直ちに実施との審査委員会の結論である。 

  問 財産管理の工事請負費で旧三浜小学校教員住宅解体工事の件ですが、西子浦の上のほ

うにあって、西子浦の住民が借りていたもので、いつ返して、何年経過していて、どのくら

いの広さで、その解体工事の契約方法は。 

  答 旧三浜小学校教員住宅解体工事150万円は、それはもとは教育用財産でしたが、２年

から３年前から普通財産として総務課が管理しているが、老朽化していて、入居している方

も転居することになり、平成21年度で契約を解除する。土地は西子浦の区の所有で、更地に

して返却する。規模は22坪、約74平米。平成22年度に入札で執行する。 

  問 自治体の使命は町民の福祉を守るということである。この経済状況の中で、町民の発

展方向（例えば、湯の花直売所）が見えながら閉塞感がある。それを打開していく道を第５

次総合計画で絵を描いて進める上では産業観光課、商工会や観光協会ではなく、もっと高い

ところ、町内全体、人材を育成していく企画、内向きを切り開く気概を持つ上で、職員はも

とより町民にもノウハウを蓄積していき、いざというときにオファーにこたえる。そういう

ものにこたえたとき、この町の魅力を産業に結びつけられる方向性があると実感する。啓発

の問題では、事業ノウハウや経営の問題もあると思うが、そのような企画をしていく必要が

ある。 

  答 いろいろ行政を進める場合、人材育成を言われたが全く同感である。職員だけでなく

町内のいろいろな専門的な方、見識のある方や知識のある方等を幅広く採用して、いろいろ

事業実施をしていくことが肝要と思う。それが幅広く町民が町政に参加でき、事業実施の場

合は協力していただける。 

まちづくりを全体的に行う中で、職員提案でも担当以外の職員が提案し、担当課での提案

は担当課の仕事中で取り組んでいる。また、自分の部署外での職員提案も行っており、自分

の仕事だけをやればよいと思う職員はいない。 

第５次総合計画を策定するに当たり、ワークショップへの公募をしたところ十数名の応募

があり、30名での会議となった。南伊豆町には職員以外でも優秀な方がたくさんいる。その

ような方の意見を聞きながら町政運営をやれば、すばらしいまちづくりができる。 

  問 現場の事業研修も必要であろうし、大学の講座の短期セミナーに職員だけでなく町民

の意欲ある方も派遣するとか、一次産業での農業分野のことがあるが、それを経営に生かし

ていく。経営学、ＷＥＢの構築や関連事業にそれらを含めて町を売り出す。町の出身で医者

になっている方もいる。半島先端で医療問題に苦労しているが、そのような問題でも、能力
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ある人材、人間性をあわせ持つ意欲を持った人物を育てていく。産業等の問題でも知識など

の蓄積があれば、この町を生かして発展させることができる。そのような点を具体的なプロ

グラムを組みながら、担当課だけでなく企画調整課から発信して町民全体に訴える取り組み

は。 

  答 総合計画にあるように住民の方々の協働によるまちづくりをしなければならないが、

町民の意見を町政に反映しながら運営していく。 

  問 総務管理費で、単独事業として750万円、徴税費で707万2,000円、これは固定資産税

で地図情報作成委託料で、空撮した写真を地図に載せて固定資産税の調査をしたいとの説明

だが、町内一円、全部か。町有地だけなのか。 

総務管理事業の町単独事業で754万5,000円計上してあるが、いろいろなものを合算したも

のであろうが、大きなものを１つか２つ説明してほしい。 

  答 固定資産税用地図情報ですが、町内全域を対象としていて、緊急雇用対策事業の対象

となる。来年度は、現況、ゼンリン等の取り込みも可能となり、消火栓の位置、水道・下水

管や要支援世帯の家屋等を表示することができる。平成23年度からは、職員の入力が可能と

なる。 

総務管理事業の内容は、西子浦の元職員住宅の解体工事、庁舎修繕工事、財産区の関係で

コミュニティー事業的なものやカーブミラーの修繕等である。 

  問 固定資産税課税台帳地図情報は町民課だけなく、総務課、上下水道課や庁内各課で使

用するとの理解でよろしいか。 

  答 そのように庁内全課で使用する。 

  ３款民生費及び関連歳入であります。 

  問 幼保一元化に関して陳情書が提出されているが、幼保一元化推進委員会委員報酬10万

5,000円の内容と（仮）南伊豆認定こども園開発行為設計委託料635万9,000円を予算に計上

してあるが、どのような進捗状況か。具体的に。 

  答 幼保一元化について、保護者、地域の方や議員に理解をいただいたと認識している。

平成22年度から設計に入りたい。設計するに当たり、教育委員会事務局や設計士で検討する

より、広く学識経験者等の意見を取り入れた中で事業を進めるべきと考え、10名程度で推進

委員会を考えている。学識経験者として保育所長のＯＢ２名、議会の第１常任委員長、児童

福祉法の観点から民生委員の主任児童委員２名、教育委員２名、教育長、教育委員会事務局、

あわせて10名程度で運営したい。 
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  認定こども園開発行為設計委託料は、敷地が4,812平米の広さであり、農地である。3,000

平米を超える場合は、宅地にする形状変更等は開発行為の申請となる。平成22年度に設計、

７月を目途に月５回ほど委員会開催、その後、農地転用、借り上げ民地の農地転用、開発行

為の処理を含め、平成23年３月まで処理、書類の作成を整えたい。ほかに用地買収や建物も

あるので、静岡県が取り壊すが11月までには取り壊したい。 

  問 幼保一元化推進委員会で検討することは大事なことであるが、決定しているような話

をされている。町長は承知していると思うが、南上地区の保護者から陳情があり、場所の問

題は軽々にそこありきの形でよいのか。 

  認定こども園を１カ所つくれば、財政的な理由で２カ所以上はつくらない。もっと議論が

必要ではないか。どう考えるのか。 

  答 本町の幼稚園、保育所のあり方については、過去に何回か説明してきた経緯がある。

南上の一部で反対署名等をされている。それらは教育委員会で対応している。 

  用地等の問題も出ましたが、それらを含めて委員会で検討したい。 

  問 幼保一元化推進委員会で検討を重ねているが、性急に設計委託料を計上する必要があ

るのか。委員会で場所等をもっと検討すべきとの結論に至った場合、この予算は執行しない

ということなのか。 

  答 そのような意見が出た場合、委員会で検討、再度検討することになる。 

  問 設計委託料については、あの場所で強行しないということ。予算執行を強制的にしな

いということでよろしいか。 

  答 あの場所へ幼保一元化の施設を建設するということで町は進めている。一部に意見が

あることも尊重しなければならない。実施の方向で取り組んでいくが、当初予算に計上した

以上、予算執行は計画に基づき進めたい。 

  要望として、幼保一元化推進委員会の総意をもって、また町民の総意をもった中で事業執

行、予算執行を願いたい。 

  問 障害者福祉の負担金補助及び交付金で、天竜厚生会補助金が計上されているが、南伊

豆町から天竜厚生会の施設に入居している方、前に富岳にも入居していたが、現在の状況を。 

  障害者地域生活支援事業の日中一時支援事業委託料の内容は、盲目の方が自宅にいる場合、

その家族が少ないので日中等に散歩などをしたいが介助者がいない。この場合、日中一時支

援事業でできるのか。 

  南崎保育所運営事務に関して、昨年改築した視察時の現場でコンクリートコーナーに防護
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材取りつけの話が出たが、その後施工したのか。 

  答 天竜厚生会浜名寮の補助金103万6,000円の件は、さきの本会議で補正減して、平成22

年度予算に再計上した。理由は、完成する予定の施設がもろもろの事情で着工できなかった

ため。天竜厚生会には、南伊豆町から２名入所している。富岳には２名から３名入所してい

る。 

  日中一時支援事業はつくしに委託してあるので、２次医療的なもの、デイサービス的なも

ので質問のあった、目の不自由な方の散歩等については、障害者自立支援法と介護保険法で

すと介護保険が優先となる。 

  65歳を超えると介護サービスの適用となる。今回の事例について、介護サービス、ヘルパ

ー等は議論があった。厚生労働省では一義的に否定することはない。ケース・バイ・ケース

で対応せよとのことであり、ケアマネジャーサービス調整会議を開催して検討することで可

能と考える。 

  防護材取りつけはまだ実施していないので、22年度で早急に実施する。 

  問 子ども手当ですが、町内約900名に支払うというが、支払いはいつ支払うのか。日程

的なもの、またその支払い方法は。 

  答 子ども手当についてはまだ法案が通っていないが、児童手当分が６月に２カ月分支払

われる。その後、日程を決めていくが、対象は953人、１億2,389万円で、６月以降となる。 

  問 子ども手当の支給方法について提案したい。現金ではなく、昨年の地域振興券のよう

なもの、南伊豆町内だけで使用できるものならば町内の振興となると思うが、検討して欲し

いが。 

  答 本事業は、町独自の事業ではないので、商品券等での支給は考えられない。現金を口

座振替で支給する。地域振興であれば、子育て支援ということで、３月から４月に今日三点

の募集の拡充を検討している。 

  問 臨時運転手貸金の51万4,000円が計上されているが、送迎用マイクロバスの運転手貸

金か。 

  答 そのとおりです。 

  問 金額的には、51万4,000円ということは、時間給ということか。 

  答 時間給の計上で、朝の時間と夕方の時間である。 

  問 老人福祉費で高齢者の食事サービス等々があるが、現在、寝たきりになられている方

はどのくらいいるのか。 
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  高齢者が生きがいを持って過ごせるよう、介護予防事業等々費用を計上してあるが、現役

で生活できる環境をつくり出すことがモットーである。衛生費に出てくる肺炎球菌ワクチン

等の予防医療もその目標の一環で、具体的に老人福祉事業で目標を持って取り組んでいるの

か。また、高齢者の食事サービス等々の拡充の意図はあるのか。 

  答 寝たきりの高齢者の正確な数字はつかんでいないので、介護認定の状況からだと要介

護５が42名、要介護４が60名、障害者の寝たきりを含めると100名前後と考える。 

  肺炎球菌とか予防という意味において、医療費の抑制よりも根本的な見地から抑えるとい

うことで、退院したその後の人生の質を維持していくことを考えていきたい。 

  食事サービスの拡充ですが、食事サービスなどについては、その都度、サービス調整会議

で検討を行っている。一概に拡充というのは単純に言い切れないので、以前、北海道の包括

支援センター等で推進している「見守り、寄り添い」そういったものを含め、地域で支援し

ていくバックアップをしていく。 

  問 寝たきりの方の数字は抑えていない。問題は、今の制度は介護認定が非常に難しくな

って、本来サポートすべきなのに手薄になってそういう状態に陥ることで手当てが必要にな

る。予防医療や食事サービスの拡充でサポートすることは寝たきりにならないということで

重要なことである。生活支援の見守りの体制を地域ではという点、長野県の栄村の下駄履き

ヘルパー制度が南伊豆町のような広い地域では参考になる。いずれにしても、経費の問題が

ある。生涯現役でいることをサポートすることを強めることが大事であるし、予防医療の点

からも制度が非常に厳しい状態になっている。行政で視野に入れて取り組み、本来の目的を

達成する上で何が必要かを進めてほしい。 

  答 地域全体で進めることに関しては、第５次総合計画に地域包括ケア制度の表現を使い、

町内全体が医療、福祉、健康、行政、住民が一体となって地域の住民の健康増進を進め、セ

ンター中心でも何十人もいるわけではないので思うように進まないが、医療機関、事業所と

協議、意見をいただきながら確実に進める。 

  第４款衛生費及び関連歳入についてです。 

  問 ごみ焼却炉の耐用年数を全体にあとどのくらいと考えているのか。 

  答 プラント全体というより、補修しながらやっていくので、建物の耐用年数がイコール

と考えている。 

  問 どのくらいの年数か。 

  答 平成３年の建築で平成43年くらいまでは補修しながらいく。 
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  問 長期的なことになるが、平成43年というと、あと20年くらいはある。だましながら使

っても、23年先にはこれを建てかえなければならない問題が起こる。相当費用がかかる。い

わゆる基金的なものを考えたらどうか。 

答 この焼却炉は、ご存じのように、毎年相当額の修繕費がかかっている。平成３年建築

だから20年近く経過している。一時は賀茂地区で100トンクラスの施設建設の話があったが、

国の補助制度が途中で変わって、それぞれ地域でということになった。町が単独で建設する

ことは相当な金額がかかる。今後、近隣の市町と話を進めながら将来に向けて取り組む必要

がある。まだ、具体的な話し合いは持っていないが、そういうことを視野に入れて検討した

い。 

  要望として、広域的にやるという考えがあるが、広域化の中で人口割による基金の積み立

てをやるというような話が出ればいいが、足並みがそろわない心配がある。少なくても南伊

豆町は大丈夫の体制をつくるため、長期構想の施策をやってほしい。 

  問 妊婦健診委託料で少子・高齢化の中、子供は何名くらい生まれる考えか。共立湊病院

問題で、河津町長の発言に対して、町民の中には不安感、危機感を相当数持っている。町長

は、この議会休会中に管理者として話し合いを持つのか、持ったのか。 

  廃棄物技術管理者講習会負担金があるが、技術管理者を置かなければならないが、現在は、

退職した職員を臨時採用して対処している。今度、この講習会に行く職員は何歳くらいか。

余り高齢だと後が問題となる。 

  答 妊婦健診ですが、社保、国保総計で約50名を想定している。国保だけですと15名くら

いである。14回分の健診である。 

  共立湊病院に関する近隣首長の発言の新聞報道に驚いている。早速、首長会議の調整を事

務局長に命じたが、それぞれの町で町長選挙が始まっていたり、始まるところがあり、また、

３月議会が開催中でもあり日程の調整がつかない。夜間、休日の調整をしたがつかなかった。

早急に真意を確かめたい。 

  廃棄物技術管理者ですが、現在、職員１人が資格を有している。職員が不在の場合、ＯＢ

を臨時職員として雇用している。講習会に参加する職員は30代の職員を予定している。 

  要望として、共立湊病院自体が存続できないのではないかとのうわさが勝手に出回ってい

るので、早急に町民が安心できるよう医療の空白をつくらないように対応を願いたい。 

  問 共立湊病院の位置づけ、これについては、この場でも何回も議論や答弁をしている。

賀茂医療圏域の唯一の公的病院、２次救急の拠点病院として、また、地域医療の中核病院と
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いう位置づけが何回も話されている。そこで、共立湊病院の近年における患者推移と病床稼

働率、これも一般質問で質問されているが、平成16年から20年の外来患者数ですが、平成16

年が４万4,594名、平成20年が３万4,066名ということは、ここで１万500名の外来患者が減

少しているのが現状である。入院は、平成16年１万5,368名、平成20年が１万2,541名、

2,800名ほど減少している。そして、病床稼働率は平成16年から20年を比べると、平成16年

が83.5％、平成20年が73.2％であり、約10年間で10％程度減少している。現在は、150床の

一般病床に対し、直近では100床を割ってしまうような月もあるように伺っている。これが

共立湊病院の状況である。南伊豆町の国民健康保険の受給率を伺いたい。平成16年度から平

成20年の状況を概算で答えてほしい。 

  答 国保については、歳入ベースは15億円で推移している。歳出ベースで15億から16億円

あったものが、平成20年度は後期高齢者とか退職者の扱いの制度が変わって一概には言えな

いが、平成21年度見込みでは14億2,000万円程度になる。共立湊病院の稼働率からの推移を

見ると、そう極端な落ちではない。これは病気になる方が減ったというより、高度医療、ド

クターヘリとか、そのような影響が推測される。 

  問 町内の件数は平成16年が約４万件程度、平成20年が約４万4,000件、約4,000件程度上

がっている。金額は、平成16年度が９億9,700万円で、平成20年が11億6,000万円ぐらいにな

っている。確かに、高度医療へいった方とかいろいろあろうかと思うが、国保だけ見ても給

付件数も額も上がっているわけで、片方では共立湊病院の外来、入院の数が減っている。こ

れを端的に分析することもできないが、病院長が言った病院の位置が悪い、人口減少等とは

っきり言われた。もう一つが、病院長の言葉ではないが、この経済状況が悪いとか、周囲の

状況に減少の影響が出ていることではないと言える。この辺は、担当として、病院の患者数

の減少は何が原因なのかつかんでいれば答弁を、なければ客観的に感想でも結構ですが。 

  問 人口減少という要素は大きいと思う。それから、ＤＶとか虐待とかの要素に貧困があ

ると言われている。一部では所得の減少や病院に行きたくても行けない家庭も中にはあるの

ではないかと考える。 

  問 この地域から外の病院に行く。例えば、長岡とか近隣の病院に通う方がふえていると

伺っているが、その辺は。 

  答 長岡行きの順天堂病院バスで、平成20年度は年間約600人、月平均50人の利用がある。

圏域の重要な要素と思うが、専門医が田方、沼津方面に集中していることもあると考える。 

  問 この病院に専門医がいないのが患者を外へ出している。病院の稼動、ベッド数の稼動、
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外来患者数の減少というのは、このようなところに問題があるということを認識いただきた

い。 

  答 病院の稼動率の問題は一般質問でもあり、病院の建てかえ問題で苦労しているときな

ので、このような問題を頭に入れながら検討材料にしていきたい。 

  問 南豆衛生プラントで南豆炭をつくって町民に配布していると聞いている。町民にはど

のような方法で宣伝して普及させていくつもりか。どのくらい配布されているか。 

  答 １日稼動すると150袋、南豆炭の利用状況は、下田市の公共施設、本町では花の会、

アダプトロード、最近では一般にも無料配布している。清掃センターで配布し、現在、321

袋配布した。宣伝は、報道機関を利用して知らせている。 

  第５款農林水産業費及び関連歳入についてです。 

  問 農業振興事業の委託料25万円、工事請負費170万円、この事業の箇所とその目的、方

向性は。 

  答 吉祥の町有地有効活用プロジェクトに基づき、伊豆急行から寄附を受けた70万平米の

うち、１万5,000平方メートルの農地部分である。農地部分については寄附を受ける際、農

地法の絡みで特定農地貸付法に基づき寄附を受けなければならない制約があった。特定農地

貸付規定を設けなければならないので、市民農園的なものという予算である。企画調整課を

初めとする役場庁内のプロジェクトに基づいて試験的にやろうということです。 

  目的は、農業者以外で農地に親しんで、そして、農作物、花卉類をつくったりする。 

  工事については、試験的な圃場を10区画整備する計画で、そのほか簡易な取水施設、駐車

場の整備である。 

  問 試験的に施工して農業者以外を対象ということだが、町内外を問わずということか。 

  答 そのとおりです。 

  問 10区画行うということだが、１区画の面積は。10区画を管理するわけだが、町の直営

か、委託か。 

  答 概要は、10区画で1,500平方メートル、１区画150平方メートルの予定。駐車場を830

平方メートル程度。管理については町直営である。 

  問 これまで中山間事業で施行された川合野、伊浜の急傾斜の土地の件、その事業が制度

変更でなくなったと思うが、この制度でやってきた地域に新たな方策を考えているのか。 

  答 中山間地域制度は５年間の時限立法となっていた。本年３月で終了となる。新たに平

成22年度からの計画となる。広報紙で、中山間地制度を募ったり、あるいは今までの伊浜、



－19－ 

市之瀬、川合野等の方々と協議したところ、高齢化が進み、制度の活用が難しくなってきた。

法的には継続しているが、平成22年度の予算計上はゼロとした。 

  問 緊急事業で津波、高潮対策を中木で施行することになっているが、事業の内容とどの

位置か。 

  答 平成22年度、23年度、２カ年の事業となっている。中木地区の陸閘、胸壁開口部の木

製板式からアルミ合金製に改修する。その他、既設護岸の耐震診断、津波に対する防災パン

プレット、ハザードマップ等々の作成を行う。陸閘が５基5,000万円、平成22年度で２基

2,000万円、既設護岸の耐震診断400万円、防災パンフレットが300万円である。 

  問 陸閘５基はパラペットのかさ上げではなく、陸閘をつくるだけか。事業はどのような

形か。 

  答 パラペットのかさ上げは地元と協議した結果、考えていない。船揚げ場から船置き場、

パラペットのところの通常出入りしている場所に陸閘を設ける。手前の里地区のほうへ角材

をはめている階段堤があるところ、それと防波堤、河川の導流堤を兼ねた防波堤等に陸閘を

設ける。 

  問 先ほどの中山間地域の問題でも、担い手が高齢化して大変な面がある一方で、湯の花

は農業者だけでなく、新たに農業を始める退職農業者にとっても期待の持てる場所になって

いる。これを本格的に振興して、専業者を育てることではなくて、退職者を含めて農産物、

食料をつくっていくその一端を担う取り組みに力を入れるべきである。湯の花は、現状では

生鮮品がほとんどであるが、生活に必要な加工品を製造すれば付加価値もついて、身近な産

業となる。大きなものではなくても生活に根差したものになるし、収入源にもなる。その点

について、政策的に展望を、考えがあるのか。 

  答 農林水産物の生産、それを加工しブランド品をつくる。食事どころとも絡んでくる。

いろいろな農林水産物が生産・出荷に結びつくような政策、食事どころ、直売所の充実も関

係してくる。消費、生産がふえ、施設の充実により雇用につながる。 

  客のニーズやいろいろな面で施設の検討をしなければならない点もある。総合的に客の要

望等にこたえられるように、また湯の花直売所をお願いしている皆さんの協力があってでき

ることで、その点を認識して協議しながら取り組む。 

  問 福祉の充実と並行して健康面を延ばしてまちづくりをした長野県の佐久市の例がある

が、南伊豆町でも農業が疲弊している中、直売所を開設し、発展の方向性が見えている。客

を呼ぶというより、町の人々が生産活動をして輝いているかどうかで客にとってサイトシー
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イングになる。そのあらわれが湯の花になっている。南伊豆町には、杉並区の健康学園があ

るが、そこの商連がアンテナショップを開設する準備をしている。地産地消と都市間交流で、

都市の方々には魅力的だということで要請がある。流通やルートが開かれれば展望を持たせ

ることができると思うが、どのように受けとめるのか。 

  答 アンテナショップは東京都内のあちらこちらにかなり見受けられるようになった。シ

ョップなので、どのような形態のアンテナショップがあって、どれだけの規模でやれるのか。

どういうものなのか、もっと検討しなければならない。地元でとれたいろいろな産品、商品

を地元で売るだけでなく、出先で販売ができれば生産につながるので、精査しながら前向き

に検討したい。 

  問 荒廃農地をどうしていくのか。町としても打つ手が難しいのはわかっているが、どの

ようにしていくか聞きたい。 

  イノシシ問題については、農協が従業員を雇ってイノシシ対策をやると聞いたが、予算に

報奨金があるが、その兼ね合いも出てくる。イノシシ対策を農協が行うことについての町と

しての考え、協力度合い。どのように協力していくか。 

  答 荒廃地対策については、農業振興会による元気な百姓祭り、ボランティアの吉祥再生

会による草刈り、町内外の農地の所有者へのダイレクトメール、広報紙による啓蒙活動、農

業委員会の農地バンクへの登録や定住促進事業による就農者促進等を現在実施している。 

  有害鳥獣対策については補助制度による電さく、ワイヤーメッシュの活用、猟期以外の許

可による捕獲や年間を通して猟友会に委託しての捕獲などを実施している。 

  農協の有害鳥獣の捕獲ですが、静岡県の緊急雇用対策事業の一環である有害鳥獣の被害で

困っているので、推進してもらいたい。静岡県の緊急雇用対策なので報奨金は出ない。 

  問 イノシシ対策について農協はどう考えているのか。制度的なものはどのようなものな

のか。 

  答 静岡県の緊急雇用対策事業で、賀茂地区すべての地区（市町）において、３名ずつ緊

急雇用として実施している。おりによる捕獲・調査ということで、狩猟期間が始まる10月い

っぱいまでの許可を受ける。農協はおりを16基所有しているが、支所があるので１カ所４基

配布することになる。町所有のおりがあるので、協力依頼がある。 

  問 収入に差田一丁田グラウンド使用料10万円と計上されているが、割合はどうなってい

るのか。 

  答 差田グラウンドは９万円、一丁田グラウンドが１万円である。 
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  問 一丁田グラウンドは以前に比べ、大分利用も少なく、管理が大変との話もあるが、ほ

かに借り手がいるとの話があるので、地元と協議してはどうか。 

  答 今後の有効利用については、土地の所有者である伊浜区と協議、検討をする。 

  問 一丁田グラウンドは緊急のヘリポートになっているが、引き続き優先的に使用するこ

とで協議してほしいか。 

  答 災害時のヘリポートとして場所的に条件がよいので、優先的に使用させていただきた

い。 

  問 青野八木山線は継続事業と聞いているが、予算書に数字等が計上されていないが、青

野八木山線はどのように工事をするのか。一條加増野線はどうなのか。 

  答 青野八木山線は、21年度568メートル、8,085万円、22年度400メートル、7,800万円、

23年度588メートル、１億1,900万円、24年度250メートル、6,000万円。25年度250メートル、

6,000万円。最終年度は560メートル、4,000万円。合計2.5キロ、３億5,750万円である。 

  問 今の説明だと7,800万円、次年度の予定だが計上されていないが。 

  答 県の代行事業であり、県が工事をやる。一條加増野線は進展していない。縦貫道のバ

イパス的な話もある。 

  問 おさかな普及協議会負担金があるが、どのようなものか。 

  答 魚介類や国民の食生活に欠くことのできないたんぱく源や健康食品である魚の消費拡

大と供給を図るものである。 

  問 津波対策事業で駐車場使用料6,000円があるが、どのようなものか。 

  答 職員の出張時の駐車料である。 

  問 農地法の改正があり、適用強化があったが、その内容は。 

  答 平成21年12月３日農地改革プランで示され、食料自給率の向上と荒廃農地対策で厳格

化された。違反をすると法人で１億円、個人で300万円となった。 

  問 農地を一まとめに規制していくのはよくないと思う。南伊豆町の場合、総合的な農業

計画の中で農地の線引きをして、残す農地とそうでない農地を区別すべきではないか。農地

の青地の部分は、10年に一度見直しがある。実情を調査して、実態に沿うような線引きを検

討する。 

  要望 一條加増線について、ぜひ強力に推進してほしい。 

  問 町内林業者が大分雇用をふやしている。ぜひ、事業を進めて雇用をふやしてほしい。

そして、木炭製造、木炭を利用したエコエネルギーを活用した話も出ている。それらに対す
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る町の取り組み、考え方。 

  答 平成18年度からの500円の森林税の絡みで、森の力再生事業、平成19年度79.49ヘクタ

ール、4,827万円、20年度、34.34ヘクタール、4,178万9,000円、21年度、40.3ヘクタール、

8,147万7,000円となっている。雇用の面でもかなり効果がある。 

  問 この町は昔から木炭の町だった。木炭製造では日本一だった。それで、里山も管理さ

れていた。森林を整備し里山も整備していけば、有害鳥獣の問題も解決される。さらなる新

しい取り組みを。 

  答 今ではシイタケのほだ木とか燃料用のまきとか、木炭とかの利用でしかなかったが、

木材ベレット等にも活用も考えられるので、伊豆林業活性化センターや静岡県と検討して有

効活用の道を探りたい。 

  問 南伊豆町の森林の80％は広葉樹とのことだが、計画的に場所を決めて伐採をしていく。

そのサイクルを使って、シイタケのホダ木の活用、林産材から農産物をつくる、そういう点

がみどりの分権改革モデル事業だと思う。 

  木造住宅では1,000年以上の歴史があり、地震にも耐えてきた。人間が生活する上での環

境面についてもすぐれている面がたくさんある。すぐれた技術を持った職人もたくさんいる。

そこを積極的にアピールするべきではないか。 

  答 木を有効活用して雇用の転換とのことですが、各種エネルギー利用、家庭での利用、

シイタケへの利用を促進していきたい。 

  木造住宅の普及ですが、静岡県には木造住宅の普及について、静岡優良木材の支援制度が

ある。１棟が床面積80平方メートル以上、45％以上を静岡県の優良木材認証製品であれば、

１棟につき30万円の助成を行う制度があるが、木材の乾燥率が20％以上でなければならない。

伊豆地区には乾燥所がないので助成が受けられない。それらの整備の検討が必要である。 

  湯の花農林水産物直売所等で木材のよさをアピールの件ですが、関係機関と協議していき

たい。 

  今後取り組む住宅リフォーム、この面でも関係者と利用促進を考える。 

木材の利用促進や木造建築の普及については、各種いろいろクリアする問題があるので、

できるところから取り組む。 

  問 地元材を使用する上で、伊豆地区に乾燥所がないのがネックになっているならば、そ

れらを活用するうえで広域で共同乾燥所を持つべき。 

  答 木材をいかに有効利用するかということになる。古くから住んでいる住宅も木材でで
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きている。乾燥ということになると１町だけでは難しい問題でもあるし、共同でやるとなる

と疑問もあるが、折に触れ、話を出していく。 

  問 伊豆急行からの寄附の土地で市民農園を約10区画、1,500平方メートル、１区画150平

方メートルですが、10区画を試験的にやる。申し込みが多かった場合はどうするのか。将来

の構想をどのようにしていくのか。 

  答 吉祥町有地有効活用プロジェクトに基づいて進めている。申し込みが多ければふやす。

全体の有効利用を考える。 

  問 将来の構想がなくてやっていくのではないだろうか。定住促進か。人口をふやすのか。

農業でやるのか。プロジェクトで話し合っていないのか。 

  答 そのとおりで、企画調整課が束ねているが、農地部分でもあり産業観光課が担当した。 

  要望 寄附を受けた伊豆急行に感謝の意味からも、ぜひ、南伊豆町の将来の明るい展望が

開けるような構想を計画していただくよう要望する。 

  問 松くい虫の防除に関し、樹幹注入か散布をしているが、昨年は夏が暑かった。松くい

虫は夏暑く雨が少ないと発生率が多いが、防除をやった後の立ち枯れが見られたが、調査を

やっているのか。 

  答 枯れ松の調査は実施している。落居で枯れ松を伐倒し、焼却した。 

  問 一條加増野線は、感光面でも有事のときでも大変貴重な道路であり、国道414号線が

よくなったので、ぜひやってほしい。 

  答 要望として承る。 

  ６款商工費及び関連歳入について。 

  問 緊急雇用創出対策事業はどのような内容を考えているのＫ。あ 

  答 町内の施設、道路、公園などの草刈り、固定資産税の課税地図情報作成業務である。 

  問 観光面で南伊豆町の地図を作成するときに、トイレ、ＡＥＤの設置位置等を明示して

ほしい。亜熱帯公園の整備・管理費の予算を計上してほしい。 

  答 平成22年度予算で４カ国語のパンフレットを３万2,000部作成する中で、更新時に変

更したい。観光協会や観光関係機関と協議していきたい。 

  問 各地区で行っていた花火大会が資金難等で中止に追い込まれている。公募補助金の対

象となるのか。 

  答 初年度は二、三件あったが、評価をしたなかで補助金の要望額、金額要望というので

はなく一部補助したケースがある。現在では、補助金対象団体はなっていない。 
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  問 地域のささやかなイベントに対して配慮するのは観光にとっても必要と思う。地域か

ら上がってきた段階で、その辺を考慮して対応してほしい。 

  答 地域の小さなことにも目を向けてほしいとのことだと思います。地元とよく協議し、

それぞれケース・バイ・ケースで、内容をよく精査して取り組みたい。 

  問 ２月５日から３月10日まで３のさくらと菜の花まつりが開催され、30万人以上の観光

客が訪れた中で、湯の花へすべてのイベント会場が移動した。 

  それで通るお客もめっきり少なくなった。下賀茂商店街との連係プレーの協議を最近やっ

ているのか。下賀茂商店街の若者が一生懸命イベントで取り戻そうと盛り上げていた。それ

らに耳を傾け、目を向けて取り組んでほしい。 

  答 下賀茂商店街の飲食マップを作成し、観光協会に置いて案内した。バックアップにつ

いては、観光関係期間と協議して進めたい。役場庁舎建てかえ時に敷地をイベント会場に使

用できるよう検討していきたい。そうすれば人の集まりができると思う。それらを含めて検

討したい。 

  問 人材がいて、その人材がやる気があれば、少々の困難も乗り越えられる。前向きな気

持ちがあれば、エネルギーが自然とわいてくる。必ずしも、多額の補助金等の助けも必要な

いのではないか。 

  答 環境づくり基盤整備ということはないのか。今行っていることを見きわめながら、認

識しながら、総合的に判断して、将来に向かっての方策を検討し取り組む。 

  問 都市間連携や自治体連携を通じて、その地域にしかないものを提供して交流する。そ

して、人口の多いところとの連携を強めれば地域の発展となる。そして、根づいたお客の誘

致にもつながる。 

  答 まちづくりは人づくりと言われる。アンテナショップの連携の話があったが、役場が

あり、魅力ある商店街があり、魅力ある交流館があり、そして、一次産業、二次産業、三次

産業とで相乗効果を生み出す。 

  問 商工振興費と観光振興費の減額幅が大きいが、これはどんな理由か。商工会館が老朽

化して耐震性に問題がある。この経済状況では建てかえも難しい。郷土資料館の話もあるが、

どのような方向を考えているのか。 

  答 商工振興費ですが、利子補給が21年３月31日で終了したためである。観光振興費はハ

ード面の妻良の海上アスレチック事業、観光用トイレ事業の終了である。 

  商工会からの要望が先般あった。庁舎建設に取り組んでいるので、具体的な検討はしてい
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ない。敷地の中へ可能かどうか。どういった方策が一番いいか、商工会長とも話をして検討

したい。 

  ７款土木費及び関連歳入について。 

○議長（漆田 修君） 委員長、報告の途中でありますが、ここで10時45分まで暫時休憩とし

たいと思います。 

  休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時３４分 

 

再開 午前１０時４５分 

 

○議長（漆田 修君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

〔予算決算常任委員長 谷  正君登壇〕 

○予算決算常任委員長（谷  正君） 報告をする前にちょっとまた訂正をお願いしたいんで

すが、今の６款の中で商工振興費の利子補給が「平成21年３月31日」と書いてありますが、

これ、平成22年と訂正していただけますか。23ページです。そこの真ん中辺に商工振興費の

利子補給が21となっていますが、22と訂正をお願いします。 

  それでは、続きまして、７款土木費及び関連歳入について。 

  問 町営住宅が加納に10戸、災害住宅が２戸あるが、これらは耐震性が大分落ちていると

思うが入居しているのか。住宅リフォーム事業で耐震補強と抱き合わせでやれば非常にいい

ことだと思うが、この事業に対して職員の人員配置はどう考えているのか。 

  成持吉祥線が22年度で終了するが、国道136号線への取りつけ部分の工事も終了するのか。 

  答 加納の住宅については耐震性がないということで、現在、入居している方が出て空室

になった場合には募集をかけない。住宅リフォームの関係ですが、事務量としてかなりのも

のになると思っている。事務量に関してはどの程度ふえるかを考えていく。 

  成持吉祥線は、加納の泉の三叉路、吉祥側の三叉路、両方とも平成22年で終了予定である。 

  問 さくらまつりや青野川マラソンがふるさと公園で開催された。老人ホームの前の中島

には橋が１つしかない。観光や青野川マラソンのことを考えると、両岸に橋がかかっていれ

ば河川堤防が使え、大分変わってくる。土木事務所に要望していただけるのか。 

  答 橋がかかることによって堤防が生かされる。河川管理者の静岡県に聞かないとわから



－26－ 

ないが、現地を見て検討する。 

  ８款消防費及び関連歳入について。 

  問 備蓄医薬品保守点検委託料150万円が計上されているが、この薬品は災害時の医薬品

と思うが、どのように保管されて、どのような利用状況なのか。 

  答 三坂の差田グラウンドの防災倉庫や町の防災倉庫に備蓄、保管してある。薬品である

ので耐用年数があり、注射器等も備えている。保守点検の中には検査をする作業も入ってい

る。３年から５年の耐用年数の品物もあり、毎年、組み合わせて保守点検をしている。 

  ９款教育費及び関連歳入です。 

  問 就学指導臨床心理士の内容は、今までどのような内容をやっているのか。 

  答 毎年、学校に入学する子供を普通教育を受けられるか、普通教育を受けられないかと

か、いろいろ困難なことを審議する就学指導委員会を毎年開催している。その際の大きな資

料として、その子供が医学的見地に立ってどうかとか、実際に面接して判定を専門家（臨床

心理士がこれは多いんですが）に依頼する報酬である。 

  問 身近に父親を亡くした子供たちがいるが、そういう子供は心理的に大変なショックを

受けている。それらをこの方たちでやっているのか。どういう対応をとるのかわからないが、

臨床心理士はやっていくのか、できるのか。 

  答 予算との絡みと臨床心理士が非常に忙しく、探すのに苦労している。対談したり、安

心感を与えることができるか、やれるだけのことはやる予定である。 

  問 石垣りんの一周年記念で谷川俊太郎氏が来町し、講演された。その状況がどうであっ

たか聞きたい。 

  答 谷川俊太郎親子の講演は、親子での詩の朗読、息子さんがピアノ演奏をやった。大変

好評で、いすを400席用意したが満席となった。岐阜、名古屋、静岡、神奈川、東京からも

かなりの数の人が来町した。半数が町内の方で、賀茂郡下からも多数来た。大変すばらしい

演奏で、親子のあるべき姿を見せてくれた。 

  意見 南伊豆町の文化を向上させることは非常に大切なことと思う。ぜひ来年も続けてほ

しい。 

  問 社会福祉協議会が武道館へ入ったのが２年前、そのとき議会にも利用団体からいろい

ろ使い勝手が悪いとかいろいろな要望があったが、社会福祉協議会が入る前と現在でも、不

満を持っているように見受けられるが状況を聞きたい。 

  答 意見の食い違い等の話もあったが、その後、３回ほど武道関係者に集まってもらい、
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意見を出し合って直せるところは直し、今はうまくいっている。 

  問 教育資金利子補給補助で１％を支出しているとのことだが、金額の上限枠は。また、

現在、どのくらいの上限で貸し出しているのか。件数は何件あるのか。 

小中学生の定期券を町が配布していると聞いているが、平日用の定期券のため部活等があ

ると親が送っていくとか、回数券で対応しなければならないと聞いている。土日も使用でき

る定期券は考えられないか。 

  答 土日も使えるパス券とのことですが、土日にクラブ活動をしている児童生徒には、回

数券を発行している。全員となると相当負担が大きくなるので、今までどおりの回数券で対

応したい。 

  利子補給については、昨年は要望がなかった。広報が足らなかったのかと思う。平成22年

度は、広報等を利用してＰＲしていく。 

  問 武道館の管理運営について質問があったが、15日は心配事相談を武道館で行っている。

他の団体が入ると相談業務に支障を来す状態である。3月、年度末であるので、社会福祉協

議会の理事会、評議委員会を武道館で開催しようとすると、合宿が入っている中で中央公民

館で開催するようになるが、その実態をつかんでいるか。 

  答 合宿等が入っていて社会福祉協議会が使用する場合は、事前にわかっていればあけて

いただく。合宿は何カ月も前に予約をいただくが、時間的なずれもあると思う。 

  問 図書購入費がこの間、ずっと減額されている。先ほど全体の人材育成で提案したが、

そのような観点も入れて、書物や関連する資料をそろえる上で、意欲的に伸ばすことも必要

と思うが。 

  答 前にも指摘を受けたが、図書館担当と話し合いをし、石垣りんの詩集を配布すること

にし、図書については今後検討する。 

  問 当初では非常に抑えてある予算であるが補正で対応し、まちづくり、ひとづくりをす

る上で啓発を含め、必要なものを考えていただきたい。 

  市町村駅伝の項目があるが、社会教育など精力的に活動しているが、この広い地域で世代

間交流も含めて社会教育の果たしてきた役割は非常に大きく、子供の成長は目覚ましいと思

う。市町村駅伝は、今後もやると思うが、町が残ったのは非常に貴重だ。少ない町の中で全

力を尽す姿が住民の目に届かない。盛大な壮行会をやったが、町からの応援団、中継所での

録画と下賀茂テレビでの放映、これを進めるべきである。 

  答 市町村駅伝は開催予定である。応援団、グッズ、のぼりとかに18万円計上し、応援団
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用に運転手の経費も計上してある。 

  10款災害復旧費及び関連歳入について。 

  質疑または意見、要望はなかった。 

  11款公債費、12予備費及び関連歳入については、質疑または意見、要望事項はなかった。 

  以上で、予算決算委員長報告を終わります。 

○議長（漆田 修君） 委員会報告を終わります。 

  委員会報告に対する質疑を行います。 

  横嶋君。 

○１１番（横嶋隆二君） 質疑ではないんですが、補充の意見をちょっと述べさせていただき

ます。その前に、非常に丁寧に報告が記述してあって、読んだだけでもその臨場感を味わえ

るような中身になっていること、お礼を言いたいと思います。 

  私が補充というのは、20ページの問いの下のほうですね、問と答の中の問の中で「南伊豆

町の森林の80％は」というくだりのその中で、そのサイクルを使ってというのが、これ、み

どりの分権改革モデル事業のことを説明する流れになっていますが、主要な項目が「発電な

どのエネルギー活用、新エネルギー活用」その主要部分が欠けていたので、この点を議案と

してした場合に、製本の前にこれを記述していただきたいということです。よろしいでしょ

うか。 

○議長（漆田 修君） 委員長。 

○予算決算常任委員長（谷  正君） 結構です。 

○議長（漆田 修君） ほかに質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  横嶋君。 

○１１番（横嶋隆二君） 22年度南伊豆町一般会計予算に当たって賛成討論を述べさせていた

だきます。 

  平成15年から７年間にわたった合併の押しつけから解き放たれて、８年目、ようやく晴れ

て南伊豆町単独のまちづくりを生み出すしきりの年度の予算として、心からこれを喜びたい

と思います。 

  合併については、実施をした全国の周辺地域が衰退していることは、県内でも協議会が二
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度視察した北遠地域の実態を目の当たりにしてきたわけでありますが、これでも証明されて

おります。21年度末で基金総額を８億円に積み上げて庁舎建設の方向を打ち出しましたが、

仮に合併が決まっていたとしたら、これらを南伊豆町民のために使う方向性を南伊豆町民の

代表である議会、そして役場が自分たちの意思でこの使途を決めることは不可能であったこ

とが想像されます。 

  激しい押しつけ合併から町を守ることができたのは、良識ある町民の声に押された７人の

議員が町を守る一点で党派を超えて揺るがぬ市政を貫いたこと、このことを記憶にとどめて

おきたいと思います。町があるからこそ、新庁舎建設を機に南伊豆町の中心地である下賀茂

商店街の活性化を進めていくことも明確にすることができます。 

  今年度の本予算は、子育て支援策の充実、中学校までの医療費の助成制度、そのほか子育

て手当もありますが、これは国策です。 

  また、高齢者の多い地域での予防事業の推進の助成、肺炎球菌ワクチンは県内でも早いほ

うであります。また、中小事業者の活性化を進める日本の助成制度の推進、さらに産業振興

の面では、総合計画を示されましたが、一次産業、二次産業、三次産業と連携した推進、こ

れが総合計画を含めて明確にされてきました。 

  さらに、前年度からの計画となりますみどりの分権改革推進事業研究調査費、これらも来

年度進めていくことになります。 

  また、企業問題に対してですが、当町は共立湊病院がある関係で管理者を務めております。

その問題では、今定例会中、河津町長が１市５町で進めている協議構想とは別な病院建設の

相談を地域医療診療協会と相談しているということが明らかになりました。１市５町でやる

ことでさえ大変なものを、これを妨害ともとられかねないことを行っていることが明らかに

なったわけですが、当町の町長である共立湊病院の管理者は勇断の姿勢を貫いて、この賀茂

郡圏域の医療圏域の中での２次救急の拠点病院をつくる。そのために、意思を貫いてやって

いる、その取り組みも評価をしながら応援をしていきたいと思います。 

  以上、雑駁でありますが、この22年度予算が新たにまちづくりを進めていく、そのしきり

の年度だということを心にとめるということ、また、これまで合併問題が７年も続いた中で、

職員、課長さんはこの議場におられて議論を聞いているわけですが、国や県の制度の流れの

中で思ったような市の取り組みを自治体の仕事の中で、役場の仕事の中でできないながら、

役職を去って退職をされていった方もいます。 

  私は、そういうことを思うと、一層、この新しい観光のまちづくりを進める上で、今後、
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新年度、先頭に立つ課長を説得して、町長を説得して、かつてそういう思いを残していった

方々の思いに触れながら、まちづくりに当たるよう要望しながら、私自身も非力ながら力を

尽して町民のためのまちづくりをする１人として健闘することを決意して、22年度一般会計

予算に対する賛成の討論といたします。 

○議長（漆田 修君） ほかに討論する方はいらっしゃいませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第20号 南伊豆町一般会計予算は委員長の報告のとおり可決することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第20号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２１号～議第２４号の上程、委員会報告、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第21号 平成22年度南伊豆町国民健康保険特別会計予算、議案第22

号 平成22年度南伊豆町老人保健特別会計予算、議第23号 平成22年度南伊豆町介護保険特

別会計予算及び議第24号 平成22年度南伊豆町後期高齢者医療特別会計予算を一括議題とし

ます。 

  委員会報告を求めます。 

  予算決算常任委員長。 

〔予算決算常任委員長 谷  正君登壇〕 

○予算決算常任委員長（谷  正君） 委員会報告を申し上げます。 

  本委員会に付託された平成22年度南伊豆町国民健康保険特別会計予算、平成22年度南伊豆

町老人保健特別会計予算、平成22年度南伊豆町介護保険特別会計予算、平成22年度後期高齢

者医療特別会計予算は、審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決定したので、会議規

則第77条の規定により報告します。 

  開催期日及び会場、平成22年３月16日、南伊豆町役場防災センター。 
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  会議時間、開会、午前９時30分、閉会、午後２時８分。 

  委員会の出席状況、記載のとおりであります。 

  事務局、記載のとおりであります。 

  説明のため出席した町長及び当局職員、記載のとおりであります。 

  それで、議事件目、付託件目、議第21号 平成22年度南伊豆町国民健康保険特別会計予算。 

  委員会決定、原案のとおり可決すべきものと決定。 

  議第22号 平成22年度南伊豆町老人保健特別会計予算、原案のとおり可決すべきものと決

定。 

  議第23号 平成22年度南伊豆町介護保険特別会計予算、原案のとおり可決すべきものと決

定。 

  議第24号 平成22年度南伊豆町後期高齢者医療特別会計予算、原案のとおり可決すべきも

のと決定。 

  審議中にあった質疑、意見また要望等でございます。 

  これは21号から22号、23号、24号と一括して審議、先ほど議長が申し上げましたので、一

括して委員会報告もさせていただきます。 

  問 南伊豆町も高齢化が進み、老々介護の話があるが、自宅で介護している人に対して南

伊豆町としてどのような対策を実施してきたか。 

  答 一般会計予算で食事サービス、ヘルパー派遣、現物支給で紙おむつの支給、手当的な

ものでは、家族で頑張って１年間一度も介護保険を使用しなかった方に介護手当の支給制度

がある。 

  問 家で過ごしたい人の家族に余り負担にならないように、気持ち的なことで手当なども

もう少し考えたらどうか。 

  答 新年度予算で家庭で介護されている方に対する報奨金的なものを計上した。地域包括

支援センターから地域包括支援ケアシステム制度を拡充し、地域、医療、行政、福祉とあわ

せて地域から見守り、手伝いをする。 

  問 国民健康保険の税負担の問題で、小さい自治体ほど住民に負担がかかる。南伊豆町の

限度額に係る最低限度額はどのくらいの所得か。 

  答 限度額に係る所得は約700万円ぐらいだと思う。 

  問 高くて払えない国民健康保険制度の改善、国の国民健康保険に対する負担を減らして

きたものをもとに戻すこと、各種助成制度を含めた相乗的な町民の健康対策を進めることに
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対する見解を。 

  答 国民健康保険の制度については、制度や国の負担の問題等々あるが、南伊豆町だけで

の問題ではないので、国民健康保険制度改正等を上に要望をしている。福祉、医療は、今ま

で以上に重要な行政課題として取り組んでいかなければならない。医療の面で、今まで以上

に頭に入れて病院問題に取り組む中で考えていく。 

  問 おくれている面もあるが、進んでいる面もある。いずれ国の制度になるものもあると

思うが、地域で進めてほしい。 

  ピロリ菌検査も有効であるので検討してほしい。 

  答 ヨーグルトがよいとの話があるが、除去についても検討する。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 委員会報告を終わります。 

  委員会報告に対する質疑を行います。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  横嶋君。 

○１１番（横嶋隆二君） 議第21号と議第22号、議第23号については賛成です。 

  国民健康保険については、委員会報告出されましたが、今の国民健康保険は制度上の問題

があって、小さい自治体ほど住民に負担が、被保険者に負担がかかって払い切れない。これ

が全国的に広がっております。これは、国が国民健康保険皆保険の重要な役割を果たす国民

健康保険に対する国の助成金を減らしているからであって、その問題に関しては、私も答弁

では制度改正を国に要望していくという姿勢が明確にされました。 

  また、この間も不要に保険料を上げない、そういう取り組みをしてきてくれていまして、

これについては、改善を含みながらモドリツツ賛成とします。 

  24号については、後期高齢者医療特別会計予算であります。これは後期高齢者を年齢で差

別することとして制度の廃止を求めるということで反対の意思を表明します。 

○議長（漆田 修君） ほかに討論はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 
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  議第21号 平成22年度南伊豆町国民健康保険特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決

することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第21号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  採決します。 

  議第22号 平成22年度南伊豆町老人保健特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決する

ことに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第22号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  採決します。 

  議第23号 平成22年度南伊豆町介護保険特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決する

ことに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 賛成多数です。 

  よって、議第23号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  採決します。 

  議第24号 平成22年度南伊豆町後期高齢者医療特別会計予算は、委員長の報告のとおり可

決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 賛成多数です。 

  よって、議第24号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２５号～議第２８号の上程、委員会報告、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第25号 平成22年度南伊豆町南上財産区特別会計予算、議案第26号 

平成22年度南伊豆町南崎財産区特別会計予算、議第27号 平成22年度南伊豆町三坂財産区特

別会計予算及び議第28号 平成22年度南伊豆町土地取得特別会計予算を一括議題とします。 
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  委員会報告を求めます。 

  予算決算常任委員長。 

〔予算決算常任委員長 谷  正君登壇〕 

○予算決算常任委員長（谷  正君） 引き続き、委員会報告を申し上げます。 

  まず、議第22号の報告書の２ページで、議第25号が印刷のほうが「平成20年度」になって

いますが、これを「22」で訂正をお願いします。 

  それでは、報告させていただきます。 

  開催期日及び会場、会議時間、委員会の出席状況、事務局、説明のため出席した町当局の

職員の者につきましては、省略させていただきます。 

  それでは、報告させていただきます。 

  議事件目、付託件目、議第25号 平成22年度南伊豆町南上財産区特別会計予算、委員会決

定、原案のとおり可決すべきものと決定。 

  議第26号 平成22年度南伊豆町南崎財産区特別会計予算、原案のとおり可決すべきものと

決定。 

  議第27号 平成22年度南伊豆町三坂財産区特別会計予算、原案のとおり可決すべきものと

決定。 

  議第28号 平成22年度南伊豆町土地取得特別会計予算、原案のとおり可決すべきものと決

定。 

  それで、議第25号から議第28号までの委員会の審議の中で意見、要望があったものを朗読

させていただきます。 

  問 差田グラウンドの未買収地があるのか、ないのか。全部買収済みなのか。 

  答 一部未買収地がある。地権者は２名から３名である。 

  問 不可能なのか、あきらめたのか、広さはどのくらいなのか。 

  答 そこに宗教類似施設があるということで難しい問題があり、了解を得られなかった。

面積は約3,000平米である。 

  問 地元の所有者なのか。 

  答 地元在住である。 

  要望として、引き続き交渉をしてほしい。 

  以上であります。 

○議長（漆田 修君） 委員会報告を終わります。 
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  委員会報告に対する質疑を行います。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第25号 平成22年度南伊豆町南上財産区特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決す

ることに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第25号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  採決します。 

  議第26号 平成22年度南伊豆町南崎財産区特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決す

ることに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第26号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  採決します。 

  議第27号 平成22年度南伊豆町三坂財産区特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決す

ることに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第27号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  採決します。 

  議第28号 平成22年度南伊豆町土地取得特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決する

ことに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第28号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第２９号～議第３１号の上程、委員会報告、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第29号 平成22年度南伊豆町公共下水道事業特別会計予算、議案第

30号 平成22年度南伊豆町子浦漁業集落排水事業特別会計予算、議第31号 平成22年度南伊

豆町中木漁業集落排水事業特別会計予算及び議第32号 平成22年度南伊豆町妻良漁業集落排

水事業特別会計予算を一括議題とします。 

  委員会報告を求めます。 

  予算決算常任委員長。 

〔予算決算常任委員長 谷  正君登壇〕 

○予算決算常任委員長（谷  正君） 委員会報告を申し上げます。 

  議第29号 平成22年度南伊豆町公共下水道事業特別会計予算、議案第30号 平成22年度南

伊豆町子浦漁業集落排水事業特別会計予算、議第31号 平成22年度南伊豆町中木漁業集落排

水事業特別会計予算、議第32号 平成22年度南伊豆町妻良漁業集落排水事業特別会計予算を

一括して報告させていただきます。 

  開催月日及び会場、会議時間、委員会の出席状況、事務局、説明のため出席した町当局の

職員については、省略させていただきます。 

  議事件目、付託件目、議第29号 平成22年度南伊豆町公共下水道事業特別会計予算、原案

のとおり可決すべきものと決定。 

  議第30号 平成22年度南伊豆町子浦漁業集落排水事業特別会計予算、原案のとおり可決す

べきものと決定。 

  議第31号 平成22年度南伊豆町中木漁業集落排水事業特別会計予算、原案のとおり可決す

べきものと決定。 

  議第32号 平成22年度南伊豆町妻良漁業集落排水事業特別会計予算、原案のとおり可決す

べきものと決定。 

  審議中にあった質疑または意見であります。 

  問 平成22年度末で幹線は前原橋手前というのは終了ということか。この地域の供用開始

はいつになる予定か。 

  答 平成22年度工事終了後、平成23年６月を予定している。 
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  問 下水道加入率はどのくらいか。 

  答 現在、湊地区65.7％、手石地区41.4％、下賀茂地区17.5％、供用開始時期が違うので、

手石、下賀茂地区は低い。全体で54.4%、昨年は53.4％で１％伸びている。 

  問 収入で使用料が前年より400万円減額されているが、その理由は。 

  答 ３月補正でも753万円補正減した。昨年の計上が高かった。実態に合わせた。 

  問 平成28年度が最終年度だが、処理場の増設はどうなるのか。 

  答 現在の処理人口なら現在の施設でまかなえる。将来、どれだけの規模を増設するのか

を見きわめるために、ぎりぎりまで待てば一番適切な施設が得られるので、平成24年に設計

委託を行い、平成25年、26年、27年の３カ年で増設し、平成28年全体完了を考えている。 

  以上であります。 

○議長（漆田 修君） 委員会報告を終わります。 

  委員会報告に対する質疑を行います。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  横嶋君。 

○１１番（横嶋隆二君） 29号の公共下水道事業特別会計予算に関して、賛成なんですけれど

も、意見をちょっと言わせていただきたい。 

  このいわゆる委員長報告の最後の質疑で、処理場の増設の問題がとり上げられました。こ

れについては、現鈴木町長になって間もなく、処理施設の増設の問題に関して、いわゆるあ

の時点では先々非常に見きわめが難しい状況でありましたけれども、これを英断をして、24

年度まで、当時では６年、17年度で決めたわけですから、７年先まで延ばすということを決

めたんですね。議会もそれを決めましたけれども。いわゆる、時々の施策を決定する上で、

物事の判断、税金を使う上での見定めというのは非常に難しい施策の判断と、これは難しい

ということと同時に、それを見切り発車をしないでやることの大事さを、この公共下水道の

事業というときには、つくづく感じます。 

  現場の答弁で、ここを答弁されたように適切な施設の規模というのは17年度の段階のとき

にでは決められなかったということで、税の無駄遣いも回避されたし、今後、計画を進める

上でこうした点を一新して執行、あるいは相談を議会にかけていただきたいということを提

示して終わらせていただきます。 
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○議長（漆田 修君） ほかに討論する者はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第29号 平成22年度南伊豆町公共下水道事業特別会計予算は、委員長の報告のとおり可

決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第29号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  採決します。 

  議第30号 平成22年度南伊豆町子浦漁業集落排水事業特別会計予算は、委員長の報告のと

おり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第30号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  採決します。 

  議第31号 平成22年度南伊豆町中木漁業集落排水事業特別会計予算は、委員長の報告のと

おり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第31号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

  採決します。 

  議第32号 平成22年度南伊豆町妻良漁業集落排水事業特別会計予算は、委員長の報告のと

おり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議第32号議案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎議第３３号の上程、委員会報告、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 議第33号 平成22年度南伊豆町水道事業会計予算を議題とします。 

  委員会報告を求めます。 

  予算決算常任委員長。 

〔予算決算常任委員長 谷  正君登壇〕 

○予算決算常任委員長（谷  正君） 改めて、委員会報告をさせていただきますが、本委員

会に付託された平成22年度特別会計予算及び水道事業会計予算は、審査の結果、原案のとお

り可決すべきものと決定したので、会議規則第77条の規定により報告しますということです。 

  議事件目、付託件目、議第33号 平成22年度南伊豆町水道事業会計予算、委員会決定は原

案のとおり可決すべきものと決定であります。 

  それから、開催月日及び会場、会議時間、委員会の出席状況、事務局、説明のため出席し

た町当局の職員の者につきましては、先ほど申し上げてありますので、省略させていただき

ます。 

  それで、審議中にあった質疑及び意見、要望等でございますが、議第33号 平成22年度南

伊豆町水道事業会計予算につきましては、問いとして、水道料金等審議会が開催されたが、

最終的には料金値上げを検討ということと思うが、当局はどこへ行きたいのか。どのような

感じを持っているのか。 

  答弁として、平成15年度から赤字が毎年発生している。平成19年度は資産の見直しでプラ

スとなったが、今後は4,000万円から5,000万円の赤字が続くと推測する。今年度で１億400

万円の赤字となる予定である。そのため、5,000万円から6,000万円程度の水道料金の値上げ

が必要となる。今回の水道料金等審議会では、現状把握を確認していただいた。 

  今後、幾つかのシミュレーションをもとに、どのくらいの料金を値上げすればよいか、そ

れから入らせていただきたい。 

  問 当局としては、5,000万円くらいの値上げをしたい希望と考える。１戸当たりどのく

らいの負担増になるのか。 

  答 まだ旅館等の大口利用者や個人の基本料金の方などのバランスが細かく精査していな

いのでわからない。 

  問 上水道だけだから戸数割が簡単にはいかないが、上水道加入世帯はどのくらいあるの

か。 

  答 平成20年度の実績ですと、給水人口は9,750人、給水世帯は4,570戸である。 
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  問 単純計算では、戸数割で１万円ぐらいとなる。大口もあるが、月平均1,000円ぐらい

上がらなければならない。そのくらいの目安か。 

  答 今の戸数は全体の町管理で簡易水道も入っている。上水道だけの戸数は出ていない。 

  要望 簡易水道を入れて全体で4,000戸から5,000戸か。上水道だけだともう少し戸数が減

ってくるので、負担割合がふえると考えられる。今、不況で町民があえいでいる中での料金

審議会である。料金審議の過程では、町民の意見をよく聞いて、これだけの値上げが必要で

あるとの町民が納得することをやってほしい。 

  要望 １億円くらいの赤字の話だが、給水収益が２億2,000万円程度しかない。給水収入

の約５割となる。５割値上げしないと赤字が解消しない。普通の会社なら倒産している。し

かし、町民の口に入る大事なことであるので、やめるわけにはいかない。補修やほかの事業

もやらなければならない。強く町民に説明し、理解をいただき、赤字があると事業継続も困

難になるので、水道料金等審議会に訴えて納得していただいて、妥当な線で決めていくべき。

その辺を考えながら、上下水道課できめ細かく試算して、理解を求めるべきである。 

  問 日野山戸橋の工事はまだ完成していないが、水道工事を施工するとのことで工期延長

になっているのではないか。南伊豆町はきちんとやったが、静岡県ができなかったのか。ど

ちらか。 

  答 静岡県の工事の工法が決まらなかったため、延びたということである。 

  要望 さくらまつりの最中に芸能人が菜の花畑で削岩機の音が聞こえる中で取材していて、

それが放映された。菜の花畑に観光客が入っている最中に削岩機の音では、観光面では好ま

しくなく、町長、上下水道課長や建設課長は静岡県へ連絡して調整を図っていただきたい。 

  問 水道事業で収益の問題が出ているが、結論として水道料金は上げるべきではない。水

道料金等審議会にゆだねるのではなく、水道事業は生活するのに欠かせない事業である。南

伊豆町は簡易水道を含め、全戸に給水している。 

  老朽管の布設がえ等で投資がふえているが、このような時期なのでトップの決断で行うべ

きである。普通の公営企業とは違い生きていくためのものである。町民の体力ができるまで

英断をし、住民の源、生きる源だという点で町長の見解を。 

  答 水道料金はだれも値上げはしたくないのが本音であるが、経営上等の問題も申し上げ

た。長年料金を据え置いてきた経緯もある。企業会計ですから一般会計からの繰り入れもす

べきでないと考える。 

  今回は、まず実態を知ってもらうために水道料金等審議会に諮問した。今後、審議会の中
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で議論がなされると考えるので、実態の資料などを示して知っていただくことが大事である。

この値上げについては、当初から慎重に取り組まなければならないと考えますので、理解を

してほしい。 

  要望 以前、吉田地区の簡易水道が地震等があったとき、受水槽が崩壊の危機にあると申

し上げたが、水は生きていく上にも非常に大切なものなので、現地を調査して対応を願う。 

  以上で、報告を終わります。 

○議長（漆田 修君） 委員会報告を終わります。 

  委員会報告に対する質疑を行います。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  横嶋君。 

○１１番（横嶋隆二君） 議第33号 平成22年度南伊豆町水道事業会計の予算に対して討論を   

ます。 

  委員長報告の中でも、水道局の収支の問題が出てきています。これは、どういうことか、

南伊豆庁舎第５次整備事業を行ったこと、ここにも負担がふえて増になっております。これ

は、その第５次拡張整備事業の元を正せば、1989年の海部内閣第１次内閣のときに日米構造

協議が行われて、当時、ＧＮＰの10％の公共投資基本計画の拡大を日米協議で迫られて、そ

れを進めてきた。これが今日、約1,000兆円につながる財政赤字の、借金のもとになるわけ

ですが、その一端として、いわゆる県の事業でダム建設、あわせて第５次拡張整備事業、こ

れが行われたということが、南伊豆町にありました。 

  こういうことに起因しております。こうした資本の収支に与えるような差がありますけれ

ども、改めて水道事業は生活に欠かせないものであって、この点での料金転嫁に関しては、

極力しないということを進めて、町民の生活のいわゆる根底を守る姿勢を貫くことを強く要

望して賛成討論とします。 

○議長（漆田 修君） ほかに討論する者はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  議第33号 平成22年度南伊豆町水道事業会計予算は、委員長の報告のとおり可決すること
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に賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、議案第33号議案は、原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１７号、第１８号の一括上程、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 南伊豆町シルバー人材センターの陳情書並びに要望書及び南上保育所

統合に関する陳情書を一括議題とします。 

  委員会報告を求めます。 

  第１常任委員長。 

〔第１常任委員長 竹河十九巳君登壇〕 

○第１常任委員長（竹河十九巳君） 第１常任委員会報告をします。 

  本委員会に付託された南伊豆町シルバー人材センター陳情書並びに要望書。 

  南上保育所統合に関する陳情書は、審査の結果、不採択とすることに決定したので、会議

規則第77条の規定により報告をいたします。 

  １、南伊豆町シルバー人材センターの陳情書並びに要望書は、平成22年１月29日、３月16

日の両日審査した結果、次の理由から不採択とすることに決定をしました。 

  （１） 平成21年度静岡県事業仕分けにおいて廃止されたもののうち、平成22年度静岡県

予算案において廃止されたものは県庁新聞のみであり、関係する県費補助金事業は残ってい

る。 

  （２） 平成22年度南伊豆町一般会計予算（案）においても、前年度と同額の補助金が計

上されている。 

  ２、南上保育所統合に関する陳情書は、平成22年２月23日、３月16日の両日審査した結果、

次の理由から不採択とすることに決定しました。 

  （１） 保育所、幼稚園の一元化については、平成12年３月に策定された第４次南伊豆町

総合計画に言及され、保育所の設置数については平成17年３月に策定された南伊豆町次世代

育成支援行動計画で２カ所と明記されている。 

  （２） 陳情項目の今の保育所を建て直し、保育所を存続していただきたいについては、
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現在の南上保育所の敷地は急傾斜崩壊区域の指定を受けており、安全上問題がある。 

  （３） 陳情項目の元南上中学校跡地に保育所を存続していただきたいについては、建設

費、人件費、運営費等を試算すると財政上困難と思われる。 

  （４） 陳情項目の現在の南上小学校の中に保育所を存続していただきたいについては、

南上小学校に空き教室がなく困難である。 

  ただし、附帯意見として、町当局は、南上地区において南伊豆町の保育所、幼稚園の統合、

南上保育所統合について地区説明会を開催するとの附帯意見が出ました。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 委員会報告を終わります。 

  委員会報告に対する質疑を行います。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  南伊豆町シルバー人材センターの陳情書並びに要望書は、委員長の報告のとおり不採択と

することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、日程第17は不採択することに決定しました。 

  採決します。 

  南上保育所統合に関する陳情書は、委員長の報告のとおり不採択とすることに賛成の諸君

の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 賛成多数です。 

  よって、日程第18は不採択することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎発議第１号の上程、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 発議第１号 南伊豆町議会の議員報酬及び費用弁償の条例の一部を改

正する条例制定についてを議題とします。 

  本案は、竹河十九巳君が提出者で、所定の賛成議員もあります。 

  趣旨説明を求めます。 

  竹河十九巳君。 

〔１１番 竹河十九巳君登壇〕 

○１番（竹河十九巳君） 発議第１号、平成22年３月24日、南伊豆町議会議長、漆田修様。提

出者、南伊豆町町議会議員 竹河十九巳。 

  賛成者、南伊豆町議会議員、長田美喜彦、同、保坂好明、同、齋藤要、同、漆田修、同、

梅本和熙、同、横嶋隆二、同、渡邉嘉郎、同、稲葉勝男、同、谷正、同、清水清一。 

  南伊豆町議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について。 

  発議第１号についての趣旨説明を行います。 

  本案は、昨年５月29日の臨時議会において、６月期の期末手当を0.2カ月分を減額しまし

たが、本文の第５条第２項を「100分の150」から「100分の130」に改める内容です。 

  南伊豆町議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正をする条例制定について。 

  上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第112条及び南伊豆町議会規則第14条の規定によ

り提出をします。 

  南伊豆町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正をする条例。 

  南伊豆町議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例（昭和39年条例第９号）の一部を次の

ように改正する。 

  第５条第２項中、「100分の150、」を「100分の130、」に改める。附則、この条例は公布

の日から施行する。 

  以上であります。 

○議長（漆田 修君） 趣旨説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  発議第１号 南伊豆町議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制

定については、原案のとおり賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、発議第１号は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第２号の上程、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 発議第２号 永住外国人に対する地方参政権付与に対する意見書を議

題とします。 

  本案は、清水清一君が提出者で、所定の賛成議員もあります。 

  趣旨説明を求めます。 

  清水清一君。 

〔６番 清水清一君登壇〕 

○６番（清水清一君） それでは、発議第２号、平成22年３月24日、南伊豆町議会議長、漆田

修様。 

  提出者、南伊豆町町会議員、清水清一、賛成者、南伊豆町町会議員、渡邉嘉郎以下、齋藤

要、保坂好明。 

  永住外国人に対する地方参政権付与に対する意見書。 

  上記の件を別紙のとおり、地方自治法第112号及び南伊豆町会議規則第14条の規定により

提出いたします。 

  内容等については朗読をもって説明とさせていただきます。 

  永住外国人に対する地方参政権付与に対する意見書。 
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  政府・与党では、通常国会に永住外国人に対して地方選挙の選挙権を付与する法案を提出

する動きがあります。 

  我が国に在住する外国人に対する地方行政のあり方については、外国人住民の考え方や要

望などを積極的に吸収する仕組みづくりに工夫が必要ではありますが、永住外国人への地方

参政権付与については民主主義の根幹にかかわる重大な問題であります。 

  日本国憲法第15条第１項においては「公務員を選定し、及びこれを罷免することは、国民

固有の権利である」と規定され、また第93条第２項においては「地方公共団体の長、その議

会の議員及び法律の定めるその他の吏員は、その地方公共団体の住民が、直接これを選挙す

る」と規定されています。 

  また、平成７年２月28日の最高裁判所判決では「憲法が選挙権を保障しているのは日本国

民で、その保障は外国人には及んでいない」とし「それは地方選挙も同様で、第93条第２項

の住民とは日本国民を指す」と指摘しています。 

  よって、永住外国人に対して地方参政権を付与することには憲法上問題があると考えざる

を得ません。 

  したがって、拙速な結論を出すことには強く反対し、国会及び政府にあっては法案を提出、

審議する場合には、国民の幅広い論議を喚起し、地方の意見を十分に聞くよう強く求めます。 

  以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。 

  提出先、次のページでございます。 

  意見書提出先、衆議院議長、横路孝弘殿。参議院議長、江田五月殿、内閣総理大臣、鳩山

由紀夫殿、内閣副総理・財務大臣、菅直人殿、総務大臣、原口一博殿、国家戦略担当大臣、

仙石由人殿、内閣官房長官、平野博文殿。 

  以上でございます。 

○議長（漆田 修君） 趣旨説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 
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  これより討論に入ります。 

  清水君。 

○６番（清水清一君） 永住外国人に対する意見書でございますけれども、政権がかわって民

主党政権になって、外国人にも参政権を与えるという話が出ています。それに対して、今、  

にも反対意見が各地方団体でも議会でも出ております。それを含めて県会議員自体がこの19

日に外国人参政に対する反対の意見書を出しています。 

  日本国じゅうの皆さんが議会でやっていることが、いわゆる永住外国人に対する選挙権を

付与することは決してあってはならないと思いますし、それがないようにその決を    

皆さんの賛成意見を求めたいと思います。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） ほかに討論はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  発議第２号 永住外国人に対する地方参政権付与に対する意見書は、原案のとおり賛成の

諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 賛成少数です。 

  よって、発議第２号は否決することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第３号の上程、質疑、討論、採決 

○議長（漆田 修君） 発議第３号 改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書を議題と

します。 

  本案は、竹河十九巳君が提出者で、所定の賛成議員もあります。 

  趣旨説明を求めます。 

  竹河十九巳君。 

〔１番 竹河十九巳君登壇〕 

○１番（竹河十九巳君） 発議第３号、平成22年３月24日、南伊豆町議会議長、漆田修様。提
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出者、南伊豆町町議会議員、竹河十九巳。 

  賛成者、南伊豆町議会議員、漆田修、同、清水清一、同、横嶋隆二、同、稲葉勝男、同、

谷正、同、長田美喜彦、同、齋藤要、同、渡邉嘉郎、同、梅本和熙。 

  改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書。 

  上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第112条及び南伊豆町議会規則第14条の規定によ

り提出します。 

  趣旨説明は内容の朗読をもってかえさせていただきます。 

  改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書。 

  経済・生活苦での自殺者が年間7,000人に達し、自己破産も18万人を超え、多重債務者が

200万人を超えるなどの深刻な多重債務問題を解決するため、2006年12月に改正貸金業法が

成立し、出資法の上限金利の引き下げ、収入の３分の１を超える過剰貸付契約禁止（総量規

制）などを含む同法が完全施行される予定である。 

  改正貸金業法成立後、政府は多重債務者対策本部を設置し、同本部は①多重債務相談窓口

の拡充、②セーフティネット貸付の充実、③ヤミ金融の撲滅、④金融経済教育を柱とする多

重債務問題改善プログラムを策定した。 

  そして、官民が連携して多重債務対策に取り組んできた結果、多重債務者が大幅に減少し、

2008年の自己破産者数も13万人を切るなど、多重債務対策は確実に成果をあげつつある。 

  他方、一部には、消費者金融の成約率が低下しており、借りたい人が借りられなくなって

いる。 

  特に、昨今の経済危機や一部商工ローン業者の倒産などにより資金調達が制限された中小

企業者の倒産が増加していることなどを殊更に強調して、改正貸金業法の完全施行の延期や

貸金業者に対する規制の緩和を求める論調がある。 

  しかしながら、1990年代における山一証券、北海道拓殖銀行の破綻などに象徴されるいわ

ゆるバブル崩壊後の経済危機の際には、貸金業者に対する不十分な規制のもとに商工ローン

や消費者金融が大幅に貸付を伸ばし、その結果、1998年には自殺者が３万人を超え、自己破

産者も10万人を突破するなど、多重債務問題が深刻化した。 

  改正貸金業法の完全施行を先延ばしし、金利規制の貸金業者に対する規制の緩和は、再び

自殺者や自己破産者、多重債務者の急増を招きかねず、許されるべきものではない。 

  今、多重債務者のために必要とされる施策は、相談体制の充実、セーフティネット貸付の

充実及びヤミ金融の撲滅などである。 
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  そこで、今般設置される消費者庁の所管ないし共管となっている地方消費者行政の充実及

び多重債務問題が喫緊の課題であることも踏まえ、国に対して以下の施策を求める。 

  １ 改正貸金業法を早期に完全施行すること。 

  ２ 自治体での多重債務相談体制の整備のため相談員の人件費を含む予算を十分確保する

など相談窓口の充実を支援すること。 

  ３ 個人及び中小事業者向けのセーフティネット貸付をさらに充実させること。 

  ４ ヤミ金融を徹底的に摘発すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  意見書の提出先、衆議院議長、横路孝弘殿、参議院議長、江田五月殿、内閣総理大臣、鳩

山由紀夫殿、総務大臣、原口一博殿、法務大臣、千葉景子殿、内閣府特命担当大臣、亀井静

香殿、内閣府特命担当大臣、福島瑞穂殿。 

  以上です。 

○議長（漆田 修君） 趣旨説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（漆田 修君） 討論する者もありませんので、討論を終結します。 

  採決します。 

  発議第３号 改正貸金業法の早期完全施行を求める意見書は、原案のとおり賛成の諸君の

挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（漆田 修君） 全員賛成です。 

  よって、発議第３号は原案のとおり可決することに決定しました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会中の継続調査申出書の件 

○議長（漆田 修君） 日程第22、各委員会の閉会中の継続調査申出書を議題とします。 

  議会運営委員会委員長、第１常任委員会委員長、第２常任委員会委員長、予算決算常任委

員会委員長、行財政改革特別委員会委員長及び地域医療問題調査特別委員会委員長から、会

議規則第75条の規定により、お手元に配付いたしました所管事務調査、本会議の会期日程等、

議会の運営及び議長の諮問に関する事項について、閉会中の継続調査の申し出がありました。 

  お諮りします。 

  各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会中の特定事件の継続調査申出書の件 

○議長（漆田 修君） 日程第23、第１常任委員会の閉会中の特定事件の継続調査申出書を議

題とします。 

  第１常任委員会委員長から、会議規則第75条の規定により、お手元に配付しました議第10

号 南伊豆町債権の管理に関する条例制定について、閉会中の継続調査の申し出がありまし

た。 

  お諮りします。 

  第１常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（漆田 修君） 異議ないものと認めます。 

  よって、第１常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎閉議及び閉会宣言 

○議長（漆田 修君） 本日の議事件目が終了しましたので、会議を閉じます。 

  ３月定例会の全部の議事件目が終了しました。 

  よって、平成22年３月南伊豆町議会定例会は本日をもって閉会します。 

 

閉会 午前１１時５５分 
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